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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　弟で子し入りをしたいと言うと、そのひとは戸と惑まどったように何秒か黙だまりこんで、あげくにこんなことを言い始めた。

「自分で言うのもなんだがね、私はしがない怪造モンス学者テイストでね──そもそも怪造モンス学者テイストという仕事そのものが、あまりよそ様からは褒ほめられない生きかただよ？　儲もうからないし、危険だし、君のような若いものが好んで飛びこむべき世界ではない」

　言い訳ではなく、すなおな気持ちからそう忠告しているのだろう、その不器用な雰ふん囲い気きに好感を抱いだいた。事実、彼は最初から最後まで愚ぐ鈍どんなほどに誠実ではあったのだ。

　長い年月を経た大樹を背後に置いて、彼自身はそれよりもなお枯かれていた。叱しかられることを恐おそれるようにびくびくと俯うつむき、申し訳なさそうに小声で喋しやべっていた。

　我が、師。

「それに、ひとくちに怪造モンス学者テイストといっても研究内容はいろいろだし──君にはたぶん、怪造モンス学者テイストというものが素す晴ばらしい魔ま法ほう使つかいのように思えるんだろうけど、たしかにそういう輝かがやかしい連中もいないではないがね、私などはほら、研究も地味なものだし」

　言いながら彼は周囲を見回した。

　広い植物園だ。

　学校の校庭ほどの敷しき地ち面積に、異形の植物が蔓延はびこっている。様々な種類の花を咲さかせた大樹。空気よりも軽く宙を舞まう茸きのこ。糸いと蚯蚓みみずみたいに寄り集まり蠢うごめくもの。どれもこれも植物図ず鑑かんに載のっていない変てこな賑にぎわいで、まるで異世界に迷いこんだようだった。

　それらの全すべては怪造モン生物スター──限りなく遠い隣となりの世界、虚界アンダカから怪かい造ぞうされたこの世界にあらざる植物である。この年老いた怪造モンス学者テイストは、このような草花の怪造モン生物スターを専門に研究する人物だった。

　一いつ般ぱん的に植物系の怪造モン生物スターは動物系のそれより研究対象になりにくい。怪造モン生物スターは怪造モンス学者テイストの生命力──《魔ま力りよく》を常に摂せつ取しゆしないとこの世界、現界カナイに留とどまれないのだが、植物系の怪造モン生物スターはその《魔力》摂取量が通常より多い。さらに動物系の怪造モン生物スターとちがって研究が長期化する傾けい向こうにあるので、手間も経費もかかって実入りが少ないのだ。

　老いた怪造モンス学者テイストはその事実を懇こん切せつ丁てい寧ねいに語ったが、僕は頑がんとして譲ゆずらなかった。

「そんな貴方あなただからこそ弟子入りしたいんです、先生」

　すがるように見つめる僕を、むしろ哀かなしげに眺めて、彼は小首を傾かしげた。

「どういうことだね、紡つむ路じ非あら罪つみくん──だったかな？」

　その問いに、僕は答えた。まとまらない口調で。必死に。熱意をもって。だが語れば語るほど相手は表情を曇くもらせ、それでも帰ろうとしない僕に呆あきれ果てたか、渋しぶ々しぶと頷うなずきながらも忠告してくれた。

「覚えておきたまえ」

　ちいさな如じよ雨う露ろで異形の花に水をやりながら。

「私の研究には時間がかかる。針に糸をとおすような繊せん細さいな作業を、じっくりと積み重ねる必要がある──植物を育て、交配させ種をまき、こうして水をやり、肥料をやり、丹たん念ねんに丁寧にね。だがそれだけ注意を払はらっても、花が咲くとはかぎらない」

　そこに咲いた一輪の花の周りには、無数の蔦つた葛かずらが萎しなびていた。

「神様は努力した時間に応じて慈じ悲ひを与あたえてくださるわけではない。こつこつ積みあげたからといって、崩くずれるときはあっという間だ。それを忘れてはいけない。無む駄だな努力になる覚かく悟ごをしながら、糸を紡ぎあげ機はたを織るのは、若者にはつらいのでは？」

　それでも動かない、無知だった僕を、彼は受けいれてくれた。

　やはり申し訳なさそうに。不器用に微ほほ笑えんだまま。

　彼は善人だった。聖者のように、とまでは言えないが──それでも、何の罪もなく毎日を生きる平へい凡ぼんで善良な小市民だった。日々の糧かてを得るため努力し働き、我が身を弁わきまえ、己おのれと妻子の健康と平へい穏おんのみを願っていた。

　僕は彼を尊敬した。喜んでその下もとで働いた。刹せつ那な的に生きていた若者だった僕には、彼のその態度がとても安定した盤ばん石じやくなものに見えたんだ。

　揺ゆるぎなく、日々そこに在りつづける──大樹のように、生きてみたかった。

　だけど。

　どんなに勇ゆう壮そうな大樹も、災さい禍かに襲おそわれへし折れ、また病やみつき朽くち果てる。

　僕はそれを知らなかった。師にさんざん忠告されたのに。その事実から目を逸そらした。

　──紡路くん。

　そう。努力した時間に応じて、神様は慈悲を与えてくれるわけではない。

　どれだけの時間と苦労を積みあげても、崩れるときはあっという間だ。

　──すまない、すまないねえ。

　僕が師の下で怪造学の修しゆ行ぎようを始めた、その数年後のことだ。

　師が育てた植物が苗なえ床どことなり、そこから大量発生した妖よう精せいのような怪造モン生物スターが町に溢あふれた。大災害となった。悪夢のように、妖精たちは人々を喰くらい荒あれ狂くるった。

　全てが食い尽つくされる有様を目もく撃げきし、放心状態になっていた僕は、後日──師が全ての責任を僕に押しつけ、行方ゆくえをくらませたのを知った。

　僕は泣き叫さけんだ。だが師を怨うらむことはできなかった。彼には守るべき妻子がいた。日々の平穏を失うわけにはいかなかった。

　すまない。すまないねえ。彼はずっと謝っていた。誰だれが責められる？　丹念に積み重ねていた全ての苦労も努力も、無む惨ざんに崩された老いたあの男を──誰が罵ののしれる？　大の男が涙なみだながらに逃にげることしかできなかった、その姿を、誰が嘲あざ笑わらえる？

　僕は師を追いかけることも、蔑さげすむことも、怨むことすらできなかった。

　哀かなしかった。哀しみに溺おぼれた。

　僕はほんとうに師を尊敬していたんだ。

　あのような善良で誠実な人間が、長年の努力を積み重ね、それでもちっぽけな幸福すら守れなかった──その事実が、この世界が、堪たまらなかった。

　善意は劣れつ化かする。正義は汚お濁だくする。努力は腐ふ敗はいする。

　ならば僕らは、何を目指して生きていけばいいのだろう？

　何を目的に？　何に成るために？　何に──殉じゆんじるために？
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　師に裏切られた僕は災禍の全責任を押しつけられ、失意のままに囚とらわれの身となった。けれど僕は処しよ罰ばつを免まぬかれるのと引き替かえに、怪造学会の従僕となった。法律の裏側で、日の当たる世界の後ろ側で、怪造学会の命じるがままに働く走そう狗くと成りはてたのだ。

　不満はなかった。何もかもが信用ならなくなった世界で、休みなく命令を与えられ走り回るのはむしろ楽だった。何も考えたくなかった。考えると、哀しみに吞のまれてしまう。

　怪造学会には暗部がある。いろいろと汚きたない仕事もやらされた。抜ぬけ殻がらのようだった僕はそれなりに真ま面じ目めにそれらの任務をこなすうち、不本意にも信しん頼らいを得て、とある重要な任務を任されることになった。

　怪造学に因いん縁ねん深い、寂じやく憐れん院いんの一族が支配する土地──不ふ知じ野の、その監かん視し。

　上うわ澄ずみを舐なめるような説明はひとくさり受けたが、肝かん心じんな詳しよう細さいはぼかされ、僕は不信感を抱いた。通り一いつ遍ぺんの資料では、さして特異な点を見つけられなかった。なのに怪造学会の不知野に対する態度は偏へん執しつ的なほどで、その差異が不ふ審しんだった。

　この不知野という土地に、そして寂憐院という一族に──いったいどんな特とく殊しゆ性が、重要性があるというのだろう？

　釈しやく然ぜんとしないながらも、僕の立場では任務の拒きよ否ひ権などはなく──首を傾げながら、僕はほぼ即そく日じつのうちに不知野へと向かった。旅行鞄かばんに必要なものを押しこめ、まるで恐ろしい怪物の生いけ贄にえにされるように、背中を押されるみたいにして。

　否いな、それはまさに──生け贄だったのだろう。

　そして不知野は、化け物だった。
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　ここにも眼球が生えている。

　家の屋根にも。バス停のベンチにも。電信柱にも。道を歩く人々の服や靴くつにまで。妙みように生々しい色しき彩さいの眼球が描かきこまれていて、ぎょろりとこちらを見つめている。ただの絵だ。実害はないんだが、ものすごく気持ち悪い。

「どうしたんっすか、滅めつ作さく先せん輩ぱい？　顔色、良くないっすね？」

　平然とあんパンを齧かじりながら、志し田だ桐ぎり負おう名なが声をかけてきた。

　まだ年若い女である。薄うすく桃もも色いろがかった髪かみを短く切りそろえ、少年のような笑えみを絶えず浮うかべている。羽を模した派手な髪かみ飾かざりが、どこか軽けい薄はくな印象を与えてくる。

　そこらへんで遊んでいるお姉ちゃんにしか見えないが、これでも優ゆう秀しゆうな怪造モンス学者テイストであり、俺──空すかい井い滅めつ作さくの学生時代の後輩でもある。

　腐くされ縁えんというか、顔かお馴な染じみだ。

　ものすごい勢いであんパンを完食すると、包装紙を鶴つるに手た折おって、志田桐は昔から変わらない裏の読めない飄ひよう々ひようとした態度で語る。

「そんな滅作先輩の心の中をマジカル・アイで読んじゃうっす♪『わぁ、可か愛わいい後輩の負名ちゃんと二人っきりになれたけど何を喋ったらいいかわからないよう！　俺の意い気く地じなし！』……ってかんじ!?」

「わぁ。すげぇ。一字一句違たがわず俺の内心を読まれちまったぁ」

「そんな感情のない棒読みで言われても対応に困るっすよ」

　志田桐は変な顔をして、俺が吸っていた煙草たばこを指先で奪うばい、自分でくわえる。

「煙草は身体からだに悪いっひゅよ、めっひゃくひぇんぱい」

　煙草を唇くちびるに挟はさんだままなので、何を言ってるのかよくわかんねぇ。俺はそんな志田桐の頭をポンと叩たたき、眼球まみれの周りを無視して深々と溜ため息いきをついた。

「ひとの煙草をとるな。昔からの悪い癖くせだぜ志田桐」

「先輩以外の煙草はとりませんって」

　訳のわからないことを言うと、志田桐はまだ火がついたままの煙草を指でつまみ、ふぅうっと慣れた様子で紫し煙えんを吐はく。

「先輩は何をしても怒おこらないじゃないっすか。そういう相手にしか意地悪しませんよ。あたし、そういう小こ賢ざかしい立ち回りだけでこれまでの人生乗り切ってきたっすから！」

「大声で自じ慢まんするこっちゃねぇな」

　みたいな益やく体たいもない会話を交かわしながら、俺たちは道を歩いていく。季節は冬。天気は良いが寒さは肌はだを刺さし、俺は思わず鳥とり肌はだをたて震ふるえてしまう。それを目ざとく察し、志田桐がむぎゅうと抱きついてきた。腕うでを絡からめ、その立派な胸を押しつけて。

「寒いっすね先輩？　寒いっすね？　あたしが温めてあげるっす！」

「やめい。歩きにくい」

　鄙ひなびた田舎いなか道を、鬱うつ陶とうしくまとわりついてくる後輩とふたりで歩く。やたら眼球の模様が目立つ以外は平凡な地方の田園風景だ。冬なので田畑も寒々しく、道にも人気はほとんどない。あちこちに並んでいる民家や店てん舗ぽもあるにはあるし、どうも俺たちを窓の隙すき間まとかから誰だれかが注視しているんだが、こちらが視線を向けると窓を閉め、店ならシャッターまでおろす。

　周囲にはこちらを押しつぶすような威い圧あつ感かんのある山脈と、無数の川や湖。地図で見ればよくわかるんだが、この村というか集落は四方をそういった自然の防ぼう壁へきが取り囲んでいる。

　世間から隔かく離りされた山やま間あいの村──それがここ、不ふ知じ野のと呼ばれる土地だった。

　志田桐の口から煙草を取りかえし、吸いなおしてから、俺は深々と嘆たん息そくした。

「おまえなんでそんなに元気なんだよ。あとお互たがい良いい年なんだから腕を絡めたりとかそういう恥はずかしい真ま似ねはよせ」

「あたしは楽しいっすよ先輩。あたしは先輩が大好きっすから」

　その刹せつ那なだけは──猛もう禽きんのように無表情で。

「……優秀な人間は、大好きっ♪」

　つぶやくと、俺の腕から離はなれ、軽快に駆かけた彼女はその場で飛び跳はねる。

「ここっ。ここっすよ先輩っ。ここが問題の現場っすよっ」

　元気だなぁ。

　俺は呆あきれつつ、煙草を携けい帯たい灰皿に押しつけて志田桐が跳ねている位置まで歩いた。

「ここが怪造モンス学者テイスト、紡つむ路じ非あら罪つみが殺害された現場っす」

　そうだ。俺たちの仲間が殺されたのだ。

　怪かい造ぞう学という学問がある。

　限りなく遠い隣りの世界──虚界アンダカ。正体不明のその異世界から怪造モン生物スターと呼ばれる生物を召しよう喚かんし、研究し考察し虚界アンダカの全すべてを解き明かそうとする学問である。

　魔ま法ほうのように便利な学問ゆえ、それを用いた犯罪が多発し、怪造学を統とう轄かつする組織──怪造学会は対たい抗こうするため執しつ行こう部ぶという機関を設けた。

　俺も。志田桐も。殺された紡路非罪も。その執行部に所属する怪造モンス学者テイストだった。極ごく悪あく非道な犯罪者連中と毎日のように鎬しのぎを削けずる仕事だ、紡路もそう簡単に殺されるほどやわなやつじゃねぇんだが。

　紡路かぁ。

　変なやつだったよなぁ。

　紡路非罪。年ねん齢れいは知らないが若く見えた。まだ中高生みたいな面つらしてやがった。顔面に傷があるのがその童顔に似合わない、こんな殺さつ伐ばつとした世界にいるのが不思議に思えるくらい純じゆん朴ぼくなやつだった。

「紡路の屍し体たいは損傷が激しかったので勝手に埋まい葬そうしちゃいましたよ。置いておいたら腐りそうだったんで。現場写真と記録はまとめといたんで確かく認にんしてください」

　茶色い封ふう筒とうをこちらに手て渡わたし、志田桐が目を丸くしてこちらを見あげた。

「どうしたんっすか、先輩？　本気で調子悪いんすか？　このくらいの出来事はべつに珍めずらしくもないっしょ？」

「珍しくないからって慣れるもんじゃねぇよ」

　封筒の中身はあとで確認しよう。知人の惨ざん殺さつ屍体なんか見たくねぇけど。

　これも仕事だ。

「先輩のそういうところ、あたしにはちょっと理解しにくいっすね」

　肩かたをすくめ、志田桐は不ま味ずいものでも食ったように舌をだした。

「まぁともあれ、殺された紡路の死因を究明し、そこに犯罪性があるなら犯人を突つきとめることが今回の任務っす。執行部としてのね。こんなのは警察の役目なんすけど──殺されたのが怪造モンス学者テイストだし、ここは不知野っすからねぇ」

　不知野。そう不知野だ。

　怪造学とは切っても切り離せない、因いん縁ねんの土地。

　見た目は平和そうな田舎の村でも──決して気を緩ゆるめちゃいけない。土地に。空気に。狂きよう気きが充じゆう満まんしている。今はまだ猫ねこを被かぶってやがるだけだ。
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「ま、先輩が到とう着ちやくするまでに優秀な負名ちゃんがばっちり下調べしてますから、じゃんじゃん頼たよるがいいっす♪」

「わぁ頼たのもしい」

「殺害された紡路非罪は──」

　楽しそうに語る志田桐に、俺は手を挙げて待ったをかける。

「待て待て。今さらおまえさんの下調べにケチつけるつもりはねぇんだが、ほんとうに殺人なのか？　事故とかの可能性は？　紡路だって執行部の怪造モンス学者テイストだ、そう簡単に殺やられはしねぇと思うんだがな」

「やー……まず殺人っすよ、残念っすけど」

　志田桐は笑えみを浮かべたまま、歌うように告げてくる。

「紡路は両手両足を切断されて両目を潰つぶされて歯を全て折られ爪つめも剝はがれてぼろぼろのぐちゃぐちゃの状態で発見されたんっすよ。発見したのあたしっすけど。こんな何もない田園風景の真ん中で血ち溜だまりのなかに倒たおれてましてね──じゃあ聞きますけど、どんな事故があればそんな状態になるんすか？」

「…………」

　俺はしばし、思案して。

「怪造モン生物スターを利用すれば、そういう状じよう況きようはつくれるんじゃねぇか？　こう、自分が怪造した怪造モン生物スターの制せい御ぎよに失敗してぶっ殺されたとか──」

「執行部に選ばれたような実戦派が、何もない田舎いなか道で制御もできないような怪造モン生物スターをどうして怪造するんすか？　目を潰したり歯を折ったり爪を剝いだり明らかに拷ごう問もんされてますしねぇ、変な趣しゆ味みの怪造モン生物スターっすねぇ。まぁ事故だと信じたい気持ちもわかるんすけど……」

　てきとうに服のポケットに手をつっこみ、志田桐がこちらに何かの紙切れを投げてくる。

　俺もさして動じず受けとって、確認し──嫌いやな気分になった。

「それ、紡路の屍体のね、口に突っこまれていた紙切れっす」

　志田桐は静かな表情で、ただ淡たん々たんと疑問を提示してくる。

「怪造モン生物スターが、屍体にお手紙なんか書いたりするっすか？」

　その血まみれの紙切れには。

　悪意に満ちた筆ひつ跡せきで。

『犬死に』──と書かれていた。
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「ずび。ずび。ずび」

　少女は洟はなをかんでいた。

「ぐじゅ。ぐじゅ。ぐじゅ」

　呼吸のように当たり前に、特に苦しそうでも嫌そうでもなく鼻にティッシュを押しつけて、かんでは丸めて肩からさげた鞄かばんに捨て──それを延々と繰くりかえしている。

「ずび。ずび。ずび」

　陰いん気きな少女だった。否いな、もしかしたらけっこう大人なのかもしれないが、体形がちっちゃいので子供にしか見えない。背は低く、服装もお人形じみたゴスロリ衣い装しようで、頭には手品師のような帽ぼう子しを載のせている。

　真っ赤になった鼻っ面つらを向けて、〝赤あか鼻はな〟と呼ばれる彼女はこちらを「じーっ」と見つめている。何か物欲しそうだったので、いつぞやのことを思いだして懐ふところから飴あめ玉だまを取りだし、手渡す。今回は特に警けい戒かいもせずコロコロ舐めてくれた。

　それから俺の視線に気づくと、彼女は目を細めて。

「おまえは良いいやつダ。気にいったゾ」

　気にいられてしまった。嬉うれしいのか嬉しくないのかわからない。

　俺が不知野へと赴おもむくその数日前。場所は怪造学会本部である。怪造学という奇き矯きような学問の総本山にして、あらゆる意味での本ほん拠きよ地ちだ。

　誰もいない通路を、俺は〝赤鼻〟に案内されて渋しぶい顔で歩く。

　どうも気が進まない。今日、俺は怪造学会の親玉に呼びだされて遠路はるばる本部にまでやってきたんだが、できればあの変人とは会いたくないんだよなぁ。

「おい〝赤鼻〟」

「何ダ」

　こちらを見もせず、正面の空間を親の仇かたきのように睨にらみながら歩く〝赤鼻〟は、相変わらず断続的に洟をかんでいる。花か粉ふん症しようの季節でもないし、寒いから風か邪ぜひいたんだろうか。

「おまえたしか情報屋──というか、間諜スパイが本業じゃなかったか？　何で怪造学会本部で道案内なんかしてるんだ？」

「ボクだってやりたくてこんな腐れ仕事をやっているわけじゃないゾ」

　不ふ愉ゆ快かいそうに鼻の上に皺しわを寄せ、〝赤鼻〟は吐き捨てる。

「実はこのあいだ、とある企き業ぎように依い頼らいされてこの場所に忍しのびこんだんだが、ちょっと下手をやらかしてな──捕つかまってしまったんダ」

「海千山千の〝赤鼻〟さんが珍しい失敗じゃねぇかよ」

「うるさいナ。ここの警備体制は異常だ、異常。どっかの国と戦争でもするつもりなのカ？……ともかく、その結果、ボクの命運は怪造学会に握にぎられてしまったわけダ。今は自由を拘こう束そくされて、この本部で働くことを条件に生かされていル」

　まぁいつか逃にげるけど、と言わなくてもいいことを正直に告げて、〝赤鼻〟はその感情の読めない視線を俺に注いでくる。

「おまえがどう考えているかは知らないが、この怪造学という学問はおかしイ。狂くるっていル。おまえに正常な判断能力があって、もし長生きしたいなら──早々に縁えんを切るんだナ」

　そう言われて気楽に縁切りできるなら、そもそもこの道に踏ふみこんでねぇんだが。

　俺は溜息をつき、〝赤鼻〟の頭をぐしゃぐしゃ撫なでる。

「心配してくれてありがとよ、〝赤鼻〟」

「……べつに心配したわけじゃなイ。子供扱あつかいするナ。おまえは基本的にボクに対して失礼ダ。それよりも──もう到着しタ。お偉えらいさんがお待ちかねダ。ボクへの態度みたいに無礼な真ま似ねで臨のぞむと首を刎はねられるゾ？」

　特に冗じよう談だんでもなさそうに言うと、〝赤鼻〟は無数に並ぶ扉とびらのひとつ、ほかの扉との区別が不明なそれに手をかけて──ゆっくりと開いた。

　異様な空間が目の前に広がる。

　どろどろとした闇やみが沈ちん殿でんした広間である。

　中央に目ま映ばゆい輝かがやきを放つ水すい晶しようのような材質の巨きよ大だいな山があり、それを取り囲むかたちで無数の怪造モンス学者テイストたちが円座している。彼らは異教の信者みたいな儀ぎ式しきめいた調子で、ひたすら怨えん嗟さに満ちた呪じゆ文もんを口ずさんでいる。

　不気味だ。実に不気味だ。

　だから嫌だったんだよ、この場所にくるの。

「総長、空井滅作を案内してやったゾ」

　尊敬の欠片かけらもなく、隈くまのある目で〝赤鼻〟が正面を睨みつける。

　煌きらめきつづける水晶の山の麓ふもとに、祭さい壇だんが設しつらえられている。いくつもの呪具や儀式用の小物が並ぶその場所で、座ざ布ぶ団とんに正座し、ひとりの男が厳然と存在している。

　金色の男である。髪かみも瞳ひとみも全すべて金色。同じく金色の和服を花おい魁らんのように着き崩くずして、手には精せい緻ちな細工が美しい煙管キセルを握っている。

　見た目は若々しい、けれど肌に鉱物のような皹ひびが目立つ──不思議な風ふう貌ぼうである。彼はとても嫌な顔をしている俺を何とも愉たのしそうに見つめ、肩を震わせて笑った。

「よう、滅作。久しぶりだな……よく来てくれた」

「できれば来たくなかったぜ、爺っちゃん」

　俺は大おお股またで金ぴかの総長──その正面まで移動すると、礼れい儀ぎも作法も無視してその眼前にどっかりと座りこむ。その偉そうな態度が癪しやくに障さわったのか、呪文を唱えつづける周りの怪造モンス学者テイストが気色ばんだのがわかった。

　声を押し殺して笑い、総長は煙管をうまそうにふかした。

「俺を爺じっちゃんと呼ぶのは貴様くらいだよ、嬉しいねぇ……滅作」

「俺の何倍も年食ってんだから爺っちゃんだろうがよ」

　煙けむりをよけながら、俺は忌いま々いましげにぼやく。

「いったい何の用なんだ？　忙いそがしいってのに呼びだしてくれやがって──お年玉でもくれんのか、あぁん？」

「そう嚙かみつくな。べつに取って食ったりはせんよ」

　悠ゆう然ぜんと応こたえ、鋭するどく目を細めると、総長はこちらを値ね踏ぶみするように見み据すえた。

「何の用かだと？　あまり笑わせるなよ、滅作。年をとると笑うだけでも一苦労なのだ──お互い、腹芸は好かん性た質ちだろうに。単刀直入に物申せい」

　こん、と煙管で床ゆかを叩き、怪造学会総長はずばり尋たずねてきた。

「貴様、ほんとうに不知野へ向かうつもりか？」

　空気が冷える。総長の表情は笑っているが、目は絶対零れい度どに満たされている。長い時を生きつづけたこの金色の麗れい人じんは、すでにあらゆる意味で化け物じみている。

　その濃のう厚こうな圧力に吞のまれまいと、俺は歯を食いしばり、主張する。

「部下が殺されたんだ」

「紡路非罪は直属の部下ではないだろう」

　瞬まばたきもせずにこちらを睨み、総長は低く語った。

「たしかに貴様は執しつ行こう部長だ、全ての執行部員は貴様の部下と言えなくもない。貴様と紡路は個人的な面識もあったようだしな……。まぁ、不可解な事件だ、もっとも優ゆう秀しゆうな貴様ら執行部第一班を派は遣けんしたいのも山々なのだが」
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　子供の悪戯いたずらを叱しかる親のように──彼は全てを見み透すかし、責めてくる。

「貴様を不知野に遣やるわけにはいかん。理由は説明するまでもなかろう？　紡路非罪ひとりのために、より大きな災わざわいを招き寄せる愚ぐは犯おかせないのだ。冷静になれ空井滅作、貴様はあの土地に行く資格を自ら捨てたはずだろう」

「…………」

　俺は無言だった。意見は平行線だし、俺も総長も頑がん固こ者だ──議論にはならない。

「──ふう」

　紫し煙えんの混じった吐と息いきを漏もらし、彼は愚ぐ痴ちっぽくつぶやく。

「俺は多くの怪造モンス学者テイストを見てきたが、貴様ほど扱いにくいやつは珍しいぞ。まぁいい……どうせ止めても無む駄だなのだろう」

　正面からこちらを見据え、金色の男は死し刑けい宣告を述べるように粛しゆく々しゆくと。

「今さら貴様の行こう為いを止めはせんが、監かん視しはつけさせてもらう。そして……事件を解決したら、余計な真ま似ねをせず帰ってこい。その条件を吞まないならば、貴様が不知野へ行くことを許可できん。これは俺からの最大限の譲じよう歩ほだぞ」

　話は終わりとばかりに、彼は座したまま方向転てん換かんし、水晶の山を凝ぎよう視しする。

「不知野は怪造学に因いん縁ねんの深い禁断の土地。余計なものは見ざる聞かざるが──賢けん明めいだぞ。立ち振ふる舞まいには気をつけるがいい。空井滅作、俺はできれば貴様とは仲良くしたいと思っているのだ。……心からな」

　俺はそれには応えず、また〝赤鼻〟に導かれ、奇き妙みような空間から立ち去った。

　さぁて──ジグちゃんたちに今回の任務をどう説明すっかね。
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「嫌いや嫌いや嫌いや嫌いやあたしも行きますあたしも行くぅぅぅううううううううううううううう!!」

　その日、私──宇う宙つ木き氷ひ蜜みつが職場である怪造学会執行部第一班の事務所へ重役出勤すると、私のどうしようもない上司が天てん井じようから縄なわで吊つるされて虐ぎやく待たいを受けていた。

　わぁ、今日もアットホームな我が職場♪

「あたしも行きます！　行くったら行きます！　行きますぅぅうう!!」

　涙なみだながらに連呼し、上司──空井滅作をサンドバッグにしているのは血色の三つ編みが可か愛わいらしいジグちゃん。もう季節も冬だというのに相変わらずの薄うす着ぎで、大きく露ろ出しゆつした肌はだに刻まれた刺青いれずみがよく目立つ。

　私はそんなジグちゃんが上司を乱打する音をＢＧＭに、手荷物を自分のデスクに置いてまずはお湯を沸わかす。まったく、この事務所でいちばん偉いひとが出勤したんだから珈琲コーヒーくらい何も言わなくても淹いれてほしいわね。私、寒いの苦手なんだから。

「おぉい宇宙木ちゃんものすごい勢いで無視してないで俺の危機的状況に気づいて！」

「気づいてはいる」

　私は目を細め、深々と溜ため息いきをつく。

「でもまだ身体からだが冷えていてダルいのでジグちゃんといっしょにマイ上司を痛めつける我が事務所の朝の風物詩には参加できません。残念無念」

「いつからそんな俺の生存率を著いちじるしく低める出来事が風物詩になったんですか!?　つうか痛めつける側じゃなくて助ける側にまわれよこう常識的に!!」

　うるさいわねぇ。

　私は珈琲の準備をしつつ、あまりやる気もなくジグちゃんに呼びかけた。

「こらこら、ジグちゃん。それは私の玩具おもちやだから……勝手に遊んで壊こわさないでよ？」

「だって宇宙木ちゃぁん」

　ジグちゃんは表情だけは可愛らしく泣きじゃくりながら、悪いやつを糾きゆう弾だんするお子様みたいに指を何度も上司に突つきつける。

「このオッサンが裏切り行為を！　背信行為を！」

「ほほぅ」

　興味深い話題ね。

「詳くわしい話を聞こうじゃない」

　ジグちゃんは唇くちびるを尖とがらせた。

「それがですね、宇宙木ちゃん。任務なんですよ、任務。新しい任務があるのに、オッサンはあたしたちを置き去りにして独りで抜ぬけ駆がけをしようと！　酷ひどい話ですよね!?」

「ふぅん」

　なんだ面おも白しろくない。仕事関係なら難なん癖くせもつけにくい。

「行き先は東北なんですよ!?　絶好の温泉地らしいんですよ!?　前ぜん人じん未み踏とうの秘湯と呼ばれるその温泉は冷え性しようや肩かたこりに効能があるんですよ!?」

　ほほぅ。

「しかもその出張には怪造学会からの監視という名目で女のひとが同行するとか──ふぉお、温泉!?　女のひと!?　二人っきり!?　『お背中をお流ししますわ、滅作さん』『いけない！　僕には妻と娘むすめと可愛らしい三つ編みの同居人が!?』『今だけは……私だけを見て……！』ふぉぉおオッサン誘ゆう惑わくに負けちゃだめぇぇええ!?」

「ジグちゃん？　ジグちゃーん？」

　私は和なごやかに立ちあがると妄もう想そうの世界へトリップしたジグちゃんの頰ほおを叩たたき、正気に戻もどしてからマイ上司を見た。

　ちゃっかり縄なわ抜ぬけをし、床に蹲うずくまって殴なぐられた痛みに呻うめいている彼を──見下ろす。

「マイ上司」

　知らず私の声は氷点下になっている。

「もちろん任務なら、第一班の同どう僚りようである私もつれていってくれるわよね？　そして監かん視し対象のジグちゃんも──当たり前だけど同行させなくちゃいけないはずよね？　何か文句がある？　文句があるなら言ってみれば？」

「あの宇宙木ちゃん──」

「黙だまれ！」

　踏みました。

「……あなたに発言は許可していないわ」

「いや。おまっ……文句があるならって。それに。あの。俺。おまえの上司。偉いひと」

　まだ喋しやべるお馬鹿さんの顔面を思いっきり室内履ばきで刻印し、床に押さえつけ、ゴリゴリ踏みしめながら私は微ほほ笑えむ。

「誰だれが偉いって？　誰が誰より偉いって？　あぁん？」

「…………」

　マイ上司はみるみる血の気を失うと、両手を挙げて降参した。

　踏まれたまま土下座して、彼は情けなくも懇こん願がんしてくる。

「マジで勘かん弁べんしてくれ……今回の任務には──切実に、おまえらはつれていけない理由があるんだ……！　おとなしく事務所でお留守番していてくれ……！」

「無理♪」

　優やさしい笑顔でそう応こたえ、私はふと気になって……ほんとに、特に他意はなく、うちの上司が二人っきりで旅行したがっている？　その相手を確かく認にんしたくなった。

　マイ上司の机の上。見覚えのある〝赤鼻〟がよく使っている封ふう筒とう。目もく論ろ見みどおりそこには今回の任務について、調べられるかぎりの情報が載のっていた。

　目的地は不知野。不知野──？

　それよりも、同行者は。

「志田桐負名……ですって!?」

　思いっきり振ふりかえり、事のしだいを問いただそうと思いっきり息を吸いこんで。

「ちょっとマイ上司──って」

　あれ？

　消えた。いない。目を離はなした隙すきに逃げやがった……！　同時に焚たかれる煙えん幕まく！　視界が塞ふさがれ、刺し激げき的なその煙けむりが喉のどや眼球を打だ撃げきする！

「うがぁ!!」

　私は吼ほえ、手て探さぐりで上着と荷物を引っつかむと全力で出口へ向かった。

「逃げやがったわ！　あの野や郎ろうを追うわよジグちゃん!!　地の果てまでも……!!　だって私たちは仲間なんだから……!!　そしてマイ上司は私だけの玩具なんだから……!!」
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「宇宙木ちゃん！　格好いい!!」

　事務所の前に停とめてあった車に素す早ばやく乗りこみ、逃とう走そうするマイ上司に向かって本気で拳けん銃じゆうを乱射。けれど巧たくみなハンドリングで避よけられる。ちぃっ……腐くさっても怪造学会執行部長、無駄に能力が高い。仕留め損そこねた。

「追うわよ、ジグちゃん！　絶対に逃がすもんですか……!!」

　そうして、私とジグちゃんも上司を追って──一路、不知野へと旅立ったのである。
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　不知野は観光地ではないが、あちこちに温泉がある。

　辺境とはいえ露ろ骨こつに閉へい鎖さされ隔かく離りされているわけではないし、酔すい狂きようなお客用に旅籠はたごも用意されている。

　俺がその日、宿しゆく泊はくしたのも──そんな温泉つきの旅館だった。

　宇宙木ちゃんとジグちゃんを振りきって逃とう亡ぼうし、夕方にこの不知野で下調べをしていた志田桐と合流、さっきまであちこち調べていたのだが。

「……くそっ、集中できねぇ」

　不知野は、怪造学に縁えんの深い場所だ。

　詳しよう細さいは俺もまだ完かん璧ぺきに把は握あくしているわけじゃないが、この土地は、そしてここで暮らすとある一族は、常に怪造学会の監かん視し下に置かれている。総長からの信しん頼らいが厚い怪造モンス学者テイスト数名が派遣され、不知野とそこに棲すまう一族を観察しつづけているのだ。

　俺も昔、そんな仕事を任された怪造モンス学者テイストのひとりだった。

　まだ若く、怪造学会を正義だと思い、任務のために不知野へやってきた。

　そして出会ってしまった。

　寂じやく憐れん院いん秘ひ依より。

　狂きよう気きと妄もう執しゆうに支配された不知野で、罪深い役割を果たしつづける一族のお役目。その人ひと柄がらに、美しさに、魅みせられて──惚ほれこんで、深入りして、真実を知った。

　寂憐院と怪造学にまつわる、おぞましい事実を。

　恐おそろしくなって、俺はいちど逃にげた。

　負け犬のように──逃げたんだ。

「せぇんぱい♪」

　不意に背後から声が響ひびいた。

　湯気が立つ熱いお湯のなか、暗い思考に沈しずんでいた俺は──唐とう突とつに我に返った。

　そして振りかえる。
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「あたしがお背中流してあげるっす♪」

　タオル一枚を素す肌はだに巻いた、志田桐負名が立っていた。

「おまっ──」

「うぅう寒い寒い寒い」

　志田桐は俺しかいない露ろ天てん風ぶ呂ろに入りこんでくると、深々と吐息を漏らした。

「ふはぁ、極ごく楽らくっす」

　岩にしなだれかかり、気持ちよさそうな声をあげる志田桐から、俺は視線を逸そらす。

「おまえなぁ、洒落しやれにならんからやめなさい。俺は仮にも妻帯者だぜ？」

「いやぁん背徳的ぃ。あたし悪戯いたずら心が刺激されちゃうっす♪」

　うわ逆効果。厄やつ介かいなやつ。

「ところで先せん輩ぱい」

　身体からだに巻いていたタオルを岩に置くと、志田桐は大おお真ま面じ目めに語る。

「あたしたちは今日これから同じ部屋で二人っきりで夜を明かすわけっすが、その退たい屈くつな冬の夜を楽しく彩いろどるためにいやらしいことをしませんか？」

「おまえもう帰れよ」

　何でよりにもよって監視役がこいつなんだよ。

　この不知野で殺された紡路非罪は、昔の俺と同じで不知野を監かん視しする怪造モンス学者テイストだった。志田桐負名も同じ。俺とも面識があった志田桐が総長から任命され、協力者兼けん監視役となったわけだ。

「帰らないっすよ。あたし仕事は真面目にやりますもん。でも仕事一いつ辺ぺん倒とうだと面おも白しろくないから娯ご楽らく性を向上させようとしてるんじゃないっすか！」

「娯楽性の向上のために俺の人生を台無しにするプランを練るな」

　桃もも色いろの髪かみを肌に張りつけて、お湯に紅潮した彼女は嗜し虐ぎやく的に笑う。

「そう言われちゃうと悪戯したくなるっすねぇ……せんぱぁい、しばらく会わないうちに可か愛わいい後輩の負名ちゃんはいろいろ成長したっすよぉ？」

　楽しそうに近づいてくると、志田桐は俺の肩に抱だきついてくる。

「まぁまぁ、お互たがい知らぬ仲じゃなし？　旅先の火遊びしちゃいましょうよ？」

「そんなさも過去に何かあったようなこと言うんじゃねぇ！　俺とおまえは昔からただのお友達だろうが!?　やめろやめてくれ俺を誘惑するなぁ!!」

　湯に沈む俺を声をあげて笑いながら引きずりだし、志田桐はちょっと離れる。

「冗じよう談だんっすよ、冗談。先輩は楽しいっすねぇ」

「何で俺の周りにはこの系統の女しかいないんだろう。〝赤鼻〟がいちばん可愛く見えるってどうなんだよ。おまえな、志田桐」

　俺はどこまで本気かわからない後輩に、いちおう釘くぎを刺さしておく。

「殺された紡路はおまえの同僚だろ？　あいつにまだろくな供く養ようもしてねぇ、仇かたきもとってねぇ状じよう況きようで──よくもまぁ吞のん気きにはしゃげるもんだな？」

「うん？」

　志田桐は笑えみを浮うかべたまま、妖あやしく星を反射した目で俺を見てくる。

「忘れちゃいましたか、先輩。あたしは昔からこんな女っすよ」

　特に気負うでもなく、当たり前のように滔とう々とうと。

「先輩こそ変わりましたね。ちょっと弱くなっちゃったかな。というか人間臭くさくなっちゃったのかな。昔はそれはもうあたし好みの頭のおかしい良いい男だったのに、家庭をもてばどんな天才もただの平凡なお父さんってことっすか？」

「おい志田桐……」

　喧けん嘩か売ってんのかと思ったが、そんな様子でもない。

　どうも、やりにくいな。昔の俺を知ってるやつと喋るのは。

　昔、俺には夢があった。

　けれど、俺は失敗した。

「はぁ……」

　うまくいかねぇ。何もかも。人生は難しいね。

　俺に敗北を刻んだ土地、不知野を再び訪おとずれたんだし──宇宙木ちゃんたちが追いついてくる前に、俺はけじめをつけなくちゃいけないんだが。

「なぁ志田桐、明日なんだけど、俺ちょっと野や暮ぼ用があって……」

　腹を決めて、前へ進むための宣言として、志田桐に明日の予定を語ろうとした俺だが──気づいた。

　志田桐が無表情だ。猛もう禽きんのように冷れい徹てつに、周囲を見回している。

　口内で何か悪態をついたようだが、俺には聞きとれなかった。

「おい志田桐……？　どうした……？」

　問いに応こたえず、志田桐はその場で思いっきり立ちあがる。

「先輩！　敵てき襲しゆうっす！」

「敵襲だぁ？」

　何だよ敵って。誰だれだよ。俺は思いつつ、心当たりはあるので気を引きしめて立ちあがった。ちかくに置いておいた手て拭ぬぐいを腰こしのあたりに縛しばりつけ、前を隠かくしつつ。

　俺は昔、この不知野で罪を犯おかした。

　不知野に棲まう禁断の一族、寂憐院の当主と恋こいに落ちたこと。

　今もまだ──その罪は消えておらず、不知野の人間は俺を恨うらんでいる。

「寒いのに裸はだかで大立ち回りは勘弁っすよぉ……」

　志田桐はタオルを身体に巻きつけ、滅めつ多たなことでは外れない手首の《門ＧＡＴＥ》を振った。虚界アンダカから怪造モン生物スターを召しよう喚かんするための行こう為い──怪造に必要不可欠なそれは、丸まる腰ごしの俺たちにとって唯ゆい一いつの武器だ。さすがに温泉のなかにまで銃じゆう器きは持ってきてないしな。

　俺も手首に嵌はまった金色の《門ＧＡＴＥ》を構え、周囲を注意深く見守る。

　いつの間に取り囲まれていたのか、露天風呂を外から隠している仄ほの暗ぐらい森に──星明かりを反射する無数の人間の目が確かく認にんできた。

　怪かい物ぶつが現れるより不気味である。手に手に包丁や鍬くわ、園芸用の鎌かまをもち、こちらを怨おん敵てきのように睨にらみつけているのは……ふつうの人間なのだ。

　村の連中か。

　口々に呪のろいの言葉を吐はきながら、彼らは無言でにじり寄ってくる。

「へくしゅっ」

　寒そうに震ふるえながら、志田桐がこちらを恨めしげに睨んできた。

「じ、じ、尋じん常じようじゃないっすよぉ……いったい何やらかしたんですかぁ、先輩ぃい？　あーっ、あーっ、あたしは無関係っすよ皆みなさん！　殺すならこっちのオッサンだけにしといてくださいっすーっ！」

「無む駄だだよ」

　半泣きの志田桐に、俺は首を振る。

「こいつらに話は通じねぇよ。あと念のために言っておくが、村ぐるみで共犯態勢だから──たとえこの場でぶっ殺されても闇やみに葬ほうむられちまうぞ。まぁ運が悪かったと思って諦あきらめてくれや。最悪でも尊敬する先輩と心中しちゃうだけだからさ？　本ほん望もうだろ？」

「い、い、い」

　猛もう然ぜんと襲おそいかかってくる村人を見つめ、志田桐の絶ぜつ叫きようが響き渡わたる。

「嫌いやっすぅぅぅぅぅうううううう!!」

　よぉし。いつもどおりの展開になってきやがったぜ。忌いま々いましい。
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「意外と遠かったですね……」

　さすがに身ひとつで飛びだすことはできず（仕事をほかのひとに頼たのんだりとか）だいぶ遅おそくなりましたが、晴れてあたしたちも不知野と呼ばれる土地に到とう着ちやくしました。

　簡素な山やま間あいの村。そんな印象です。あまり世間を知らないあたしには何もかもが珍めずらしく、これまで景色を眺ながめるだけでずいぶんと楽しむことができました。やはり旅はいいものです。

　寒いの苦手な宇宙木ちゃんがしばらく休きゆう憩けいしたいと言うので、村の外に車を停とめたまま小休止。宿探しとオッサン狩がりは後のお楽しみということですね。

「……うん？」

　不意に気づきました。

　村のなか。具体的な塀へいなどの敷しき居いがないのでどこから村なのかは不明ですが、いくつか民家らしき建物が並んだ田舎いなか道を、無数のちいさな光がふわふわと進んでいます。

　怪かい奇き現象？

　あたしは奇き妙みように思い、目を凝こらしました。

　さて鬼おに火びか人ひと魂だまかと興味をおぼえましたが、その想像は即そく座ざに否定されます。

「なぁんだ」

　ただの人間でした。たくさんの人間です。

　村人でしょうか、何やら斧おのとか鉈なたとかを持って練り歩いています。明るい光はどうも松明たいまつや懐かい中ちゆう電灯のようです。何かのお祭りでしょうか。それにしては静かですが。

　オッサンの姿は──ありませんね。

　村人たちはひとつの方向へと、迷いなく歩いていきます。やはりお祭りっぽいですね。いちど宇宙木ちゃんにつれていってもらいましたが、お祭りはいいものです。でも屋台などはないですね。綿わた飴あめとか売ってませんね。

　お腹なか空すいたなぁとか考えていると、不意に足音が近づいてきました。

　精せい一いつ杯ぱいに気配を殺しているようですが、あたし相手では無駄というものです。特に殺意もありませんでしたから、あたしは警けい戒かいもせず、とりあえず呼びかけておきました。

「何か用ですか？」

「…………!?」

　声をかけた相手は、あからさまに驚おどろいていました。

　お祭り（？）の群れに目を奪うばわれていたあたしが、茂しげみに隠れながら接近した自分にまさか気づいているとは思わなかったのでしょう──けれど、甘いです。あたしの裏をかくには修しゆ行ぎようが足りませんでしたね。

　得意満面に足音の方向を見て、あたしは目を見開きます。

　奇妙な人物でした。

　骨格から見て男性です。背せ丈たけはそれほど高くありません。まだ少年といったところでしょう。和服を着ています。目玉模様の不気味な浴衣ゆかたです。足は草鞋わらじ。肩かたにちいさなお猿さるさんを乗せていて、顔にもお猿さんのお面をかぶっています。

　お面。やはりお祭りっぽいです。

　猿面の男の子は、こちらを注視し、精一杯に取り繕つくろったような低い声で告げてきました。

「……空井滅作の仲間か？」

　その名前に、あたしは啞あ然ぜんとします。

「オッサンを知ってるんですか？」

　何でしょう。先に旅籠はたごに泊とまったオッサンが、あたしたちが追いかけてくることを見み越こして宿のひとに出で迎むかえを頼んだとか──ふふん、オッサンにしては気が利きくではないですか。でもまぁ、その程度であたしたちを置いていったことを許しはしませんけどね。

　何となく嬉うれしく思いながら、あたしがそんなことを考えていると。

　ゆっくりと頷うなずいた猿面の男の子は、姿勢良く、こちらを見すえて。

「そうか」

　当然のように、告げてきました。

「ならば──この村から出ていけ」
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　不ふ知じ野のには多くても数人ほど、怪かい造ぞう学会が派は遣けんした怪造モンス学者テイストが常じよう駐ちゆうして監視している。不知野を支配する寂じやく憐れん院いんの一族もそれは理解しており、新任の僕への対応も手て馴なれたものだった。無論、自分たちを監視する相手だ、嫌な顔くらいはされたが。

　おおむね順調だった。

　べつに厚こう待たい遇ぐうや賄わい賂ろは期待していない。僕の監視役としての任期中に、何事もなければいい。そんな熱意のないことを考えながら、僕は不知野に赴ふ任にんした初日──寂憐院の本家屋や敷しきにて挨あい拶さつを済ませようとしていた。

　とはいえ、もっぱら喋しやべっているのは、寂憐院の世話役だというふたりの老人だった。双ふた子ごだろうか、非常によく似ている。丁てい寧ねいながらも刺とげ々とげしい態度で、僕が前もって資料で弁わきまえているような事こと柄がらばかりを延々と並べたてている。

　あまりにも退たい屈くつなので、自然、思考は横道に逸それる。

　視線も刺し激げきと華はなを求めて、いつのまにか老人たちから離はなれていく。

　僕は好こう奇き心しんのままに、不知野の頂点──寂憐院の現当主、その女性を注視した。

　一見して年ねん齢れいのよくわからない、浮うき世よ離ばなれした女性だった。その原因となっているのは長く伸のびた色の抜ぬけた髪。そこだけ老ろう婆ばのようだが、仕草などは幼くてちぐはぐだ。整った顔立ちをしているし、舞ぶ台たい衣い装しようのような華か美びな和服をまとっているが、表情といい風ふう貌ぼうといいどことなく捻ね子じがゆるんでいるみたいな、なにかひとつ欠けたかんじがする。

　名前は寂憐院秘ひ依より──と、いうらしい。

「……詳しよう細さいは以上ですが。何か質問は？」

　双子の老人が、じろりと僕をひと睨みして問いかけてきた。

　秘依さんを眺めていた僕は慌あわてて居住まいを正し、反射的に尋たずねてしまった。

「あの。質問というか、僕は具体的に何をすればいいんでしょうかね？　監視といっても、ほら、恐きよう縮しゆくですが僕はこの不知野のことを多く知っているわけでもないですし──何か重要なものなどがあれば、そこを中心にして見回ったりできますし」

「余計な詮せん索さくは歓かん迎げいしかねますな」

　やんわりと釘を刺されてしまった。

「この不知野では、何事も見ざる聞かざるが──上手に暮らす秘ひ訣けつです。これは貴方あなたのために言っているのですぞ」

　ま。そんなところだろうと思っていたよ。怪造学会も不知野については触さわらぬ神に祟たたりなしという及および腰だったしね。僕も深入りするつもりはないし。

　などと考えつつ、てきとうに謝礼だけ述べて辞去させていただこうかと思案していると、不意に気づいた。奇妙なことに。

「くんか。くんか。くんか」

　秘依さんが、何やら正座を崩くずし、畳たたみに手をついて犬みたいに移動してきたのだ。彼女は最初から最後まで全すべてを老人に任せ、無む邪じや気きにあらぬ方向を眺めていたのだが、初めて意味のある動きをしたのである。けれど何がしたいのかわからない。

　彼女は膝ひざを擦すりながら移動し、あろうことか、僕のそばまで近づいてきた。

「お、お役目さまっ」

　老人たちもこれには慌てたか、取り乱して寄ってくる。それを待たず、秘依さんはその生白い指を僕に伸ばし、さらに僕の服を引っぱったり何やら戯たわむれ始めた。

　何事かと思ったが、すぐに僕は理解する。

「くんか。くんか。くんか」

　秘依さんは鼻をひくひくさせ、驚き動けない僕をじっと見つめて笑ったのだ。

「良いい匂においがするよぉ」

　子供っぽい、口調と声だった。

　え？　と僕が疑問を抱く暇ひまもあればこそ、秘依さんは僕の服のなかに手を突つっこみ、懐ふところにいれておいた小こ袋ぶくろを奪うと畳をごろごろ転がって逃にげた。慌てて手を伸ばしたが捕つかまえられず、秘依さんは和服の裾すそを乱して足をばたばたさせる。
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「ふん？　ふん♪　ふぅん♪」

　何やら小こ唄うたを口ずさみつつ、興味深そうに袋を開けている。

　中身を少量、掌てのひらにあけて、舐なめたりして。

「種だぁ」

　そう。種だ。

　僕は植物系の怪造モン生物スターを専門に研究する怪造モンス学者テイストなのである。

　つい習い性しようになっていて、あちこちで種を蒔まいたり畑をつくったりしてしまう。不知野でもしばらく暇だろうから研究のひとつでもしようか、などと思って持参したのだが。

「甘ぁい匂いがしたのにぃ。苦ぁい、これ」

　種を口にいれて、秘依さんは不ま味ずかったのか舌をだしている。

　取りかえさなければ。べつに毒ではないが、あまりお腹なかにいれて良いものでもない。老人たちも同じ考えなのか、あくまで客である僕の前で奇き怪かいな真ま似ねをしている当主が恥はずかしいのか、真っ赤になって追いかけている。

「これっ、お役目様！　いったい何を!?」

「それをお返しなさい！　お客様にそのような粗そ相そうなど──」

　老人たちの叱しかり方も、どこかしら子供相手のようだ。

「ぶうっ」

　秘依さんは拗すねて、種を何粒つぶかカリコリと音をたてながら咀そ嚼しやくしつつも、僕のそばまでまた転がってきて袋を返してくれた。かなり減っている。だいぶ食べられてしまった──お腹とか、壊こわさなきゃいいけど。

　床ゆかに身体からだを投げだしたまま、秘依さんはじっとこちらを見あげていた。

　小動物みたいな、無む垢くな瞳ひとみ。

「と、とにかく」

「説明は以上、以上です！　何かあれば適てき宜ぎ、我々が承うけたまわります！」

　老人たちが一方的にまくしたて、追い立てるように僕を出口へと案内しようとする。

　肩を握にぎられ、僕は引きずられるみたいにその場を去るしかなかった。

　けれど──。

　そのとき、懸けん命めいに僕を導いていく老人たちは気づいていないようだったが。

「…………」

　床に転がっていた秘依さんが、最後の何秒かのみ──自ら起きあがって、居住まいを正し、こちらに深々とお辞じ儀ぎをしたのが心に残った。
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　けんもほろろに追いだされるようにして屋敷から退去し、数十分後、僕はしばらくの間──住まいにするために与あたえられた、不知野の隅すみっこにある建物へと移動した。あらかじめ届けておいた段ボールなどを開かい封ふうし、着々と生活の基き盤ばんを整えていく。

　僕の任務は長期間におよぶ不知野の監かん視しだ。

　しばらくはこの地で暮らさなくちゃいけないし、どこに店があるか調べたり、近所のひとに挨拶くらいはしたほうがいいかもしれない。

「…………うん？」

　狭せまい部屋の真ん中で荷解きをしていると、ふと思いだし、懐から小袋を取りだした。秘依さんにだいぶ食べられたけど、まだ残っている。そういえばさきほどはバタバタしていて確かく認にんできなかったんだけど、何かこう、触ったかんじが変だったというか──。

　指先で、革かわ製せいの小袋の表面を撫なで、やっぱり、と思った。

　さらさらした砂みたいな種しか入っていなかったはずの小袋が、妙みように膨ふくらみ、また硬かたい感かん触しよくになっている。

　秘依さんが異物を混入したのか？

「何だ、これ」

　袋ふくろをまとめていた紐ひもをゆるめて、中身を確認してみた。

　丁寧に折りたたまれた見覚えのない紙が一枚、見つかった。

　明らかに秘依さんがいれた手紙だ。老人たちの目を盗ぬすみ、監視役であるこの僕に──秘密裏りに、連れん絡らくをとろうとしたのだ。

　警戒心が湧わいてくるが、見なかったことにもできない。

　僕は意を決し、その手紙に目をとおそうとした。

「こんちはぁ」

　けれど、邪じや魔まが入る。

　扉を叩たたく音がしたのだ。

　僕は溜ため息いきをつき、手紙をこっそり隠かくすと、ゆっくり外へと呼びかけた。

「どちら様？」

「やー……宅配便でーすっ、というのは冗じよう談だんで、怪造学会のもんっす」

　応こたえた声は、やけに軽けい薄はくな調子の声だった。

　女性のようである。聞き覚えはない。

　しかし怪造学会？　あぁそういえば、先任の監視役が挨拶にくるという話だった。

「……どうぞ」

「やや。これはどうも。失礼するっす」

　何やらお気楽な調子で入室してきたのは、声から受ける印象とは裏腹に目つきの鋭するどいちょっと怖こわそうな女性だった。季節は冬。きっちり防寒し、それでも寒そうに手元を擦こすりあわせている。不知野の景観に似合わない、折り目正しいスーツ姿だった。

　彼女は我が物顔で入室すると、挨拶もそこそこに座りこみ、何やら持参してきたお酒の瓶びんを僕に押しつけてきた。

「お酒でも吞のまんと寒くてやってられないっす──あ、どうも」

　座ざ布ぶ団とんを渡わたすと喜んで受けとり、彼女は足を崩して座った。

　僕はそれを眺ながめつつ、とりあえずその正面に腰こしをおろす。

「まだ荷解きも終わってなくて、もてなしもできずに申し訳ない」

「なになに。怪造学会の連中に礼儀なんか期待してないっす。こんなに早く押しかけたあたしも悪かったしね──でもまぁ、どんな変態がくるかと身構えていたら、怪造モンス学者テイストにしては正直そうな若者がきて安心っすよ」

　まぁ怪造モンス学者テイストには変なひと多いからなぁ。

　悪いがこの女性もあまり常識人には見えない。態度は明るく元気だが、さきほどからずっと僕のことを値ね踏ぶみするようにじろじろ観察してるし。

　その視線をあえて無視し、名めい刺し交こう換かん。この不思議な女性は志し田だ桐ぎり負おう名なさんというらしい。

　志田桐？　その名前に聞き覚えがあって、僕は眉まゆをひそめる。

「志田桐というと──あの、失礼ですが」

「あれ？　ご存知でしたか？」

　負名さんは「んっふっふ」と変な笑いかたをして、目を逸らした。

「虚こ島じまや無む城じろと比べてウチんとこは知名度が低いと思ってましたがね、知ってるひとは知ってるか──まぁ、あんまり警戒せんでください」

「いや。その。不快にさせたならすみません」

　恐縮していると、負名さんはあっけらかんと笑った。

「ま、噂うわさには尾おひれがつくもんっす。あたしん家ちについてもそうっすけど、この不知野もね──馬鹿らしいっすよ、ここの連中。つまんない因習にがんじがらめで後ご生しよう大事に道どう化け芝しば居いをね。あの秘依ってひとも可か哀わい想そうっすよ」

　それは──どういう意味だろう。

　気になったが、言葉の意味を質ただす暇もなく、それから負名さんは饒じよう舌ぜつにいろいろ説明してくれた。不知野の地理からこの任務の詳細、美お味いしいお酒が売っている店まで。

　けれど奔ほん流りゆうのように溢あふれるそれらの言葉は、何か肝かん心じんなところがぼかされている気がして、僕はやっぱり釈しやく然ぜんとしなかった。

　そしてこの奇き妙みような女性に、小袋に忍しのばされた秘依さんの手紙について──相談することを、僕は意図的に忘れた。何だかわからないけど、どうも信用できない。

　けっきょく、小一時間ほど居座って、負名さんは帰っていった。

　不安になるような言葉を、やはり笑え顔がおのまま言い残して。

「ま。監視役の任期はそう長くない。せいぜい、お利口さんにしてることっすね」

　笑みのかたちに細められたその双そう眸ぼうの奥には、怜れい悧りな煌きらめきがあった。

「雉きじも鳴かずば撃うたれまい──迂う闊かつなところをつつけば、ずどん、っすよ？」

　その声は、表情ほど笑っていなかった。
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　それから、僕の不知野での任務は始まった。

　とはいえ緊きん急きゆうに果たすべき課題も、消化すべき業務もない、悠ゆう々ゆう自じ適てきなものだったので──基本的に、暇ひまではあった。自分の研究をするのは自由ということだったので、僕はとりあえず種を蒔いた。師から譲ゆずられた技術、その結けつ晶しようたる怪造植物の種だ。

　とはいえ、その行こう為いは研究のためじゃない。

　僕には目的があった。暇人を気取りながらも、僕には明確な難問があった。誰だれにも知られるわけにはいかなかった。独りきりで準備をし、行動していた。

　危険なことをしている自覚はあった。

　けれど、見過ごせない。

　あの日。この不知野へ僕が着任した最初の日。出会ったこの村の支配者、寂憐院秘依さんが──僕に託たくしてくれた手紙。そこには『助けて』と書かれていたのだ。

「何かがあるとしたら、この屋敷だけど」

　僕は不知野の真ん中に鎮ちん座ざした寂憐院の屋敷、その周囲を無む為いを装よそおい散策していた。

「侵しん入にゆうは──無理だな」

　不知野の屋敷を取り囲む塀へい。その堅けん牢ろうな表面を手で探さぐってみる。

　監視役としての権限を発揮すれば正面出入口から堂々と踏ふみこめるが、説明できる理由がない。良いいようにあしらわれて追いだされるのが関の山だろう。

「おい」

　不意に声をかけられた。

　重く腹に沈ちん殿でんする、男の声。

　慌てて視線を向けると、屋敷を警備していたのか、巡じゆん回かいしているらしい猿さるのお面をつけた巨きよ漢かんがこちらに歩み寄ってきていた。この男はたまに見かける。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとしたほとんど化け物のような体格だった。

「そこで何をしている」

　こいつ喋れたのか。と思いつつ、鈍どん重じゆうな動きで近づいてくる巨漢に笑顔を向けた。

「いや、監視役として──この周辺の地理なんかを確かめておこうかなってね。ほら、何かあるとしたらこの屋や敷しきだろうし、有事の際に動けなかったら困るからさ」

　そこで巨漢も僕が怪造学会のものだと思いだしたのか、不ふ愉ゆ快かいそうに身体からだを揺ゆすった。

「屋敷の警備は俺に一任されている。おまえが気を揉もむ必要はない」

　さいですか。

　僕は肩かたをすくめて踵きびすをかえす。

　巨漢も満足したのか、のっしのっしと地じ響ひびきがしそうな調子で去っていった。

　忠実な番犬ってところか。

「…………うん？」

　しばし歩いて、僕は不ふ穏おんな物音を聞きつけて立ち止まった。

　誰だれかの呻うめき声。殴なぐられ、蹴けられ、暴行を受けている雰ふん囲い気き。幾いく人にんかの怒ど声せい。距きよ離りが遠いのか、かすかにしか聞こえないが──これは、放ほうってはおけない。

　僕は頰ほおの疵きずを撫でると、全速力で走りだした。
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「やめないか！」

　大声をだすのは苦手だ。

　けれどそれなりに効果はあって、その場にいた全員がこちらを注目した。

　異様な集団だった。五人か、六人か、そのくらいの人数である。その全員が猿のお面を嵌はめている。あの巨漢のものと同じだ。無機質な、獣けものの面。それらのお面は集団から人間性を剝はく離りさせ、まさに動物の群れのごとき雰囲気を形成していた。

　その異様な違い和わ感かんに二の足を踏みながらも、僕は堂々と胸を張った。

　僕は間ま違ちがったことはしていない。

　屋敷を取り囲む塀の内側。いくつかある出入口からなりふり構わず侵入した僕は、そこで集団暴行の現場に出くわした。

　屋敷で働く使用人たちの住居なのだろう、粗そ末まつな掘ほっ立たて小屋が並ぶ界かい隈わいの、じめじめとした日ひ陰かげ。そこでひとりの少年を猿面の集団が取り囲み、殴る蹴るの蛮ばん行こうを繰くりかえしていたのだ。血の気が引き、僕は厳しく言い放った。

「酷ひどいことはやめたまえ！」

　猿面たちは僕の物言いに鼻白んだようだが、すぐに顔を見合わせて内ない緒しよ話をする。

「……何だ。こいつ」

「ほら、お役目様の──」

「あぁ。何だくそ。面めん倒どうくせぇな、おい」

　体格のいい猿面のひとりが、高圧的に僕を見下ろしてきた。背が高い。というか僕が小こ柄がらなのだろう。だが僕は一歩も退ひかず、相手を睨にらみつけた。

　猿面はそれを挑ちよう発はつと思ったのか、拳こぶしを握りこんで脅おどしてきた。

「よそ者には関係ねぇだろ、引っこんでろ」

「よそ者も何もあるか」

　僕は怯ひるまずに、冷静に宣告する。

「僕は君らの雇やとい主の客で、監視役だ。君らが恥はじ知しらずな真ま似ねをすれば、それは寂憐院の、ひいては不知野全体の評価に関かかわる問題になるぞ？」

　相手の身なりから、屋敷で働く使用人だろうと当たりをつけたのだが、どうも正解だったらしい。彼らは明確に怯んだ。舌打ちし、忌いま々いましそうに去っていく。

　捨て台詞ぜりふを残して。

「言っておくが暴力ではない。躾しつけをしていたのだぞ」

「…………」

　無言で見つめると、彼らは居たたまれなくなったのか視界から消えていった。

　僕は溜息をつき、その場に残された──暴行を受けていた少年を見下ろす。

「大だい丈じよう夫ぶかい？」

　尋たずねたが、ぷいっと視線を逸そらされた。この少年は仮面を嵌めていない。というか殴られたか何かして脱ぬげたらしく、そばに転がっている。

　少年は意識はわりとはっきりしているようで、その仮面を拾いあげると、無言で身を起こした。

　全身、擦すり傷だらけだが、ひどい怪け我がは負っていないらしい。

　だが放っておいていい状態ではない。どうも見たところ嫌いやがらせで残飯や汚お物ぶつなどを浴びせられているらしく、汚よごれているうえに異い臭しゆうがする。幸い、ちかくに井い戸どがあった。

「身体を洗ったほうがいい。あの井戸は勝手に使っていいのかい？」

「…………」

　少年は僕をまじまじと見つめると、不思議そうに、こくんと頷うなずいた。

　年ねん齢れいはまだ幼い。十代になったばかりだろう。こんな子供に酷いことをする。

　井戸から水を引きあげ、少年の服を脱がせ、洗ってあげる。

　少年は褌ふんどし一丁の姿で、やはり戸と惑まどうように僕を眺めていた。

　その幼い唇くちびるが動き、ぽつりと声を吐はく。

「もう、いいよ」

　その見た目にそぐわない、えらく老成した疲つかれきった声だった。

「汚きたないだろ」

「汚くないよ」

　僕は彼のボロ布のような衣服を丹たん念ねんに洗せん濯たくし、持参していた植物性の洗せん剤ざいで泡あわまみれにしていく。植物系の怪造モン生物スターのなかには毒や薬などを生成したりするものも多い。

「僕は植物を育てるのが趣しゆ味みでね」

　泡で浄きよめられた衣服を、水で洗い流していく。

「その肥料のために肥だめをつくったりするし、糞ふん尿にようを肥料にした野菜も平気で食べる。見たところ不知野の野菜栽さい培ばいもほとんど旧きゆう態たい依い然ぜんとしたかんじでね、同じく肥料は人間や家か畜ちくの糞尿だ──汚くないよ」

　困こん惑わくする少年の顔に指をつきつけ、僕は笑った。

「君を殴っていた連中も、糞尿を餌えさにして育った野菜を毎日うまいうまいと食べているわけだ。胃いの腑ふのなかは小便まみれだよ」

　少年が笑った。自然に浮うかんだ可か愛わいらしい笑えみだった。

「ようやく笑ったね」

　僕も表情を和やわらげ、洗った服を少年に返す。そしてあらためてその身体からだを確かく認にんし、眉をひそめた。そこに無数の痣あざや疵きず痕あとを確認したのだ。

　明らかに少年は日常的に暴行や虐ぎやく待たいを受けている。

「これは酷い……今回が初めてじゃないね？　こんなのは、許されない」

「仕方ないんだ」

　少年はせっかく浮かんだ笑みを消すと、俯うつむいてしまった。

「あんた怪造学会のひとなら会っただろ、よく似たふたりの爺じいさん」

　ふたりの爺さんというと、秘依さんのそばで我が物顔に振ふる舞まっていたあの老人たちだろう。寂憐院の世話役だとかいう──。

「あれ、うちの父ちゃんなんだ。片方は、爺ちゃん。よく似てるだろ？　親子なんだ、あのふたり。親子で不知野を牛ぎゆう耳じってる」

「…………」

　あまりにも似ているから双ふた子ごかと思っていたが、親子だったのか。

「みんな不満なんだ。あんな屑くずどもが不知野の支配者みたいな面つらをして、偉えらそうにしてんのがさ──でも、怖こわくて逆らえない。その不満を俺にぶつけてンだ」

　さきほど邂かい逅こうした、筋肉の塊かたまりみたいな巨漢のことを思いだす。なるほど、あんなのを従えている相手に好んで喧けん嘩かは売りたくない。けれど抑よく圧あつ的な支配者への不満は溜たまるから、その血けつ縁えんであり、まだ子供の少年が捌はけ口にされている、と。

　救いのない話だった。

　少年は目に涙なみだをいっぱい溜めて、それを力強く拭ぬぐった。

　泣くのを必死で堪こらえている。まだ親に甘えたい年ごろだろうに。

「俺が秘依様のお世話をしているからって、嫌な誤解をするやつもいて──畜ちく生しよう、俺のことはいいよ。でも秘依様を悪く言うやつは許せない」

　僕は無心に、少年の頭を撫なでてあげた。少年はこの不知野という箱庭で、これまで誰だれにも助けられず虐しいたげられてばかりだったのだろう。

　可哀想だ。でも僕に何ができる？

　僕は無力感に溺おぼれながら、静かにつぶやいた。

「君の気持ちはわかるよ」

「わかるもんか」

「わかるよ。ほら、傷の痛みなら知ってるし」

　僕は自分の顔を指さした。

　少年はそこで初めて僕の顔をまともに見たのか、ぎょっとする。

「どうしたの、それ？」

「僕も昔は苛いじめられっ子でさ」

　井戸の縁へりに腰こしかけ、僕は遠くを眺ながめた。

　汚お濁だくしたような大地と異なり、遮しや蔽へい物のない不知野の空は青々として美しかった。

「毎日顔が気にいらないって殴られたよ。あんまり腹が立つんでさ、僕はもう嫌だと奮起して、とにかく悪いやつになろうとした」

「悪いやつ？」

「そうさ。苛められる側から、苛める側になろうと思ってね。不良になった。言こと葉ば遣づかいを変えて、髪かみを染めて、単車を乗り回して。酒を吞のんで煙草たばこを吸って、軽犯罪を繰りかえしてね。悪い仲間と付きあって、ずいぶんと馬鹿をやった」

「…………」

　少年は興味をおぼえたか、僕の隣となりにちょこんと腰かけた。

「僕には友達がいた」

　膝ひざの上で拳を握にぎりしめ、笑った。疵痕がぐにゃりと歪ゆがんだのがわかった。

「苛められていた時代からの友達でね、親友だった。何でも話せる、良いやつだった。でもあいつは、僕を庇かばったばっかりに僕といっしょに苛められ、僕が悪いやつになろうと決めたせいで──引きずられて、同じく悪いやつになった」

　友よ。我が青春の友よ。

　僕はほんとうに君のことが好きだった。親友だった。

「でもね、お酒を吞んで。些さ細さいなことで喧嘩してさ、そのころはナイフを持ち歩くのがお洒落しやれだという風潮だったから、そのお洒落なやつを振り回してさ。この傷はそのときのもの。僕は怪我だけで済んだけど、その友達はいまでも右半身が麻ま痺ひして動かない」

　息を吞んだ少年に、僕は懺ざん悔げした。無む垢くな子供に傷を晒さらして、慰なぐさめてほしかったのか。わからない。ただこの少年に聞いてもらいたかった。僕の物語を。

　そして、僕みたいになるんじゃないぞと、言いたかったのか。

「僕も死にかけて、ほとほと嫌になった。何もかもがね。人間は簡単なことで悪いやつになれる。心がけしだいで今日からでもね。人間は善よりも悪に近い生き物なのかもしれない。だからこそ、僕はその日から善よく生きたいと思った」

　うまく言葉にできない。

　退院したその足で、後に僕を裏切る師のもとへ馳はせ参じ、たぶん同じような言葉をあのひとに吐きだしたのだ。

「僕は友達を刺さし殺しかける悪くて強いやつよりも、苛められてもいい、善い人間でありたい。難しいし、なかなか徹てつ底ていできないけど。もう二度とって、そう思ったから。もう二度と、あんなふうにはならないって。顔の傷も、その日の僕の愚おろかさを忘れないために、手術もしないで残してある」

「……変なやつ」

　少年は笑えみも浮かべず僕をそう切り捨て、それからしばし黙もつ考こうした。

「なぁ、あんた──秘依様を、助けてくれよ」

　どれだけ時間が流れたか、少年が思いきったように告げてきた。

「俺はいいんだ。親父おやじたちのしていることの因果応報だって、弁わきまえているから。でも秘依様はちがうんだ。あのひとが不幸になる謂いわれはない。あのひとは、善いひとなんだ」

　膝を固く握りしめ、少年は吐と露ろした。

「あのひとな、あんまり生きるのがつらいから──たまに、頭がおかしくなるんだ。何がなんだかわからなくなって、曖あい昧まいになって、赤あかん坊ぼうみたいになる」

　僕は秘依さんのことを思いだす。

　子供みたいに無む邪じや気きで、どこかが欠けていた危あやうい彼女。あれはまだ、正常なほうだったのだろうか。彼女は僕の抱いだいた印象以上に、壊こわれてしまっているのか。

「いつだったか、俺がお世話をしていたら──秘依様、俺のことを、自分の子供と間違えて。抱だきしめて、子守唄うたを歌って。俺、あんなのは初めてだったんだ。頭を撫でてくれた。秘依様は、温かかった。俺、あのひとのこと、あの日から母ちゃんだと……」

　たくさんの涙の粒つぶを落として、少年は喘あえいだ。

「頼たのむ。秘依様を不知野から救ってくれ。秘依様を──母ちゃん、を」
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　猿さるがいる。大量にいる。

　否いな、それは仮面だ。お面である。

　非人間的なその猿面を、懐ふところから、あるいは巾きん着ちやく袋ぶくろのようなものから取りだして──俺たちの周囲を十と重え二は十た重えに囲んだ村人たちはその顔に嵌めたのだ。

　異様である。

　鍬くわや斧おの、鋤すきや鎌かまなどの農具で武装した数十人もの村人たちが、自らその人間性を放ほう棄きするように猿面を装着している。そして無言でこちらを面の奥から睨みつけ、じりじりと近づいてくるのだ。

「うへ。うへ。うへ」

　不ふ知じ野のの旅籠はたご、その温泉である。

　何の因果か混浴をしていた俺──空すかい井い滅めつ作さくと部下の志し田だ桐ぎり負おう名なは、件くだんのように非常識な展開に巻きこまれていた。俺はなかば予想していたのでさほど慌あわてなかったが、志田桐は可か哀わい想そうなくらい狼ろう狽ばいしている。

　タオルで身体からだをしっかり隠かくし、湯飛沫しぶきをあげて俺のそばへと移動して。

「せ、せ、先せん輩ぱいっ！　猿っす！　猿がたくさんいるっす！」

「落ちつけ。よく見ろ。人間だよ」

「どっちにしたって危険なことには変わりないっすよ！」

　まぁそうなんだがな。

　さて、どうしたもんかな。

　志田桐に目配せし、俺はひとつの打開策を無言で告げる。

　こいつも言動は阿呆だが愚かなだけではない。こちらの意図を汲くんでくれたらしく──ゆっくりとお湯のなかに沈しずんで真ま面じ目めな顔つきになった。

　俺が時間を稼かせぐ。その間に志田桐に何か怪造モン生物スターを怪かい造ぞうしてもらう。ただ怪造は眩まぶしい光を伴ともなうので、薄うす暗ぐらいこの露ろ天てん風ぶ呂ろでは大いに目立つ。その光をある程度はごまかすため、彼女は《門ＧＡＴＥ》ごと両手をお湯のなかに沈めたのである。

　よし、あとは俺が適度に努力すればいい──。

「よう、こんな大勢で風呂を覗のぞきにくるたぁ、この村の連中はずいぶんと暇ひまなんだなぁ！」

　挑ちよう発はつである。

「相変わらずじゃのう……空井滅作」

　しわがれた声が響ひびいた。

　年経た老木が風に軋きしみをあげるような、耳みみ障ざわりなそれは──俺を取り囲む猿面の集団、その奥から聞こえた。直後、星明かりと松明たいまつで照らされた人ひと垣がきの一部がざわめき、左右に乱れ、特異な人ひと影かげが悠ゆう然ぜんとした歩調で進みでてくる。

　これも──猿面である。

　何の意味があるのか、やはり木き彫ぼりの猿面で素す顔がおを隠した男が三人、明確にほかのものとは異なる存在感、威い圧あつ感かんをともなって現れたのだ。

　双子のような老人と、巨きよ漢かんである。

　全すべて猿面を嵌はめており、見た目にかなり怪あやしい。さらに巨漢は尋じん常じようではない体格で、背せ丈たけは通常の二倍、横よこ幅はばに至っては三倍はあるか──縮尺を間ま違ちがえたようなその巨漢と比べて、老人のほうはあまりにもちいさい。小こ柄がらで、枯かれている。

　だが主従関係は明らかで──巨漢は老人ふたりの下しも僕べのような扱あつかいらしく、一歩下がった位置で姿勢も低く畏かしこまっている。言葉も発さず、獣けもののように唸うなっているその巨漢は、どうやら老人たちの用心棒らしい。

　そちらのほうには見覚えがなかったが、双子のような老人は俺も記き憶おくしていた。

　素そ朴ぼくながらも高価そうな和式の身なりと、左右対たい称しようの姿勢。不気味な、何かの戯ぎ画がのようなこの老人たちは──不知野を支配する一族、寂じやく憐れん院いんに代々仕える由ゆい緒しよ正ただしき世話役どもだ。

「よぉ、久しぶりはこっちの台詞せりふだぜ──爺さんたち。そろそろ天てん寿じゆをまっとうしてもいい歳としだろうに、まだまだ元気そうじゃねぇか！」

「……口の悪さも変わらんようじゃの」

　嫌そうに身じろぎし、双子の老人は猿面を揺ゆらしてぼそぼそ語る。

「やはりこの場で始末するべきではないか？　この男が呼吸をするだけで不知野の空気が穢けがれよるわい──不ふ愉ゆ快かいじゃ」

「待て。どこぞの粗そ忽こつ者がお役目様にこやつが不知野にいると伝えてしもうた──会わせず始末すれば何かと問題があろう。お役目様も容態が安定せぬのじゃ、下手に動どう揺ようさせれば万が一のこともあろうし……」

「その時はその時じゃ。そろそろお役目様も替かえ時だと思うておったのじゃ……幸いにほれ、伊い依より様もおることじゃ。この機会に不ふ穏おんな芽はまとめて──」

「馬鹿を言え！　伊依様にお役目が務まるかい。由緒正しき寂憐院のお役目は純血のものが相応ふさわしい。そこな野良犬の血が混じった伊依様に寂憐院を襲しゆう名めいさせて堪たまるものかよ」

　猿面のせいで、ただでさえ見分けがつかない老人の区別はできない。

　まぁ、その調子で無む駄だなお喋しやべりに興じていればいい。

「……むっ。どうした？　何だと？」

　猿面の老人が、背後に控ひかえていた巨漢に耳打ちされ、身を強こわばらせた。

　そして俺のすぐ傍かたわら──湯船になかば浸ひたって怪造をしていた志田桐を指さし、怒ど鳴なる。

「誰だれぞ！　そこの女をやれ！　何かを狙ねらっておるぞ！」

　げっ。ごまかしごまかしやっていたのに、意外と早く気づかれたな。

　だがもう遅おそい──怪造には呪じゆ文もんと呪印というわりと面めん倒どうくさい手順が必要だが、怪造する怪造モン生物スターをあまり選ばなければ時間はそう必要ない。

　俺の目配せを受けた志田桐が、素早く立ちあがりつつ両手を振ふった。

　紅あかい《門ＧＡＴＥ》が怪しく煌きらめき、同時に志田桐の甲かん高だかい声が響きわたる。

「《始リ祖リ鳥ス》──怪造ッ！」

　同時に彼女の両りよう腕うでに純白の輝かがやきが螺ら旋せんを描えがき、夜よ闇やみに慣れた周囲の村人たちは驚おどろいたように身を反らし、あとずさる。その刹せつ那なの間かん隙げきに──光の粒りゆう子しは見る間に粘ねん土どのごとくぐにゃぐにゃと変容し、ひとつの異形をかたちづくる。

　それは怪造モン生物スター。この世界にまつろわざる化け物の一種。俺たちの常識とは相あい容いれない、限りなく遠い隣となりの世界から召しよう喚かんされた怪かい物ぶつだった。

《始リ祖リ鳥ス》と呼ばれたその怪造モン生物スターの見た目は──鳥に似ている。けれど鳥ではない。この世界の生物とは係けい累るいを異にしたその生物は、二対ついの翼つばさと複眼をもつ鳥に似た巨きよ大だいな昆こん虫ちゆうだった。節くれだった足と、みっつに分かれた胴どう体たい。半はん透とう明めいの羽。

　怪造モン生物スター。

　その生き物にこちらの条理は通じない。常識は適応できず、物理法則すら彼らを縛しばれない。魔ま法ほうのような存在。寓ぐう話わのような生き物。それが虚界アンダカから怪造される怪造モン生物スターの本質である。

　壮そう大だいな羽音とともに飛沫しぶきをぶちあげ、周囲を威い嚇かくする《始リ祖リ鳥ス》に、志田桐が迷いもせずに飛び乗った。

「下級一位の《始リ祖リ鳥ス》！　咄とつ嗟さだったんでこんなもんしか怪造できなかったっす……むちゃくちゃ打たれ弱いんで戦せん闘とうは無理！　乗ってください！　逃にげるっすよ！」

「逃がさん……！」

　不穏な声が鼓こ膜まくを震ふるわせ、俺は胸むな騒さわぎをおぼえて視線を巡めぐらせた。

　見ると猿面の老人たちが大急ぎで駆かけ、何を血迷ったかざぶざぶと温泉に入ってくる。

　こいつらは偉そうなだけで自分からはあまり動かない、慎しん重ちようというか臆おく病びような連中だと思っていたが──？

　不思議だったが、すでに《始リ祖リ鳥ス》は二対の羽を震わせ、宙に浮うかびあがっている。老人たちは骨折り損のくたびれ儲もうけに終わりそうだったが──。

　その刹那に異変が発生した。

「────!?」

　目を疑う。理解できなかった。

　温泉が妖あやしく輝いている。

　夜空の月のように、露天風呂に充みち満ちた湯が燐りん光こうをまとっているのだ。その煌めきは噴ふきあがる水蒸気に反射して淡あわく明かりを放ち、幻げん想そう的に美しい。

　何かに似ている。そうだ、怪造をするとき──《門ＧＡＴＥ》から放たれるそれと同じなのだ。あの光は現界カナイと虚界アンダカを繫つなぐ入口にして出口。

「貴様がこの地で狼ろう藉ぜきを働いてから幾いく星せい霜そう、儂わしらも指をくわえていたわけではない」

　猿面の老人が、こちらを見あげて呵か々かと哄こう笑しようした。

「もう二度と、この地で──不知野で、貴様の身勝手な振る舞まいは許さぬぞ。空井滅作……禁きん忌きに触ふれし咎とが人びとよ、ここで骸むくろとなるがいい！」

　老いた声こわ音ねが反はん響きようし、微び光こうをまとっていた温泉が湯玉をぶちあげる。

　泡あわ立だち隆りゆう起きした灼しやく熱ねつの湯は、瞬しゆん間かん、巨大な腕となってこちらに伸のびてくる！

「うっ──おっ!?」

　理解不能な事態に、さすがの俺も咄嗟に反応ができない。

　何だこれは？　怪造か？

　怪造だとしても、どうしてこの老人たちが──!?

「先輩……危ないっ！」

　志田桐の声が耳じ朶だを打ったときには、すでに遅すぎた。

　鞭むちのようにしなった巨きよ腕わんは、《始リ祖リ鳥ス》にすがりついていた俺を搦からめとると、強ごう引いんに振り回し──呆あつ気けなく地面に叩たたき落とした。
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　朝です。

　いつもと同じように、あたしは夜明けとともに目覚めました。

　狭せま苦くるしい車内です。

　あたしは比ひ較かく的てきにどこでも眠ねむれるので、助手席で猫ねこのように丸まっていました。

「おー……頭が爆ばく発はつしています」

　車の窓まど硝子ガラスに映った自分の顔を確かく認にんし、ふわぁと大おお欠伸あくび。

　けっきょく、昨日は到とう着ちやくした時刻が遅すぎたのか、この村が予想以上に排はい他た的だったのか、一晩中ぐるぐる巡っても泊とまれる旅籠は見当たらず、唯ゆい一いつ、宿しゆく泊はく施し設せつっぽかった建物も何やら取りこみ中だとかで門もん前ぜん払ばらいされてしまったんです。

　だからまぁ、車のなかで夜を明かすことに。

　伸びをして、あたしは車内の後部座席を振りかえります。

　そこで宇う宙つ木きちゃんが、毛布にくるまって苦しげに眠っています。見た目、とっても麗うるわしい女のひとなんですが、首まで毛布にくるまって髪かみは乱れ、厭いとわしげに寝ね言ごとをつぶやいている姿は可か愛わいらしいくらいで、あたしは和なごみます。

「へくしゅっ」

　あ。宇宙木ちゃん……くしゃみをしてますね。風か邪ぜをひいてしまったのかもしれません。宇宙木ちゃんは他人より寒さに弱いらしいですしね。

　動くのもつらそうですし、起こさないでいてあげましょう。

　あたしはそう決めて、ゆっくりと車の扉を開いて外へ踏ふみだしました。

　外はオレンジ色の朝焼けに照らされています。早朝で、空気が凍いてついてますね。

「宇宙木ちゃんに朝ご飯を買ってきてあげましょう」

　うんうん頷うなずき、あたしは警けい戒かいなく村へと歩んでいきます。

　たしか村の名前は──不知野。

　昨日は変な猿のお面をかぶった男の子が、「この村から出ていけ」と偉えらそうにのたまってくれたわけですが──今日はあの子も見当たりません。

　鄙ひなびた田舎いなかの村。

　そんな印象の、何の変へん哲てつもない山里に見えました。

　あたしは基本的にごみごみした都会で育ったので、けっこう感心しました。あちこちで遊ぶ小鳥。冬なので畑もビニールシートで覆おおわれ寒々しいです。

「コンビニ、コンビニ……」

　周囲をきょろきょろ見回しましたが、それっぽいのは発見できません。どこも茅かや葺ぶきや瓦かわらの建物や、ベニヤ小屋ばかりで、ぱっと見たところ商店らしきものすらないです。

「コンビニ……」

　愛いとしいひと（？）の名前を呼べど、意味はなく、困り果ててしまいます。

　しかし誰だれもいませんね。

　がさっ。がささっ。

「………犬？」

　変な物音に気づき、そちらに視線を向けたあたしですが、そこに見つけたのは犬ではありませんでした。むしろその天敵。まさに読んで字のごとく犬けん猿えんの仲の──。

「お猿さるさん」

　お猿さんでした。

　ただし、昨日──村から出ていけと告げてきた失礼な男の子のような猿面ではなく、ほんもののお猿さんです。種類はわかりません。手に乗るくらいのちいさな大きさで、あたしに気づくと怯おびえたように逃げ、器用に木の幹を駆けあがって枝のうえに移動しました。

　むむ。できる。なかなかの身のこなしです。

　あたしは性質的に猫なので、そのように逃げられると嬉うれしくなってしまいます。

「待ちなさい！　お猿さん！」

　思いっきり跳ちよう躍やくすると、ちいさなお猿さんめがけて突とつ撃げきしました。当然、お猿さんは迫せまる脅きよう威いに「きぃっ!?」と一声鳴いて反応し──逃とう亡ぼうします。

　しかし相手が逃げれば追いかけたくなるというのが人情です。

　あちこちに立ち並ぶ樹木の枝をぴょんぴょん跳はね、逃げ回るお猿さんと同じ速度であたしも追います。太い枝を選んで着地し、思いっきり蹴けって飛ひ翔しよう。それを繰くりかえし、繰りかえし。葉っぱが舞い、小枝が砕くだけ、お猿さんの悲鳴が響きわたります。

「きぃ!?　きぃい!?　きぃい──!?」

　あたしを明確な危険と判断したらしいお猿さんは本気の顔つきになって、全身に力をこめ跳躍──高い塀へいの向こうへと跳とび去ります。

　塀？

　あたしは一いつ瞬しゆん、怪け訝げんに思い──その塀をまじまじと凝ぎよう視ししました。塀。塀です。漆しつ喰くいで塗ぬられた偉そうな門構えの、大きな屋や敷しきを取り囲む塀でした。平へい凡ぼんな田舎村には似つかわしくない威い容ようです。いかにも村の親玉が暮らしていそうなかんじですが。

　今はそんなの関係ないです。お猿さんを追わなくては。

　あたしはひとっ飛びで塀を跳び越こすと、瓦かわら葺ぶきの頂点に手をついて二段跳び──懸けん命めいに逃げているお猿さんを目視してそちらへ向かいます。相手はまさかここまで追いかけてくるとは思わなかったのか──ぎょっとして、宙空で身を強こわばらせていました。

　勝機。

　あたしはもはやなんで追いかけっこをしているのかも忘れたまま、本能に忠実な執しゆう念ねんで手を伸ばし、何とか逃のがれようとするお猿さんをしっかり握にぎりしめて──。

「あ」

　無理な姿勢が祟たたったか、うまく身のこなしができず、そのまま呆気なく落下しました。

　顔面から地面にぶつかり、何度かごろごろ回転して──停止。

「痛たたた……」

　戦利品たるお猿さんを両手で抱かかえたまま、あたしは何とか身を起こして。

　そして気づきました。

　正面──どうも屋敷の裏手らしい、うら寂さびしい場所です。井い戸どと、お手水ちようずらしきものと、物置と、よく整えられたお庭と、養よう鶏けい場。そんな牧歌的な光景のなか、井戸のそばで──突とつ然ぜん、隕いん石せきのように落ちてきたあたしに驚いて硬こう直ちよくしている誰かがいたんです。

　男の子でした。

　頭から井戸の水を浴びていて、ずぶ濡ぬれでした。

　そして、当然のように──裸はだかで。

「きゃ……あぁぁぁああああああああ!!」

　あたしは思わず戦利品たるお猿さんをその男の子に投げつけました。
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「どうした!?　何事だ!?」

　慌あわただしい足音がして、誰かがこちらへ向かってきます。手に箒ほうきを握りしめた大おお柄がらな男のひとが数人で、見たところこの屋敷の召めし使つかいといったところでしょうか。

　男の子は井戸の手て桶おけを握りしめたまま、蒼そう白はくになって首をぶんぶん振ります。

「す、すみません……急にこいつが落ちてきたので」

　そして例のちいさなお猿さんを握りしめ、彼らに見せ、引きつった笑えみを浮かべます。

「驚いて──つい、あんな悲鳴を」

「そうか……女みたいな声をあげるんじゃない、何事かと思ったではないか」

　脳まで筋肉みたいな男たちはその説明に納なつ得とくし、不快そうに鼻を鳴らすと最後に男の子を指さして──皮肉げに言ってのけました。

「さっさと準備して仕事を始めろ。禊みそぎなど形式だけでいいのだ、そう念入りにすることはない……。それとも噂うわさどおり、おまえの仕事ってのは身体が綺麗じゃなきゃできない類のことなのか？」

「…………」

　男の子は意味がわからない、けれど軽けい蔑べつの混じったその言葉も黙もく殺さつし──ただ男を睨にらみつけるだけでした。その気き魄はくに怯ひるんだか、男は忌いま々いましそうに唾つばを吐はいて去っていきます。

　何やら仲が悪いようですね。

　あたしはそんなことを考えつつ、そっと声をかけてみました。

「あのう……もう顔を出してもいいでしょうか？」

　あたしは井戸のなかにいました。ふつうに飛びこんだらさすがに死にかねないので、蜘く蛛ものように両手両足を井戸の壁へき面めんに突つっぱって。

「…………」

　男の子は応こたえません。無口ですね。

　あたしは彼の了りよう解かいを待つ必要もないかと判断し、ずるずると這はいだして井戸から脱だつ出しゆつしました。あぁ大変でした。男の子には背後から睨みをきかせて余計なことは言わないよう小声で脅おどしていましたが、うまくやってくれたようです。

　あらためて、あたしは男の子の姿を観察します。

　幸いにして全ぜん裸らではありませんでした。下半身はきちんと隠かくしています。都会ではあまり見ない褌ふんどし姿で、時代を遡さかのぼったような感覚に陥おちいります。

　男の子は背せ丈たけが低くて、年ねん齢れいがよくわからないかんじでした。あたしよりも小こ柄がらです。可愛らしい顔立ちなのに、目つきが悪くて台無しです。髪の毛に何か勾まが玉たまのような飾かざりをさげています。身体からだはちいさいなりに筋肉が適度についていて、綺麗でした。

「おまえ」

　手近にあった手て拭ぬぐいらしきもので身体を拭ふきつつ、彼はこちらをじろりと見てきます。

「この村から出ていけと言っただろう」

「…………？」

　一瞬、何のことだかわかりませんでしたが──すぐに合が点てんがいきました。昨夜、村に入ろうとしたあたしの前に立ちふさがった、猿のお面を嵌はめた男の子。あの猿面がなかったので誰だかわかりませんでしたが、あの子が目の前の彼だったんですね。

　うんうん頷き、あたしは笑顔で挨あい拶さつしてみました。

「おはようございます。あたしはジグといいます。あなたのお名前はなんですか？」

　完かん璧ぺき。

　誰だれか知ってるひとに会ったら挨拶しろと、オッサンとかに教わってきたあたしの学習のたまものです。けれど男の子は怪訝そうに眉まゆをひそめ、手拭いを肩かたにひっかけるとあたしを無視し歩いていきます。

　おぉう。失礼な男の子ですね。ひとが慣れない挨拶をしているというのに。

　裏庭を踏とう破はし、そこらに建っているベニヤ小屋まで移動していく男の子に、あたしはちょこまかとついていきます。無視されっぱなしでは寂しいですよ。

　しかしあらためて見ると、すごいお屋敷ですねぇ。全体は広すぎて把は握あくできませんが、大きな屋敷を中央にして、その周りを衛星のようにベニヤ小屋やら小規模な木造建築やらが取り囲んでいます。

　田舎いなかのお屋敷ってみんなこんなかんじなんでしょうか。なんか立派なお屋敷が周りをちいさな建物に囲まれて、萎い縮しゆくしてるというか、居い心ごこ地ち悪そうなかんじに思えるんですが。

　がらがらがら。

　男の子はそのままベニヤ小屋のひとつに移動すると、横よこ滑すべりする扉とびらを開けてなかに入っていってしまいました。扉が閉められます。あたしは当然、追いかけて──躊ちゆう躇ちよなく扉を開くと入室しました。

「失礼しまぁす」

　男の子はお着き替がえ中でした。

「……ほんとに失礼だな。何でついてくる。用がないなら帰れ。早いうちにこの村から出ていかないと──おまえも、おまえの仲間もみんなまとめて不幸になるぞ」

　わりと清潔な、上等そうな和服に着替え、男の子はふと合点がいったように何度か頷きました。衣きぬ擦ずれの音をさせ、部屋の奥に畳たたんで置かれていた和服を手にとったりして。

「そうか──ふむ、今は部外者がいるんだったな。それもこの時期に……うまくいけば利用できるかも……失敗しても、ごまかせば俺の失態にはならないはず──」

　何やら難しいことを考えているようですね。

　あたしは理解できず、男の子の肩に乗ったお猿さんと無意味に見つめあいます。さっき追いかけまわしたのが効いているのか、お猿さんはあたしにびびって男の子の頭の上まで避ひ難なんします。そんなお猿さんを眺ながめつつ、ついでに部屋の内部を観察してみました。

　狭せまい部屋でした。男の子の自室なのでしょうか。だとしたら酷ひどい生活環かん境きようですね。広さとしては二畳じようほどでしょうか。きっちり整理整せい頓とんされていて、殺風景です。隅すみに布ふ団とんが積まれ、衣服などが収納されているらしい棚たながひとつだけ置かれています。

　男の子はそんな部屋を恥はじるでなく、かといってもちろん誇ほこるでもなく、相変わらず冷れい淡たんな態度で──小こ綺ぎ麗れいな和服を手に取るとこちらに差しだしました。

「着替えろ」

「…………へ？」

　よく意味がわかりませんが。

　きょとんとしているあたしに、男の子は説明が面めん倒どうだとばかりに手を伸のばすと──あたしの服の胸むな元もと、ファスナーに手をかけて呆あつ気けなく引きおろしました。

「う……にゃっ!?」

　服の構造的にこれをやられると身体の前面が丸出しに!?

　あたしは真っ赤になって怒おこりました。
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「なななな何すんですかーっ!?」

「……空井滅作を助けにきたんだろう？」

　そんな、男の子の言葉に啞あ然ぜんとしました。

「会わせてやれるかもしれない。だから今はおとなしく俺に従え。ほら、さっさと着替えて──あとは、そうだな。ここにたしか予備が……」

　押しつけられた和服を抱だきしめ、頭を疑ぎ問もん符ふでいっぱいにしているあたしに、男の子は貧ひん相そうな棚から取りだした猿のお面を手て渡わたして──言いました。

「これを嵌めろ」

　あの。あのう。よく状じよう況きようがわからないんですけど……？
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『ちょっとサンボをしてきます　　ジグ』

　そんな文章が書かれた置き手紙を読んで……サンボ？　格かく闘とう技ぎ？　あぁ、散歩か──とその当たり前の結論に辿たどりつくまでにずいぶんと時間を要したから、たぶん私──宇宙木氷ひ蜜みつはとても疲つかれている。

　疲れているというか、体調が悪いのだ。

　もう身体中が怠だるくて力が入らず、熱でゆだった頭でぼんやり車内の時計を確かく認にんして──現在の時刻を知る。午前七時。

　ＲＲＲＲＲＲＲＲＲ。

　運転席に置いておいた私物の携けい帯たい電でん話わが鳴っている。そこまで手を伸ばすのも億おつ劫くうだったが、無視していてもちっとも鳴りやまない。どこの偏へん執しつ狂きようが電話してきてるんだと苛いら々いらしながら私は起きあがり、毛布にくるまったまま携帯電話をとる。

　寝ね乱みだれた髪かみをかきあげ、視界を確保して画面を注視した。

　見慣れない電話番号である。登録もしていないので、名前が表示されない。私は不ふ審しんに思いつつも、喧やかましくて無視するのも限界だったから通話ボタンを押した。

「……はい？　もしもし？　誰だれよ？」

　瞬しゆん間かん。

『真っ赤なお鼻の～馴鹿トナカイさんは～♪　いっつもみんなの笑いもの～♪』

　思いっきり無愛想な声で、やたら楽しげな曲調の歌が聞こえてきた。

　年齢のよくわからない、感情の少ない声である。憶おぼえがあった。

「……〝赤あか鼻はな〟？」

『はいこんにちは。〝赤鼻〟でス』

　こめかみに指を当て、熱でぼやけた思考をしっかりさせて、私は問いかける。

「えぇと……何と言ったらいいか……私の記き憶おくがたしかなら、ここ圏けん外がいのはずだけど？　どうやって電話かけてきてるの？　つうか何で私の電話番号知ってるわけ？」

『それを今さらボクに聞くのカ？　ボクの辞書に不可能の文字はないのダ』

　うさん臭くさいことを言いつつ、〝赤鼻〟は淡たん泊ぱくに語る。

『まぁ種明かしをすると、べつに大したことはないんだガ。空井滅作から聞いているかもしれないが、ボクは今──とある事情があって怪造学会に属していル。おまえの電話番号はそっち方面から調べてすぐに判明しタ。あと携帯電話は電波さえ飛ばせばいいから意外と圏外でもどうにでもなるのダ』

〝赤鼻〟〟が怪造学会にね。初耳だけど、べつに不都合があるわけじゃない。法外な料金をふっかけることで有名な〝赤鼻〟だけに、身内になることによって無む償しようで情報をくれるなら助かる。うちの執行部は貧びん乏ぼうだしなぁ。

　みたいなことを考えていると──〝赤鼻〟は溜ため息いきをつき、話をつづけた。

『まぁボクのことはどうでもいイ。そこに空井滅作はいるカ？　非常事態なんダ──あいつと連れん絡らくがとりたイ』

「へ？　マイ上司？」

『いないのカ？　空井滅作には何度も電話しているのだが、どうにも捉つかまらなくてナ……ボクも困っているのダ。何者かに襲おそわれ死んだり囚とらわれの身になったりして連絡がとれないならまだいいが、自らの意思で連絡を絶っているならまずイ。不知野は空井滅作にとって因いん縁ねんある土地だからナ──総長はあいつが要いらん暴走をしていないか心配していル』

「ちょっと待ちなさいよ」

　私は思わず語気を荒あららげた。

「不知野がマイ上司に因縁のある土地ですって？　知らないわよ、私は──」

『フム。意外だナ。聞かされていないのカ』

〝赤鼻〟は少し悩なやむように沈ちん黙もくし、しばし間を置いてから慎しん重ちように発言した。

『うーン……教えてもいいが、空井滅作の個人的な事情に関かかわることだからナ。あいつがおまえに語るべきでないと思ったなら、それは知るべきでないことだろウ。ボクが教えたと知られてあいつと気まずくなっても困ル。あいつはボクのお気にいりなのダ』

「さりげなくあちこちで女の子の好感度あげてるわね馬鹿上司……いいから、教えなさいよ。私たちは家族も同然よ、今さら隠し事なんて水くさいってもんよ」

　私は苛いら立だちに風か邪ぜのことも忘れ、物言いを強めて主張した。

「あいつがどんな事情を背負っててもどうでもいいわよ。だから何だっていうのよ。今さらそんなのでどうにかなるような腐くされ縁えんじゃないってのよ。いいからきりきり教えなさい──非常事態なんでしょ？　何の用だか知らないけど、私が聞いてあげるから」

『フム』

　また短く黙だまりこんで、〝赤鼻〟は仄ほのかに語調を和やわらげた。

『宇宙木氷蜜──おまえはもう少し冷たい女だと思っていたゾ』

　どういう意味よ。

『まぁいいや。緊きん急きゆうだから仕方がなかったのだとあとで空井滅作には言い訳しよウ。時間がないので手短になるが、このさい聞きたいことはぜんぶ聞いておけヨ』

　そう前置きし、〝赤鼻〟は相変わらず淡たん々たんと語りだした。

『まず前提として、不知野という土地は怪造学会にとって無視できない特別な存在ダ。その理由はボクも調べきれなくて不明だが、とにかく怪造学会は──より正確にいえば総長は、不知野とそこに棲すまう一族をほかの何よりも特別視していル』

　腕うで利ききの情報屋とは思えない、曖あい昧まいな物言いだった。

『あくまでその理由は不明ダ。完全に謎なぞなんダ。空井滅作は何か知っているふうだが、そればかりはボクのほうでも摑つかみきれていなイ。どうも不知野は怪造学の、そして虚界アンダカの存在や起源に関わる重大な秘密を抱かかえているらしいガ──詳くわしいことはわからなイ』

〝赤鼻〟がそこまで断言するとは、逆説的にそこまで厳重にその不知野に関わる秘密とやらは隠いん蔽ぺいされているのだろう。

　怪造学の、虚界アンダカの起源に関わる何か──か。

『とにかくダ。不知野と、そこを支配する寂憐院と呼ばれる一族は、常に怪造学会の監かん視し下に置かれていル。総長によって選ばれた優ゆう秀しゆうな怪造モンス学者テイストが派は遣けんされ、厳しく目を光らせているといウ。彼らが『どうして』『何を』監視しているのかは、やはり謎だガ』
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　どうにも、きな臭いわね。

『今回、空井滅作に与あたえられた任務は……そのように不知野に派遣された怪造モンス学者テイスト、紡つむ路じ非あら罪つみが不審な死を遂とげた真相を探さぐれ──というものダ』

　それだけなら、よくある任務だ。

　私たち怪造学会執行部は怪造学にまつわるあらゆる犯罪を撲ぼく滅めつするのが役目である。怪造モンス学者テイストが何か事件に巻きこまれて死んだとあれば、その真相を究明するために捜そう査さすることも珍めずらしくない。

『問題だったのは、その場所が不知野だったということダ。監視対象だった不知野で、優秀な怪造モンス学者テイストである紡路が、死んダ──これは怪しイ。不審すぎル。偶ぐう然ぜんとは思えなイ。だが場所が悪イ。不知野ダ。そこには、通常のようにふつうの執行部は送りこめなイ。一いつ般ぱん的な怪造モンス学者テイストには不知野の存在すら知らされていないのだ、いつもどおりの捜査はできなかっタ』

　まぁそれも理解はできる。

『そこで、紡路非罪殺害事件の捜査を買ってでたのが空井滅作ダ。彼は不知野に土と地ち勘かんがあり、またその秘密にもある程度は触ふれていたと思われル。ある意味、不知野での事件を捜査するのにこれ以上ふさわしいものはいなイ。何せ、彼はもともと紡路非罪と同じく──不知野の監視役として働いていた時期があるそうだからナ』

　なるほど。それは最適ね。

『だが、問題があっタ』

　声を抑おさえて、〝赤鼻〟は静かにつぶやいた。

『空井滅作は不知野においてひとつの罪を犯おかしていル。いや、それを罪と呼んでいいのかはわからないのだガ──彼は、不知野の支配者……寂憐院の当主、寂憐院秘ひ依よりと恋こい仲なかになってしまったのダ』

「…………」

　沈黙するしかない。秘依。寂憐院秘依。聞いた名前だ。

『不知野は現代社会に生きるボクらには考えられないほど前時代的な集落ダ。全すべての国民が憲法によって平等を保障されてから久しいが、こと不知野においてはちがウ。明確な身分が存在していル。寂憐院が中心で、あとの村人はみんなその下しも僕べダ。寂憐院は村にとって王であり、神であり、ほとんど信しん仰こうの対象といっていイ』

　身分社会の王様──ね。

　鄙ひなびた田舎いなかだとは思っていたけど、よくもまぁそんな価値観を後ご生しよう大事に抱えている村が生き残っていたもんね。

『空井滅作は、そんな崇すう拝はいされ敬愛される寂憐院の当主と恋に落ち、子供までもうけてしまっタ。当然、彼は不知野の中心たる寂憐院を穢けがした罪人として追われ、命からがら逃にげだしたという過去があル』

　浪漫ロマンちっく──って言ったら怒られんのかしらね。禁断の愛だわね。忌いま々いましい。

　まぁともあれ、マイ上司の事情についてはわかった。絶対に女に破は滅めつさせられるというか女難っぽいやつだとは思っていたけど。あっちこっちで近づく女ぜんぶに愛想ふりまいてるからそんな馬鹿げたことになんのよ。

　ともあれ。

『その結果、彼はいまだに不知野の村人全てに恨うらまれていル。そんな彼がまともに捜査などできるわけがなイ。妨ぼう害がいもされるだろうし、不知野に近づくだけで彼の場合は危ないのダ。みすみす死地に飛びこむようなものだろウ』

　だから──か。

　私やジグちゃんが任務についていこうとして、あんなに嫌いやがったのは、私たちを巻きこみたくなかったから……とか。ふん。馬鹿にしてるわよね。

『だが空井滅作は頑がん固こにも紡路非罪の事件──不知野での事件を捜査すると言いはっタ。たぶん彼なりに不知野での遺い恨こんを晴らしたいとか、何か決意があったんだろうがナ。あれはてきとうに見えて真ま面じ目めなやつだ、けじめをつけたかったんだろウ』

　よくわかってんじゃない、うちの上司のこと。

『最後は総長が根負けし、とある条件をつけてそれを了りよう解かいする運びになったのだが……その条件こそが問題だっタ』

　珍しく〝赤鼻〟の口調が切せつ迫ぱくする。緊急事態──だったか。現在進行形で、何か危あやういことが起きているのだ。

　私は呼吸を整え、静かに問いかける。

「……問題って？」

『総長がつけた条件は、空井滅作の行動を見張る監視役の派遣だっタ。空井滅作がすなおにただ捜査するとは総長も思っていなイ。彼が何らかの行動をするはずだと予想し、それを前もって推測し、抑よく制せいするための存在を送りこんだんダ』

　監視役──ね。それは知っている。今回の任務についての概がい要ようは、マイ上司が置いていった封ふう筒とうの資料に書いてあった。まぁ適度に中身が抜ぬかれていて、詳しいところはまるで不明だったんだけど。監視役という肩かた書がきと、その人物の名前はわかっていた。

『志田桐負名』

　そう。志田桐負名だ。

『あいつは危険ダ。ボクも総長もころりと騙だまされタ。どこかで聞いた覚えのある名前だったから、ボクは彼女が派遣されてから個人的に調べたんだガ──』

　声を荒らげ、〝赤鼻〟はこちらに忠告してくる。

『いいか、一刻も早く志田桐負名を捕ほ獲かくし、その行動を未然に防ぐんダ。監視役なんてとんでもない、あいつこそ監視が必要だったのダ。いいか、よく聞けヨ。ボクもぜんぶ理解しているわけじゃないガ──不知野は今、ボクたち怪造学会の知っている不知野じゃなくなっていル』

　それは、どういう意味なのだろう。

『不知野で、何かとんでもないものが怪造されようとしていル。総長はそう言っていタ。こちらもそれを阻そ止しするために行動を始めているが、間にあうかは怪しイ……今、不知野にいるおまえらで何とかするしかないのダ。いいか、志田桐負名を止めろ。さもなければ──命が惜おしければ、そこから逃げるのダ』

　まともに聞きとれたのは──そこまでである。

　私は気づいた。電話に夢中で反応が遅おくれた。すぐ間近。車のフロントガラス。

　そこに異様なものが張りついている。

　巨きよ大だいな腕うでだ。

　人間の腕？　いいや、猿さるの腕に見える。毛深く筋肉質なその腕に、みるみる恐おそろしい力がこめられて……。

　直後。

　信じがたいことに──車がぐるんと引っくりかえった。
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　死ぬかと思った。

　けれどこちらは腐っても百ひやく戦せん錬れん磨ま──異常を察知した時点で動いている。だが反応が遅れたのが痛かったのか、体調不良が足を引っぱったのか、咄とつ嗟さに車窓をぶち破って逃げるという乱暴な手段を選んでしまった。

　結果、通話中だった携帯電話は手を離はなれ、車は見るも無む惨ざんに大破──私も決して無事ではなく、地面に叩たたきつけられ、しばし痛みと衝しよう撃げきに身動きがとれなくなった。

　外気は凍いてつく冷たさだ。寒さに弱い私にとっては最悪のシチュエーションである。

「何よ……こいつ……」

　私は出血したらしい額を手で押さえつつ、正面を睨にらみつけて愚ぐ痴ちをつぶやいた。

　そこに異様な存在がいる。

　どうやら人間らしい。ただし体格が尋じん常じようではなくでかい。おまけに全身を獣けもののごとき剛ごう毛もうで覆おおわれており、背景の山々も相あい俟まって未み確かく認にん動物の雪男みたいだ。いちおう作業服らしき汚よごれきった衣服をまとっており、顔には猿面を嵌はめている。

　仮面のせいで視界が狭せまいのか、それとも見た目どおりに鈍どん重じゆうなのか、巨漢は私が見事に車内から脱だつ出しゆつしたことに遅おそまきながら気づいて──吼ほえた。

　野や獣じゆうの咆ほう哮こうである。

　そのまま巨漢は信じがたいことに車の両輪を鷲わし摑づかみにし、総重量何トンかも不明なその車を持ちあげた。人間の腕わん力りよくではない。猿面の奥の両目が血走っている。腕に動脈が浮うかんでいる。その非現実的な光景に私が硬こう直ちよくしている隙すきをつき、そのまま巨漢は乗用車を思いっきり投げつけてきた。

　走そう馬ま燈とうのようにゆっくりと、車は円えん弧こを描えがきながらこちらへ降ってくる。さすがに野球ボールのような速度でぶん投げることはできなかったようだが、もちろん悠ゆう長ちように落ちてくるのを待っていたら押しつぶされる。

　私は高熱をだして言うことを聞かない身体からだを叱しつ咤たして、大地を蹴けり、投とう擲てきされた車を回かい避ひした。激しい震しん動どうと衝撃が響ひびき、付近の樹木に積もっていた名な残ごり雪が落ちてくる。巨漢は人間の言葉を発さず、ひたすら獣のように──車を投げたのは挨あい拶さつだったとばかりに全力でこちらに突つっこんできた。

「クッキャァァァァアアアッ！」

　奇き声せいを発して突とつ進しんしてくる巨漢を回避し、よろめいて私は地面にへたりこむ。いけない。本格的に体調が悪い。意識が朦もう朧ろうとしてきた。巨漢は策を講じる知性がないようで猪ちよ突とつ猛もう進しんだが、この調子で攻せめられるといつまでも対応はできない。

　早めに決断し、行動しなくては。

　まず戦って倒たおすか──逃げるか。

　戦うのはリスクが大きい。銃じゆう器きは粉ふん砕さいされた車内に置きっぱなしだし、私のほうもドンパチをやる体力がない。

　ここは逃げるか。

　思いつつ──私は額から流れる血を片手に集め、身構える。目の前では愚おろかにも土手に頭から突っこんでいた巨漢が、ようやく体勢を戻もどしてこちらに向き直ったところだった。体力は無む尽じん蔵ぞうなのか、そのまま敵は小細工抜きでまた突とつ貫かんをかましてくる。

　思考は一いつ瞬しゆん。決断も同じ。油断も躊ちゆう躇ちよも私にはない。

　冷静に、氷のように、最適の手段を摑みとる。

　寄生パラサイ怪造ト・モン生物スター──俗ぞく称しよう、怪かい物ぶつ憑つきという現象がある。

　ジグちゃんや、あの忌いまわしい研究所で育てられていたオロチをはじめとした子供たちは──人工的に、その身体に怪造モン生物スターを埋うめこまれていた。怪物憑きはそれに似ているが、こちらは人工的ではない。いわば病気のようなものだ。

　怪造モン生物スターは、この現界カナイでは人間の《魔ま力りよく》──生命力を吸い、その存在をこの世界に固定してはじめて活動できる。上級と呼ばれる人間と同等の知能をもつ怪造モン生物スターのなかには、その事実を利用し、人間に取り憑いてこの世界に存在しつづけるものがいる。

　人間の身体に、その内臓に、脳に、血液に──侵しん入にゆうし、同化し、その宿主が枯かれ果てて死ぬまで生命力を吸いつづける、いわば寄生虫だ。それが怪物憑き。そうして怪造モン生物スターに取り憑かれた人間は、望むと望まないに拘かかわらず人間から外れた異能を得る。

　私は怪物憑きだ。私の祖母も、父も、先祖代々……ずっと、同じ怪造モン生物スターに生命力を搾さく取しゆされつづけている。今もじわじわと蝕むしばむようにその怪造モン生物スターは私の内側で肥え太り、また宿主である私を死なせないよう本能的に防衛してくれる。

　私の切り札にして、諸もろ刃はの剣つるぎ。

　寄生パラサイ怪造ト・モン生物スター──《氷ヘル雪シヤ舞ーベ姫ツト》。

「──はっ！」

　私は一声高く嘶いななき、片手に集めた自分の血液を迫せまりくる巨漢に投げつけた。本来なら、それは嫌がらせ程度の意味しかない、攻こう撃げきにもなっていない行こう為いだっただろう。

　けれど、私の血液は特別製なのだ。

　氷と雪の女王。氷点下の支配者。私の身体に巣食う怪物の王女。

　血液から内臓、脳から骨こつ髄ずい、皮や髪かみの毛の一本一本まで、私の身体全すべてが彼女の領土にして所有物だ。彼女はそこから税のように生命力を徴ちよう収しゆうし、代わりにその途と方ほうもない戦せん闘とう力によって領土を──私を守護する。

　ただし、戦闘行為には多くの税がいる。
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　だからなるべく私は戦いたくないのだ。比ひ喩ゆでなく──寿じゆ命みようが縮むから。

　だが今は、そんな悠長な心配をしている場合ではない。

「出番よ王女様！」

　私が叫さけぶと同時に血液は瞬間的に凍とう結けつされ、凝ぎよう固こし、私の生命力を含ふくんだ絶対零れい度どの刃やいばとなる。三日月のようにかたちづくられたシャーベット状の血液が、恐るべき鋭えい利りさで巨漢の肌はだを無情に引き裂さく。凍こおらせ、体組織を破は壊かいしてから刃と化した血液で切断しているのだ──尋常ではなくよく斬きれる。

「クギャッ!?　グギャっ!?　フギャァァアアア!?」

　巨漢はもがき、暴れたが、意味はない。その全身から血ち飛沫しぶきを放ち、苦鳴をあげて身み悶もだえるだけだ。最大出力で《氷ヘル雪シヤ舞ーベ姫ツト》の能力を解放すればこの巨漢といわず、不知野の土地全てを氷こおり漬づけにもできるのだが──それをやると間ま違ちがいなく私が死ぬので。

　ちまちま能力を小出しにするしかない。

　ベットできるコインが命しかない博打ばくちなら、私は堅けん実じつに少額で賭かけるのみ。

　白く染まった息を吐はきながら駆かけ、巨漢に肉にく薄はくし、跳ちよう躍やくする。

　そのまま宙に飛び散った巨漢の血飛沫に──堂々と着地。

　瞬間的に凍らせたその血液を足場に、ホップ、ステップ、ジャンプ……くるくる舞まいながら空を走る。舞い落ちた木の葉を、迷いこんだ羽虫を、空中に散らばった微び細さいな塵ちりを、凍らせ足場とし文字どおり飛ぶように駆ける。

　ぐんぐん地上が遠くなる。巨漢が何か吼えているようだが、飛び道具のない彼に空にいる私は攻撃できない。とりあえず──これで安あん泰たいか。巨漢が投擲してきた小石なども便利に凍結して足場とし、私は計画どおり順調に逃げる。

　しかし体調不良のうえ《氷ヘル雪シヤ舞ーベ姫ツト》まで出しゆつ陣じんさせてしまったので、私はもはや限界だった。どこか安全なところに避ひ難なんしなくてはいけない。

「…………？」

　考えつつ、巧たくみに足場をつくって宙を駆けていた私は──ふと気づいた。

　足あし下もと。地上。見下ろせば、何とも狭せま苦くるしい不知野の全ぜん貌ぼう。

　その片かた隅すみ。私の車が停とめてあった方向とは逆の村への入口を、いくつもの車が走っている。見るからに高級そうな黒くろ塗ぬりの車や、これも豪ごう華かなリムジンバス。辺へん鄙ぴな田舎いなか道に似あわないその車の群れは、飴あめに這はい寄る蟻ありのように次から次へと湧わいていた。
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　ぐぎゅるきゅるぐるきゅる。

「…………」

「…………」

「……今の音、何だ？」

「失礼。あたしのお腹なかの音です」

　お腹が空すきました。朝から何も食べていません。あたしは育ち盛ざかりなんです。ご飯食べるのを我が慢まんするのは大の苦手です。それなのに今朝からこっち、名乗りもしない失礼な猿面の男の子につれられて、何やら働かされているんです。

　例の──田舎の村に不似合いな巨大なお屋や敷しきです。

　猿面の男の子（って言うの面めん倒どうくさいので名乗ってほしいですが）によると、寂憐院とかいうこの村の支配者のひとが生活している住居らしいです。男の子はその寂憐院さんの下働きで、この猿のお面は寂憐院の下僕ですよっていう証明みたいなものということ。

　なので、男の子から猿面を渡わたされ、言われるがままに嵌めたあたしも──ほかのひとには男の子と同じ下働きの子供にしか見えないようで、特に気にも留められず屋敷のなかを歩くことができるんです。

　そう。今のあたしは男の子から借りた地味な色の和服に、猿のお面というとても怪あやしい外見です。あたしの赤い髪は目立つから隠かくせと言われましたので、とりあえず結ゆいあげて目立たなくしています。

　そのまま──時間の感覚があやふやですがおそらく数時間、あたしは屋敷でなぜか男の子といっしょに働かされました。意味がわかりません。何やらお屋敷にはどんどんお客様が集まっているようで、今は広間にて宴えん会かいみたいなことをしています。

　彼らは何者なんでしょうね。

　ちらっと屋敷の窓から見えた駐ちゆう車しや場には、えらく豪勢な車が停まっていましたし──偉えらかったりお金持ちだったりする人々なのでしょう。でもそんな彼らがなんで、こんな辺鄙な田舎に集まっているんでしょう？

　気になりましたけれど、男の子に尋たずねても応こたえてくれず、忙いそがしそうな厨ちゆう房ぼうの料理人さんや召めし使つかいさんに言われるがまま料理を運んだりお酌しやくをしたり、片付けをしたり──甲か斐い甲が斐いしく働いてしまったジグちゃんでした。

「ねぇ、いいかげん教えてくださいよ。何が目的なんですか？」

　男の子も仮面を嵌めたまま、あたしといっしょに空のお皿なんかを運んでいます。

　腹の虫を根こん性じようで押さえつけつつ、あたしは少し前を進む男の子に繰くりかえします。

「ねぇってば。無視しないでくださいよ」

「……うるさいな」

　男の子は偉そうに、ぶっきらぼうな調子で応えました。

「今はおとなしく働いておけ。もうじきお役目様の儀ぎ式しきが始まる。そうなれば屋敷は手て薄うすになるし──空井滅作への監かん視しにも手がまわらなくなるはずだ」

「空井滅作？　オッサンがどうかしたんですか？」

　そういえば昨日から顔を見ていません。あのオッサンは変にしぶといのでべつに心配してませんが、何かの危険に巻きこまれているなら──助けてやらないこともありません。

「それに……オヤクメサマの儀式？　オヤクメサマって何ですか？」

「お役目様は」

　猿面の男の子は、そこで初めて感情を覗のぞかせます。

「この不知野を支配する、寂憐院という一族の当主だ」

　けれどその儚はかない気持ちも、すぐに霧む消しようして。

「お役目様は、とある役目を果たすことを代だい償しようとして、この不知野の支配者としての地位を与あたえられている。今日はそのお役目──儀式を行う日なんだ。およそ一ヶ月ごとに開かい催さいされるその儀式に参加するため、あぁやってお客様が全国から集まってくる」

　広間で宴会していた、小こ綺ぎ麗れいな身なりのお客様たち。

　儀式というのが何なのかはまるっきり不明ですが、それを観賞──あるいは参加するため、彼らは遠路はるばるこの不知野へやってきたわけですか。どう考えてもお偉いさんやお金持ちと見てわかる雲の上のひとたちが、どんな催もよおしをすればあんな大量に集まるというのでしょう。何やら胡う散さん臭くさいですが、情報が少なすぎて謎なぞは深まるばかりです。

　胸むな騒さわぎをおぼえ、あたしは息を吞のんでいましたが──。

「ひょい」

　そんなあたしの緊きん張ちようを台無しにするような、吞のん気きな声が聞こえてきました。見ると思わず深刻になって立ち止まっていたあたしのすぐ間近──廊ろう下かに無数に並んだ障子のひとつが開き、室内から誰だれかが顔をだして、手を伸のばしていました。

　その白い指先があたしの運ぶお盆ぼんに触ふれ、そこに載のったままの食べ残し──真っ赤に熟した瑞みず々みずしい苺いちごをつまんで、拾いあげます。

　あたしは啞あ然ぜんとし、その指を目で追って。

　苺が、その果実よりも真っ赤な唇くちびるの隙すき間まに、ぎゅうと押しこまれたのを確かく認にんして。

「すっぱぁい」

　雷かみなりで打たれたように──硬直してしまいました。

　自分でも、理由はわかりません。ただ、幽ゆう霊れいのように気配なく現れたその人物──障子に片手を添そえ、見た目より酸すっぱかったらしい苺に子供みたいに唇を尖とがらせているひとに、言いようのない畏い怖ふをおぼえたんです。

　身体中が痺しびれるように戦せん慄りつし、あたしは髪の毛を逆立てて叫びました。

「──誰ですか!?」

　ほかに尋ねようがありませんでした。

「ん？」

　先行していた猿さる面めんの男の子が、あたしの悲鳴に気づいて振ふりかえり、その歳とし不相応なほどの冷静さからは意外なことに──思いっきり運んでいたお盆を落としました。がらがらがしゃん。騒そう音おんが響き、お皿が砕くだけ、残飯が散らばり、廊下が無む惨ざんに汚よごれます。

「ありゃりゃ」

　ぺっと苺のへたを口から吐き、男の子の失態を眺ながめていた人物は、そこでようやく障子を大きく開いて全身を現しました。

「ごめんね。驚おどろかせちゃったね。うん。たぶん苺が酸っぱかったせいだよ？」

　意味のわからないことを言っている、その人物。

　女のひとでした。否いな、綺き麗れいな女のひとでした。その綺麗さがどこからくるかというと、その浮うき世よ離ばなれした雰ふん囲い気きでしょう。絵画に描えがかれたような、非現実的な存在感。吐と息いきが触れそうなほどちかくにいるのに、そこにいる実感がもてない。

　幽霊みたいな。

　女め神がみみたいな。

　不思議な──女性でした。

　子供のようなあどけない表情。高級そうな、けれど動きにくそうな──人形じみた真っ赤な振り袖そで。若そうな見た目なのに、不自然に色の脱ぬけた髪の毛。

「お、お、お役目様ッ……！」

　猿面の男の子が、腰こしを抜ぬかして廊下にへたりこみ、その呼こ称しようを叫びました。

「……うん？」

　女のひとは動物みたいな無む垢くな瞳ひとみで、あたしを静かに注視しています。

「きみは知らない子だなぁ？　新しい召使いの子かなぁ？　あ、さっきわたしが苺をつまみ食いしたのみんなに秘密にしといてね。お役目の前はご飯食べちゃいけないって決まりなんだぁ。でもお腹なかぺこぺこでさ？」

　気さくに微ほほ笑えみ、彼女は──お役目様は、深々と礼れい儀ぎ正しくお辞儀をしました。

「初めまして。よろしくね、新入りさん。わたしが不知野に棲すまう噓うそ吐つきの一族、寂憐院の当代お役目……寂憐院秘依だよ？」
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　怪かい造ぞう学にはいまだ家いえ柄がらへの信しん仰こうや、世せ襲しゆう制度が当然のように罷まかりとおっている。

　ほとんど古典芸能のように親から子へ、祖先から子孫へ、代を重ね血脈を繫つなぎ技術を錬れん磨まし一芸に特化していく。

　なかには代々、強力な怪造モン生物スターに我が身を差しだし、見返りに力を得ているという──悪あく魔まに魂たましいを売ったような家系もあるという。

　怪造学の才能は遺伝する。不気味なくらいに。無論、親から子へ怪造学の英才教育が施ほどこされるのが一いつ般ぱん的なので、その教育の賜たま物ものなのかもしれないが。

　もちろん称しよう賛さんと栄えい誉よを得た輝かがやかしい家系があれば、狂きよう気きと悪意に彩いろどられた忌いまわしい家系もある。そのなかでも善悪の基準を飛び越こえて──関わるな、と暗あん黙もくの了りよう解かいが広く流る布ふされている家系がみっつある。

　無む城じろ。虚こ島じま。志し田だ桐ぎり。

　三大禁きん忌きなどと謳うたわれているが、それぞれが忌き避ひされている理由には差異がある。

　もっとも有名なのは無城だろう。

　落らく伍ご者の一族。軽けい蔑べつされ冷れい笑しようされる、恥はじさらしの一族。

　そして虚島はより危険である。

　犯罪者の一族。恐きよう怖ふされ憎ぞう悪おされる、邪じや悪あくなる一族。

　そして志田桐だが──。

　どうにもこうにも、僕は詳くわしく知らない。よくわからない、謎多き一族である。その名前はほかの両者、無城と虚島に比べていささか地味で見み劣おとりする。

　何を目的としているのか。どうして禁忌と呼ばれているのか。何もわかっていない。無城のように派手に失敗したわけでも、虚島のように暴れ回るわけでもない。歴史の陰かげに隠れ、特に何もしない。それでも畏おそれられ、疎うとまれている。

　僕は、その志田桐と関かかわることになってしまった。

　目的も忌避される理由も不明な集団、その一員に助力を請こうのも気味が悪いが──この不ふ知じ野ので、僕にはほかに頼たよれるものはいない。

　先任の監視役、志し田だ桐ぎり負おう名なである。

「ここ、だよな」

　独りごちながら、僕は不知野の片隅、先日、教えられた志田桐負名の居住している家に辿たどりついた。彼女はいまだ不知野に留とどまり、監視役の仕事を僕に引き継つぎ、また自らの研究などを行っているらしい。

　──紡つむ路じさんが仕事に慣れるまでは滞たい在ざいするつもりっすよ。研究なんかはどこでもできますしね。いやもちろん、あたしがいて何か不都合があるなら退散しますけど。

　それが負名さんの言い分だった。

　そんなこと言われてすなおに邪じや魔まだから去れ、と告げる胆たん力りよくはない。

　彼女が現在、暮らしているのは僕に与えられたのと同じ、不知野では平均的な一いつ軒けん家やである。その庭を、つい癖くせで眺める。

　きちんと整えられている。ちょっと意外だった。負名さんは、だらしない印象だったから。

　しっかりと管理され、世話をされている。

　僕は扉の呼よび鈴りんを鳴らした。

　ほんの数秒の待ち時間もなく。

「勝手に入ってきていいっすよ。鍵かぎはかかってないっす」

　負名さんの、特とく徴ちよう的な甲かん高だかい声が聞こえてきた。
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　あまり広い建物ではない。

　部屋や廊下を狭苦しくしている最たる理由は、無数の水すい槽そうなどだろう。

　怪造モン生物スターである。無害なちいさい怪造モン生物スターが種類ごとに隔かく離りされ、水槽や、ときには虫むし籠かごに収納されて飼育されている。

　怪造モン生物スターは怪造モンス学者テイストの生命力たる《魔ま力りよく》を供給されつづけることで、この世界──現界カナイに留まる。餌えさなどはこちらのものでも構わない場合が多いし、飼育も可能である。僕の師し匠しようも植物の怪造モン生物スターをたくさん育てていたっけ。

　怪造モンス学者テイストとしては珍めずらしいことではない。その本分は研究なのだ。じっくり腰を据すえて育て、実験の結果を見るのは悪くない方法である。

　そのまま廊下を進むと、同じように水槽だらけの部屋に辿りついた。

　そこに負名さんがいる。

　さすがに自宅なのでいつものスーツ姿ではなく、動きやすそうな軽装だった。きちんとした姿勢で椅い子すに腰かけ、立派な机に向かって何やら書類仕事をしている。近視なのか眼鏡めがねをかけ、真ま面じ目めに働いている姿はいつもの彼女とは別人のようだった。

「ここはお化け屋や敷しきじゃないんすから、遊びにくるなって──うん？」

　そこで初めて僕に視線を向け、負名さんは驚いたように目を丸くした。

「おやおや、なんだ、紡路さんじゃないっすか。あはっ、こいつは失敬。たまに子供がくるんすよ。怪造モン生物スターが珍しいんすかね？　危ないし邪魔だから見かけたら追い散らすんすけど、子供ってめげないっすからねぇ。うざったいっすよ」

　何も聞いていないのに、いつものように饒じよう舌ぜつに語り始める。

　僕はその勢いに面めん食くらいながらも、どうでもいいことを尋ねてみた。

「子供、嫌きらいなんですか？」

「好きでも嫌いでもないっす。邪魔するなら邪魔っす。役にたつなら役にたつっす」

　道どう化けた仕草で彼女は立ちあがり、どぞどぞ、と座ざ布ぶ団とんを差しだしてきた。

「いきなり押しかけてすみません。お忙しいようなら日を改めますが──」

「なになに。ちょうど一息いれようと思ってたところっす」

　負名さんは屈くつ託たくなく微ほほ笑えみ、お茶の準備を始める。

「紡路さんはお酒嫌いでしたね。いや、さすがに昼間っから勧すすめませんけど。お茶でいいっすね？　良いいかんじのお茶っ葉が手に入りましてね、誰だれかに飲ませたいと思ってたんすよ。やぁ、水がいいのか不知野はお酒もお茶も美お味いしいっすよね～」

　よく喋しやべるひとだ。

　会話が苦手な僕としては、当とう惑わくするしかない。こんな自分の口下手なところが嫌いだが、こういうのは直しようがない。はぁ、とか、へぇ、とか相あい槌づちを打ってみる。

　周囲を見回し、話題を探した。

　整理されている。掃そう除じも行き届いていて、床ゆかに埃ほこりもない。

「負名さん、意外ときちんとしてるんですね」

「どういう意味っすか」

　負名さんは苦く笑しようしつつ──お茶を淹いれてくれる。

「ま、いいっすけどね。自分が他人にどういう印象を与えるかは、それなりに理解してるっす。でもね紡路さん、あたしは真面目な女の子っすよ」

　いや女の子って年ねん齢れいじゃないだろう。

「あたしはね、紡路さん、渡わたり鳥のように生きたいんすよ」

　負名さんは得意げに変なことを言い始めた。

「世界を股またにかけて飛びまわってね。でもね、彼らにとってそれは苦労でも何でもない。ただ生きるだけで軽々と大海を渡る。それが渡り鳥。まぁやることは卵を産んで、子孫を残すことだけなんですけど──その姿は、格好いい。彼らはただ、もっとも効率的に動いているだけっすが、翼つばさを広げて海を渡るその生き様は美しい」

　湯飲みを口元に持っていき、お茶を飲み、ぷはぁ、と負名さんは吐息を漏もらした。

「あたしね、通信簿ぼとか学校のテストとか、たいてい満点だったんすよ」

　話題が飛んだ気がした。女のひとの会話にはたまについていけない。

　僕は目を白黒させながら、肩かたをすくめてみた。

「僕は劣れつ等とう生でしたねぇ。いつも追試ばっかりでしたよ」

「へぇ、意外っすね。紡路さんこそ真面目そうじゃないっすか」

　負名さんは何を見ているかわからない、透とう明めいな視線で僕を眺めながら。

「真面目であることは絶望っすよね。上手にやって、きちんと前へ進んで、それでどこへ辿りつくかというと、どこにも到とう着ちやくしないんすよ。ただ次の世代へ丸投げするだけ。バトンパスするだけ。ぐるぐるトラックを回りながら、早く自分の出番が終わるのを待っている。それが人生っす」

　負名さんは雑談と同じ口調で、当たり前のように語った。

　自分に言い聞かせるというより、何も疑っていない、常識を語る口調だった。

「あたしの人生は、使いつぶされる消しよう耗もう品っす」

「そんなこと言うもんじゃないですよ」

　僕は何かが引っかかって、珍しく強気でまくしたてた。

「どんな人生であれ、自分の幸福を追求する権利は、自由は──」

　言い終わらないうちに。

「そんなものは錯さつ覚かくっす」

　負名さんは笑っていた。

「個人的な幸福なんてのは、ぜんぶ怠たい慢まんっす。安楽っていうのは、ちゃんと生きてないってことっす。あたしの人生は充みち満ちているっすよ。消耗し、消費され、消しよう滅めつしても──あたしが使いきられるまでは、あたしはずぅっと満足っす」

　その何も見ていない目で、自分の指先を眺めて。

「紡路さん。個人の幸福だの何だの語っているひとのなかで、実際に幸福なひとはいないっす。自由だ権利だと声こわ高だかに叫さけんでいるひとのなかで、何もかもに満足しているひとはいないっす。個人の幸福を求めるのは、徒労で誤答っす」

　それが彼女の信しん仰こうなのだろうか。

「幸福とは人生の充じゆう実じつっす。それには自意識を放ほう棄きし、個人の幸福なんて怠慢を捨て、常に努める姿勢が必要っす。ひとりはみんなのために。みんなはひとりのために。そんなシステムが完かん璧ぺきに構築された社会こそが天国っす」

　負名さんは不思議そうに首を傾かしげる。

「前から理解できなかったんすよ。どうしてみんな怠なまけたがるのかって。働かずに、休んで眠ねむって、ごろごろして、何もしないで──幸福っすか？　それは空っぽっす。ただの怠慢っす。幸福とは充実っす。人生への奉ほう仕しっす」

　それは彼女にとっては自明の理なのだろう。

「きちんと生きること。それを自覚すること。己おのれを歯車とすること。それを悦よろこびとして受けいれること。それが──幸福なんじゃ、ないっすか？」

　そこで初めて負名さんは、僕の何ともいえない表情に気づいたのだろう。

　慌あわてて、赤面し──力説した己を恥はじるように弁明した。

「す、すみません。何だか紡路さんがね、別れた旦だん那なに似ているもので。あれとも最後は、考えが食いちがって、口論して喧けん嘩かして。……申し訳ない！　どうにもね、あたし自分だけで喋っちゃう癖があるんすよ。他人を気き遣づかえないというか。あっはっは」

　笑ってごまかそうとする負名さんに、ちょっと気になって聞いてみた。

「負名さん、ご結けつ婚こんを？」

「あはは。ゴケッコンなんて大層なもんじゃないっすけど」

　負名さんはよくわからない謙けん遜そんをした。

「まぁ籍せきはいれてませんけど、それらしきことをして、子供もいるっす──今は旦那に取られてて手元にありませんが」

　何だろう。子供の話をしてるのに、どこかモノについて語るようだ。

「ま、いずれこっちに押しつけられるんでしょう。うちの旦那、かなり良いところのお坊ぼつちゃんでしてね。口先だけは立派っすけど、意い気く地じなしっすから」

　嫌けん悪おに満ちた口調だった。

「そのうち泣き言を垂れ流して、子供を捨てるでしょう。まぁそんときは養育費をもらって、あたしがしっかり志田桐の子供に育ててやるっす」

　僕は何となく寒気をおぼえながら、言葉を紡いでいく。それは門外漢から怪造モンス学者テイストになった僕だからこそ、常に疑問に思っていた事こと柄がらだった。

「あなたの子供にも、あなたと同じ道を歩ませるのですか？」

　子供の自由意思は。自分の人生を選ぶ権利は。無限の未来は。

　それらを奪うばい去ることが、親には許されるのか？

「親が用意できるのは、自分と同じ道だけっす」

　負名さんは平然としている。

「そこを進むのも、そこから外れるのも、途と中ちゆうで倒たおれるのも子供しだい。そうっすね──うちの涼すず女めも……」

　涼女。それが子供の名前なのだろうか。

　名前からいって女の子か。

「涼女も、あたしと同じに育てるっすよ」

　あたしと同じ。自分の複製品として、子供を育てる。

「それを涼女が嫌いやがるなら、あたしにはお手上げっす。あたしが失敗したってことっす。ううん、怪造学が。人類の歴史が。構造が、間ま違ちがっていたってことっす。同じシステムを稼か働どうさせるには、同じ部品のみを組みこんで、同じ動きをさせなくちゃいけない。人間の社会というシステムを、できるかぎり『このまま』維い持じしなくちゃいけない。そのためには、子供には天才に、特異点になってもらいたくない。ふつうに。このまま。同じような社会、同じような地球、同じような平安があればいい」

　何も変わらない世界。そのままつづいていく世界。

　それはひとつの理想ではあるのだ。

　だけど──。

「ねぇ紡路さん、あたしは間違ってますか？」

　あぁ負名さん、あなたは哀かなしい。ほんとうに真ま面じ目めだ。間違ってはいない。歪ゆがんでも曲がってもいない。真っ直すぐで美しい。

　だけどそれは、人間の生きかたではない。
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「余計なこと喋っちゃいましたね」

　あっかんべ、と舌をだし、負名さんは苦く笑しようした。

「すいません紡路さん、与よ太た話ばなしに付きあわせちまって。何か聞きたいことがあって会いにきてくれたんすよね？　あなたも、あたしとは別の意味で真面目みたいっすからね」

　そうだった。

　言われてあらためて思いだしたが、僕は彼女に用件があって訪ねたのだった。

　流されやすい自分の性格に嘆たん息そくしつつ、かいつまんであることを相談した。

　先日、出会った寂じやく憐れん院いんの屋敷で働いていた少年から聞いた話。
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　寂憐院の当代お役目、寂憐院秘ひ依よりを助けてくれと依い頼らいされたこと。

　怪造学会から派は遣けんされた監かん視し役として、少年の発言を無視しかねること。

　何らかの犯罪が行われているなら、調査し、解決をしたい気持ちでいること。

「ふぅむ」

　負名さんは目を細め、しばらく黙もつ考こうしていたが──。

「その男の子って、あの猿さるの爺じいさんたちの子供だか孫だかっしょ？」

　そのようなことを言っていた。

「その男の子の噓うそや、根こん拠きよのない発言という可能性は？　父や祖父はその男の子にとって自分が苛いじめられる原因なわけでしょ？　紡路さんに秘依さんを助けてと頼たのんで、実際に秘依さんを不知野から逃にがすなり何なりして、祖父たちの権力を失しつ墜ついさせたいと考えたとか……ちょっと、まわりくどいっすか？」

「あの男の子の真意が何であれ」

　僕は真っ直ぐに負名さんを見つめた。

「彼が苛められているのはほんとうです。僕は彼を助けたい。彼が苛められる理由が不知野の構造にあるなら、それを是ぜ正せいしたい。秘依さんも何らかの苦難に遭あっているなら、もちろん僕が助けます」

「難なん儀ぎな性格っすねぇ。嘴くちばしをつっこんでも面おも白しろい話でもないと思うっすけど」

　呆あきれたように遠くを眺ながめ、負名さんはあまり乗り気ではない態度で語る。

「雉きじも鳴かずば撃うたれまいって言ったっしょ？　ひとの忠告はすなおに聞いてほしいところっすけどね──」

「こういう性しよう分ぶんなんです」

　誰だれかが善意を示さなければいけない。非効率的で幼い、馬鹿げた善意でも。僕が傷ついたとき、僕が欲しかったのはそれだった。

　負名さんはすなおに告げてきた。

「早死にするっすよ」

「構いません。負名さん──不知野のことを教えてください」

「ふぅん」

　負名さんは首を傾かしげ、お茶はどうっすか、と湯飲みを満たしてくれる。

　真しん剣けんだった僕は勢いを削そがれるようで、はぁ、どうも、と会え釈しやくする。

　その様子がおかしかったのか、負名さんは微ほほ笑えんだ。

「ま、おっかないんで協力するとは言えませんが──ある程度は、あたしが教えてあげるっす。あたしは、あんたみたいなのは嫌いじゃないっす。やっぱりね、うちの旦那に似てるっす。紡路さんって可か愛わいいっすね」

　年上の女性に可愛いと言われても面白くはないのだが。

　まぁ冗じよう談だんだったのだろう、負名さんは声を潜ひそめ、神しん妙みような調子で説明してくれた。

「どこまでご存知かわからないっすが、この不知野は寂憐院と呼ばれる一族のために隔かく離りされ、浮うき世よから遠ざけられた秘密の村っす。不知野が、寂憐院がどれくらい昔から存在するのかは寡か聞ぶんにして知りませんが、まぁ少なく見積もって二百年はこの土地にいる旧ふるい一族っすよ」

　二百年。笑い話にはできない数字だ。

「その寂憐院のお役目と呼ばれる当主には、ある役割があるっす。眉まゆ唾つば物っぽい響ひびきっすが、それは未来を視みるっていう役目」

「未来？」

　僕は当惑する。

「視えるんですか、そんなものが？」

「やぁ、そりゃ当然──視えるわけないっすよ」

　負名さんはあっさりと否定した。

「人間にそんな能力はないっす」

「じゃあ噓ってことですか？　それとも占うらないのようなものですか？」

　どうにも釈しやく然ぜんとしない。負名さんは首を振った。

「いやぁ、噓ではないっす。たしかに、寂憐院のお役目が視る未来は正しい。ちょっと反則っすけど、お役目は事実、未来を視ているっす。意味がわからないっすか？　まぁ簡単な話なんすけどね──」

　負名さんの説明によると。

　寂憐院のお役目は、あらかじめ未来のことを詳しよう細さいに決めていくのだという。災害や偶ぐう然ぜんなどの不確定要素も取りこめるような、幅はばと厚みをもった未来を。

　そして、不知野に集まった、この国を支配している人々──それはたとえば偉えらい政治家だったり、財界の黒幕だったり、大だい企き業ぎようの社長だったり、そうそうたる面子メンツである。彼らによって、寂憐院のお役目が提示した未来は、そのとおりに再現される。

　予言を当てる確実な方法は、自分で予言どおりの現象を引き起こすこと。

　それを大規模で──国家レベルで、否いな、世界を巻きこんで行っているのだという。

　荒こう唐とう無む稽けいな話だった。

「馬鹿げています。それに無意味でしょう。そんなことをして何になるんですか？」

「まぁ、そういう感想をもつのも、気持ちはわかるんすけどね」

　負名さんは淡たん々たんとしていた。

「世界の大きさ、複雑さに比べて、人間の脳って低機能なんすよ。味覚聴ちよう覚かく視覚嗅きゆう覚かく触しよつ覚かく、五つしか世界を解かい析せきする装置が組みこまれていない。とてもとても、個人では世界を、真理を、全すべてを把は握あくできないし──未来も演算できない、予想しきれない。だからね、低スペックな人間にあわせて世界を簡略化するんすよ」

「簡略化？　どういう……」

　負名さんは鈍にぶい僕に苛いら立だったりもせず、丁てい寧ねいに語ってくれた。

「だから、未来の可能性を狭せばめるんすよ。何でもありの現実を、将しよう棋ぎくらい厳密に簡略化する。そのなかで、駒こまを動かして争うのは自由。でも殴なぐりあうようなルール違い反はんは禁止。そんな紳しん士し協定を結ぶんすよ」

　現実の簡略化。そのための未来視。

「全ての人間に影えい響きよう力のある、強大な宗教のないこの国では──全員が信じ、前提とする共通のルールがないっす。駒が好き放題に動く将棋なんすよ。だからこそ金将はこう、歩兵はこうという、全員共通のルールを決めなくちゃいけない。ううん、そのルールブックを書く作業が、寂憐院の未来視なんすよ」

　漠ばく然ぜんとした説明だが、おぼろげに理解できなくもない。

「怪造学会が援えん助じよし、怪造モン生物スターや呪じゆ具ぐの補助もあって、寂憐院の当主はみんなが幸せになれる『最善の未来』を視て、書き記し、伝えてくれるっす。そんな彼女の語った未来のとおりに、それをそのまま現実にするために、全員が努力する」

　負名さんは面おも白しろそうに笑った。

「まぁ言っちゃアレっすけど、将来に何もないなら勉強しないっすけど、二週間後に試験があると決められてたら誰でもやるじゃないっすか？　追試とか、落第とか、そういう罰ばつ則そくを決めていればなおのこと。その規則を守らなければこの国から、世界から弾はじかれ、失格者となる。そういう条件に基もとづいた、未来視というか予告っすね──」

　この国の大いなる闇やみを覗のぞき見る心地ここちだった。

　否、自覚がなかっただけで、僕はこの国で暮らすかぎり、その闇のなかだ。

「あたしには理解しがたいっすけど、人間は何がなんでも怠けたがる生き物っすからね。でも全員が怠けると、働かないと、集団が、構造が、国家が世界が──破は綻たんするんすよ。だから、それを防ぐための規則が、縛いましめと戒いましめが必要なんす」

　その言葉に嘲あざけりも怒いかりもない。ただ異質だった。負名さんは他ひ人と事ごとのように人間を語った。たぶん彼女には、規則など不要なのだろう。何も言わなくても努力する。彼女は真ま面じ目めだから。

「人間は馬鹿で愚おろかでわがままっす。でも曲がりなりにもこうして発展したのは、法律という規則があったからっす。人間よりも上位の約束事があってこそ、あるいは信しん仰こうが、常識があってこそ、人間っていうどうしようもない生き物は社会生活を営めるんすよ。何も束そく縛ばくがない、義務がない、完全な自由なら──人間は全員、疲つかれた飽あきた怠だるい面めん倒どうだと寝ねてばかりの豚ぶたっす」

　上位からの命令。

　その言葉に、ひとつの記き憶おくが呼び覚まされる。

　そういえば──ただの噂うわさ話ばなしだが、志田桐という家系は、それこそ『上位の命令』という概がい念ねんそのもののような、ある至高の存在を追い求めていると聞いたことがある。

　負名さんの、この口ぶり。この考えかたの根幹は、もしかして。

「負名さん、志田桐が魔ま王おうの研究をしているというのは──ほんとうですか？」

「…………」

　流りゆう暢ちように喋しやべっていた負名さんが、ちょっとだけ言葉に詰つまった。

「油断できないひとっすね。もしかして今日はそれを聞きにきたんすか？」

「い、いえ。そういうわけでは──」

　慌あわてている僕に、負名さんは悪戯いたずらっぽく笑った。

「魔王なんて、正気で研究する馬鹿はいないっすよ」

　その言葉に安あん堵どする。

　魔王。それは限りなく遠い隣となりの世界、虚界アンダカを支配する絶対者。

　名前のとおり異世界の王であり、神である存在だ。無論、その存在は確かく認にんされていない。そんなものがいるかもしれない、という考えがあるだけで、魔王はその尻尾しつぽすらも見せたことがない。

　魔王は虚界アンダカの支配者にして虚界アンダカそのもの。虚界アンダカの全てを手中にする魔王には、全ての怪造モン生物スターが従う。虚界アンダカの全てを知り、解き明かすのが目的の怪造学は、魔王を発見し操あやつることができれば達成されるといっても過言ではない。

　怪造モン生物スターたちの上位存在。

　怪造学を終わらせる、究極の怪造モン生物スター。

　そんな便利な存在を夢想するのは、それこそ怠たい慢まんなのだろう。

　僕はそう思い、負名さんへの疑いを解きかけていたのだが──。

「でもまぁ。仰おつしやるとおり、志田桐は魔王の研究をしてるっす」

　彼女のその一言で凍こおりつく。

　負名さんを見ると、やはり当たり前のようにお茶を飲んでいた。

　だが、その視線は鋭く、こちらを見み据すえている。

　負名さんはあっさりと白状した。

「むかぁし昔の志田桐がね、考えたんすよ──あらゆる怪造モン生物スターの王、それを見つけ、支配することが怪造学を究きわめるいちばん効率のいい方法だってね。あたしもそう思うっす。枝葉の細かい怪造モン生物スターなんかいくら調べても徒労っす。摑つかむなら本命、ど真ん中」

「魔王……なんか、いるのですか？　存在するんですか？」

　僕は泡あわを食って尋たずねたが、負名さんは「さぁ」と曖あい昧まいに首を傾かしげた。

「魔王の研究は怪造学会に禁止されてるっす。紡路さんには、あたしを逮たい捕ほする権利があるっす。でもそこまで神経質に魔王の研究を禁止する怪造学会の態度が、ちょいと怪あやしいとは思いませんかね？　あたしは、魔王が実在する可能性は高いと思ってるっす」

「き、禁きん忌きなんですよ。どうしてそんな研究を？」

「『どうして』は怠慢っす」

　またその言葉だ。

「人間の命は読んで字の如ごとく、儚はかないっす。人生は夢のように短い。『どうして』なんて理由探しをしているうちに、ぜんぶ終わっちゃうっす。それはね、怠なまける理由を探しているだけっす。もっとほかに幸福があるはずだ、何か楽しみがあるはずだって、そうやって言い訳して面倒なことを、一生懸けん命めいな時間を遠ざけているだけっす」

　三大禁忌。志田桐の末まつ裔えいは──。

　ただ冷れい淡たんに、機械のように、宣言した。

「『考える』っていう行こう為いには、ちっとも脳を使わないらしいっすね。楽な労働なんすよ。世界を何も変えられない。誰だれの共感も得られない。どうして、どうして、何かほかに、何かほかに、そう考えて怠けている人間には……生きている価値がない」

　僕には、負名さんが理解できない。

　反論をしたいし、受けいれられないけれど、彼女は間違ってはいないのだ。

　真っ直すぐすぎるだけだ。

　ちゃんと生きているだけなのに。

「あたしはね、自分の行為について考えたことがないっす。これが正しいと、これを成じよう就じゆさせろと、先祖から受け継つがれたものを、あたしのできるかぎりで高く掲かかげて、次の世代に受け渡わたす。それがあたしの人生っす。充じゆう実じつして、幸福っすよ。何か問題があるっすか？　あたしは間ま違ちがっているっすか？　紡路さん、何か言いたいことはあるっすか？」

「負名さん、あなたの旦だん那なが──あなたと別れた理由がわかる気がします」

　僕は吐はき捨てた。

「あなたの人生は価値があるだけで無意味です。あなたは可か哀わい想そうです」

「こちらの台詞せりふっす。みんな可哀想っすよ」

「あなたは怪かい物ぶつです」

「いいえ。あたしは歯車っす」
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　あたしは目がまわりそうでした。

「急がなくちゃ。急がなくちゃ。ほらもう、しっかり洗ってよぉ。身を清め浮うき世よから遊ゆう離りし神聖なるお役目を執とり行う──って習わしなんだからさぁ」

　急ぐなら自分でやればいいのに。

　あたしは目に染しみる泡あわだらけの視界で、ぼんやり霞かすむ女性の肢し体たいを見つめ、額に汗あせしつつ手て拭ぬぐいを動かしておりました。

　綺き麗れいな女のひとです。

　うちの宇う宙つ木きちゃんも顔立ちは整っていますが、その美び貌ぼうは怖こわくてどこか他人を遠ざける原因になっています。でもこの女のひと──寂じやく憐れん院いん秘ひ依よりと名乗ったひとは、その愛らしい笑え顔がおでみんなを惹ひきつけます。宇宙木ちゃんが月なら、秘依さんは太陽。それなら、あたしは、えぇっと……地球とか？

「ぼうっとするな」

　肩かたにちいさなお猿さんをのせた男の子が、仮面を嵌はめたままこちらを睨にらんでいます。秘依さんが現れてから妙みようにこのひと殺気だっていますが、何でしょうねまったく。

「んーっ、お終しまいお終いっ。急がなきゃ儀ぎ式しきに遅おくれちゃう！」

　秘依さんが手を叩たたき、お風ふ呂ろ場ばから脱だつ衣い場へ。自分では何もしない秘依さんの身体からだを拭ふき、服を着せてあげます。た、大変です。

「よぉし。準備万ばん端たん。ご苦労様」

　和装になった秘依さんは袖そでの下に手をつっこみ、あたしと男の子の掌てのひらに何かを握にぎりこませてくれました。見ると飴あめ玉だまでした。

「儀式のとき、退たい屈くつになったら舐なめるのね。かなり長い儀式だからね」

　言いながら頭を撫なでてくれます。何でしょう。お母さん、というかんじです。

　しかし──。

　あたしはあらためて、秘依さんを眺ながめます。

　寂憐院秘依。聞いたことがありました。うちのオッサンがよく電話で会話していた、お嫁よめさんの名前。お嫁さん。胸がもやもやします。

　考えているうちに、脱衣場の扉が音をたてて開きました。

　あたしは跳とびあがるように驚おどろきます。

「お役目様、こちらにいらっしゃいましたか」

　それはよく似た、双ふた子ごみたいなお爺じいさんでした。

　しわくちゃで瘦やせ細った手足。やはり猿さるのお面をかぶっています。

　あたしの横で、男の子がぎゅっと拳こぶしを握りしめたのがわかりました。

「間もなく未来視の儀式が始まります」

「ご準備を、お役目様」

　交こう互ごに語る老人に手を引かれ、秘依さんは歩いていきます。

　足音が遠ざかっていきます。

　最後、曲がり角の向こうに進むとき。

　老人のうちひとりが、秘依さんの生白い手首に何かの注射を打ちこみました。

「……秘依様」

　男の子が悲痛な声をあげたので、その手を握り、あたしは秘依さんたちを追いかけました。何かがおかしい。何か嫌いやです。この不ふ知じ野のは──。

　あの虚こ島じまの研究所と同じ、陰いん謀ぼうと血の臭においがします。
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　祭り囃ばや子しが聞こえる。

　その剽ひよう軽きんな旋せん律りつに誘いざなわれるように、私──宇宙木氷ひ蜜みつは浅い眠ねむりから目覚めた。

　鈍にぶい頭痛を堪こらえ、身を起こす。

「おや、お目覚めっすか」

　数秒も間を空けず、吞のん気きな声が聞こえてきた。

　周りを眺める。

　旅館だろうか、きちんとした畳たたみ敷じきの和室だ。柔やわらかな布ふ団とんに寝ねかされている。

「だいぶお疲れのようっすね。大だい丈じよう夫ぶっすか？」

　私の枕まくら元もとに、見覚えのある女が気配なく正座していた。

「あんた──」

　私はその名前を思いだすのに数秒をかけ、それから寒気とともに吐き捨てた。

「志し田だ桐ぎり負おう名な」

　桃もも色いろの短たん髪ぱつ。黒と白の羽飾かざり。きちんとしたスーツ姿が和室に似合わない、それは資料で確かく認にんした、そして私自身も面識のある警けい戒かいすべき相手だった。

　情報屋──〝赤あか鼻はな〟の警告を思いだす。

　不知野で、何かとんでもないものが怪かい造ぞうされようとしている。

　志田桐負名に気をつけろ。

　そう忠告された相手が目の前にいるのだ、のんびり世間話などできるわけもなく、私は身構えて負名の笑顔を睨みつけた。負名はというとそんな私をちょっと意外そうに眺めてから、糸目をさらに細くして唇くちびるを歪ゆがめた。

「いやいや、しかし──困るんすよね、宇宙木先せん輩ぱい」

　それほど親しくないのに、気安く語りかけてくる。

「滅めつ作さく先輩を追いかけてきたんすか？　良くないなぁ、あんたらは栄はえある怪造学会の執しつ行こう部ぶ第一班だ──不知野にだけ構っていて大丈夫なんすか？　あんたの町の治安はどこの誰だれが守ってくれるんすか？」

　痛いところを突ついてくるが、ここで怯ひるむわけにはいかない。

　必要だと思ったから追いかけてきたのだ。うちの馬鹿上司をね。

「見み魔ま坂さかは、非常勤の連中を召しよう集しゆうして通常業務をさせているわよ」

　そのへんに抜ぬかりはない。

「それよりも今は不知野よ、不知野」

　私はいまだに高温を発している額に手を当て、熱っぽい吐と息いきを漏もらしてぼやいた。

「……いったい何がどうなってるわけ？　いきなり襲おそわれたわよ？」

「体調悪そうっすね、宇宙木さん」

　負名はこちらの詰きつ問もんにも動じたふうではなく、飄ひよう々ひようと笑った。

「寝てたほうがいいっすよ？」

「うちの上司はどこよ。合流して説明してもらうわ。ぜんぶね」

「さぁ」

　一いつ瞬しゆんだけ、負名の瞳ひとみに獰どう猛もうな色が宿った。

　その色には不快という名前がついていた。

「滅作先輩は出かけてるっすよ」

「どこに」

「さぁ。祭りの見学でもしてるんじゃないっすか？」

　埒らちがあかない。

　私は思いっきり自らの頰ほおを叩いて気合をいれると、豪ごう快かいに立ちあがった。

「捜さがしにいくわ。まさか止めないわよね？」

「あっ、宇宙木先輩……」

　踵きびすを返し、和室の障子を開いて退室する。背後から負名の舌打ちが聞こえた気がした。嫌な不安をおぼえ、私は早足に歩いていく。貧ひん相そうな宿屋だ。木製の階段。宿帳が置かれた居酒屋も兼けん業ぎようらしい一階には、顔色の悪い村人たちが集まっていた。

　その横を通過し、いまだ粉雪が舞まう外へ。

　村は祭りの真っ最中だった。

　朽くちた山村という印象が強い不知野の景観には、どこか馴な染じまない原色の屋台や、幟のぼり。あちこち飾かざりつけられているが、それがなおさら立ち並ぶ民家の汚よごれを引き立ててしまう。道行くものにも笑え顔がおがなく、どこか死後の世界に迷いこんだようだった。

　人気の多いほうを選んで歩く。

　不知野には不ふ釣つりあいな、巨きよ大だいな屋や敷しきが見えた。

「もうじき儀式が始まるっすよ」

　人混みの多さに前へ進めなくなり、立ち往生していると、不意に背後から声がかけられた。振ふりかえるまでもない。負名が追いかけてきたのだ。彼女は当たり前のように私の横へ並ぶと、綿わた飴あめをひとつ差しだしてきた。

「食べるっすか？」

「結構よ。それより儀式って？」

　つっけんどんに応こたえると、負名は肩をすくめて説明してくれた。

「宇宙木先輩が不知野についてどこまで知っているかはわかりませんが、そもそもここは怪造学の歴史よりもなお古くからある特別な村でしてね──寂憐院のお役目様に、全国から集まってきたお歴々がご託たく宣せんをいただく、という儀式が飽あきもせずにずうっと行われているっす」

「ご託宣？」

　何だそれは。

「説明するより見たほうが早いっすね──」

　ここでは人目がある。負名も特に危ない言動は見せず、和なごやかに前を示した。

　人々が注視する先。屋敷の高い塀へいの向こうで、ひときわ華はなやかな色しき彩さいが動いた気がした。村人たちは黙だまってそれを見つめている。近づくことも許されない。近づきすぎても塀が邪じや魔まで見えない。ここが私たちに許された、その儀式とやらの観賞席だ。

「そろそろ登場するっすよ」

　話には聞いている。

「不知野に棲すまう忌いまわしい一族、寂憐院の当代お役目が」
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　未来視の儀式は粛しゆく々しゆくと執とり行われました。

　これがまた長いうえに単調な儀式で、最初のうちはわりと興味深く拝見していたのですが、集中力の足りないあたしはすぐに飽きて注意が散さん漫まんになっていました。あたりをきょろきょろ見回し、ふわぁ、と欠伸あくびをしてみたり。

　寂憐院の屋敷を背景に控ひかえた、不知野の中央にある広場です。そこは今や人々でごったがえしていました。村中から集まってきたのでしょう、粗そ末まつな身なりの村人たちが、あたしのように眠そうな気配もなくじっと儀式を凝ぎよう視ししています。

　ただ村人たちは遠巻きに眺めているだけで、広場を埋うめているのはほとんど彼らとは別種の人々です。高級車で不知野に乗りつけたその連中は身なりも立派で、なかにはＴＶで見たような国のお偉えらいさんもいます。

「あ、あれ！　あのひと知ってます！」

「いいから黙って見てろ」

　有名人を見つけるたびに騒さわいでいたら、猿面の男の子から叱しかられました。

　あたしたちがいる場所は、今まさに、寂憐院の当代お役目──寂憐院秘依さんが儀式を行っている、その舞ぶ台たいの袖そでです。集まった民衆からは見えない位置ですね。下働きの子供（という役目を与あたえられた）のあたしとしては、秘依さんに何かがあったら飛びだして対処するのが役目です。

　ふわぁ、とまた欠伸。

　目元をごしごし擦こすり、舞台を眺めます。もうだいぶ見飽きましたが。

　秘依さんはさきほどまでの和やかな雰ふん囲い気きはどこへやったのか、厳粛に身み支じ度たくを調ととのえ威い風ふう堂どう々どうたる立ち振る舞いです。銀糸で刺し繡しゆうをされた豪ごう華かな和服に、冠かんむり。何やら手には玉たま串ぐしというのでしょうか、不思議な道具を持っています。

　そんな彼女のもとに、ひとりずつ、お偉いさんが舞台の階段を上って近づいていきます。秘依さんは挨あい拶さつもなく、ちいさな声で祝詞のりとを読みあげ、巻物を手て渡わたします。これも高価そうな模様が目立つ、かなり大きめの巻物です。

　お偉いさんはその巻物を受け取り、代わりにお花とか包装された箱とか、貢みつぎ物ものを渡して去っていく──というのが一連の流れのようです。それが延々と、もしや数日にわたって行われる儀式なのではあるまいな、と思うくらい緩かん慢まんに進んでいきます。

　飽きましたぁ。

　帰ってＴＶ見ちゃだめですかぁ。

　大欠伸をすると、また猿面の男の子に後頭部を叩かれました。

「こら。真ま面じ目めにやれ」

「真面目にも何も。それに欠伸しても仮面で隠かくれるんだから大丈夫でしょう」

「隠れるからいいとかそういう問題じゃない。心構えがたいせつなんだ」

　男の子にお説教されます。うるさいなぁ。

　機き嫌げんを損そこねつつ、ぼんやり参列しているお客様などを眺めます。代わり映ばえのしない見た目のものが多いなか、ひとり──覚えのある人物を発見します。あたしは視力がかなりいいのです。目を凝こらすと、それは宇宙木ちゃんだとわかりました。

　長くて綺き麗れいな髪かみが目立つ、秀しゆう麗れいな立ち姿。

　あたしは思わず自己主張しようと、舞台の袖から飛びだしかけましたが──。

「こらっ」

　男の子に襟えり首くびを摑つかまれ、ぐえ、と妙みような声をあげ引き留められます。

　気もそぞろになっているあたしに嘆たん息そくし、男の子が肩かたをすくめました。

「仕方ない。ちょっと早いが、おまえはもう我が慢まんできないみたいだからな。そろそろ行動を始めるぞ」

「ほへ？」

　何のことですか。

　あたしは首を傾かしげ、腕うでを無意味に振り回しました。

「わかりました！　この単調な儀ぎ式しきに飛びこんで暴れ回り、ひとときのエンターテインメントをくれてやるのですね！　お代は貴様らの命である！」

「黙れ。忘れんな。そんな真ま似ねをしたら俺がおまえを殺す」

　仮面の奥から睨にらまれました。この子、怖こわい！

　びびっていると、男の子はあたしの手を取り、こっそりと舞台袖の奥から離り脱だつしました。屋敷は目と鼻の先です。舞台はこの時期だけに建てられるもののようで、こういう裏側のつくりは意外とぞんざいです。抜けだす隙すき間まはいくらでもあるのでした。

　あたしは慌あわて、男の子についていきながら赤面します。

「おぉっ、ふたり抜けだしてお祭りで遊ぶのですね!?　望むところですよ！　お、おおっ、お姉さんが仕方なく相手をしてあげますよ！　勘かん違ちがいしないでくださいね！」

「おまえもう喋しやべんな。遊んでいる暇ひまはない」

　怒おこられました。

「空すかい井い滅めつ作さくを助けるんだろうが」

　男の子は声を忍しのばせ、寂憐院の屋敷へ向かいます。

　おぉ、そうでした。オッサン捜さがさないと。

「不知野の人間全すべてが儀式に注目している今が好機なんだ。空井滅作が幽ゆう閉へいされている牢ろう屋やの場所はわかっている──突とつ入にゆうして、逃にがすぞ。あとは癪しやくだが、滅作がうまく動いてくれれば、秘依様を助けだしてくれるかも……」

　あんまりオッサンに期待しないほうがいいと思うんですがねぇ。

　まぁ、あんな退たい屈くつな儀式にずぅっと従事しなくちゃいけない秘依さんを、助けてあげなくちゃ──っていうのは、同意してもいいですよ。ええ。
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　昔の夢を見ていた。

　俺がまだ輝かがやいていたころ。

　俺の人生が、幸せと活力に満ち溢あふれていたころ。

　寂憐院秘依と出会ったころ。

　当時の俺は、何も見えていなかった。

　ずいぶんと周りの連中には苦労をかけたことだろう。

　俺は自分の成功と悦えつ楽らくのことばかりを考えていた。そういう意味では一いつ般ぱん的な怪造モンス学者テイストだったんだろう。ほんのちょっと他人とちがうことができるだけで、己おのれを素す晴ばらしいもんだと思いこんで、調子に乗っていた。

　成功するのが偉いのだ。お金を儲もうけて褒ほめられて。それが幸福なのだ。邪魔するやつは蹴けり飛ばす。文句があるなら叩たたきつぶしてやる。若気の至りといえばそれまでなんだが、まぁ薄うすっぺらい人生だったよ。

　だから、あいつと出会ったときは驚いた。

　寂憐院秘依。

　彼女は特別だった。人間は、生きているかぎり穢けがれていく。垢あかと罪を身体からだにこびりつかせ、無む惨ざんに生き存ながらえる汚きたないものに成りさがる。赤あかん坊ぼうのままではいられない。だけど秘依は、当時、真っ白だった。

　何年前だったか。

　出世街かい道どうとしてはかなり恵めぐまれているのだが、俺は寂憐院の監かん視し役になった。

　まぁ監視なんてのは建前だけで、研究なりなんなりする片手間に何かあったら対応するだけでいいと、俺は弁わきまえていた。そのあたり、自分では要領のいいやつだと思っていた。

　秘依と初めて会ったときも、俺は不知野のちかくにある町で遊び歩いていた。あんな娯ご楽らくも何もない村にずっといたら気分が腐くさる。俺は若かったんだ。

　今でも胸を張って言える。俺は幸せだったんだ。そのまま同じように生きていられたら、棺かん桶おけに納まるまで何不自由なく薔ば薇ら色いろの人生を送れたんだろうさ。

　でも、出会ってしまった。

　天使に。

　あるいは穢れなき悪あく魔まに。

　そのとき、俺は町中にあるファストフード店にて、まぁ味も素っ気もないようなハンバーガーでも食べていたんだっけか。ちかくで見つけた格好いいバイクをどうやって安値で買えるかとか、そんなことを考えていたんだと思う。

　硝子ガラス張りの、外が見える座席でポテトを嚙かみしめていると──その正面、道路で、激しい物音がした。事故かよ。飯食ってる最中に屍し体たいとか見るのはやだな、と思った。

　猫ねこが車に轢ひかれたようだ。まぁ可か哀わい想そうだが、よくあること。

　何かの本で読んだが、人間は基本的に性しよう悪わるにできている。

　橋の欄らん干かんに立ち、今にも飛び降りようとしているやつがいたとする──それを見た人間が発する言葉は、「馬鹿なことはやめろ」でも「命をたいせつにしろ」でもなく「早く飛び降りろ！」だというのが統計学的な常識である。

　善良な人間なんかいない。正直者が馬鹿を見るのだ。

　諦てい念ねんでもなく、俺は当たり前の事実としてそう考えていたのだが。

　轢かれた猫が目の前にばら撒まかれて、とても食事をつづける気分ではいられなくなったので──俺は溜ため息いきをつき、食いかけのものをまとめてゴミ箱に放ほうりこんだ。

　そのときだ。

　もちろん誰だれも近づかず、轢いた車すらも足早に去っていって──放置された猫の死し骸がいに、歩み寄る人物がいた。それが秘依だった。

　彼女は綺麗だった。今でも夢に見る。俺が見たことのない、神話の美女みたいな女性だった。俺は一ひと目め惚ぼれをした。そんな気持ちは初めてだった。猫を抱だきあげ、それなりに近代的な町中には不似合いな和服を血で染め、彼女は啞あ然ぜんとしている俺を眺ながめて──。

　微ほほ笑えんだ。

　艶えん然ぜんと。

　無む邪じや気きに。

「あなた──」

　そしてゴミ箱に手をかけたまま硬こう直ちよくしている俺に、硝子越ごしに声をかけたのだ。

「これも捨ててくださる？」

　手には死んだばかりの猫がぶらさげられていた。

　変な女！
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　変な女──寂憐院秘依は、さすがに猫ちゃんをゴミ箱に捨てるのは寝ね覚ざめが悪いし、墓でもつくろうぜ、ちかくに空き地があるんだ、と誘さそう俺を疑いもせずにのこのこついてきた。大事そうに猫の死骸を抱きしめ、胸から下を流れる血で汚よごして。

　俺は妙な女だなぁ、でも可か愛わいいなぁ、とか無む駄だなことを考えつつ──言葉のとおり、ファストフード店のちかくにある空き地へと案内した。

　こんな綺麗な姉ちゃんが警けい戒かいもなくついてくるわけがないと思ったが、秘依はぜんぜん何も考えていない顔で案内されるがままだった。あたりをきょろきょろ見回していた。あれはお忍びで遊びにきた彼女が、寂憐院の追っ手がいないか気をつけていたのか。

　警戒する対象がちがうだろ。

　初対面の男を丸飲みで信じるなよ。

　びっくりするほど浮うき世よ離ばなれした女だった。秘依は空き地に辿たどりついたあとも何をしたらいいかわからなかったようで、しきりに首を傾かしげていた。

　そんな彼女にお墓というものの概がい念ねんから、日本人の死生観にまで一席ぶつことになった俺は、間ま違ちがいなく不幸だった。記き憶おく喪そう失しつとか、何かの病気ではないかと疑ったくらいだ。何せ轢き殺された猫をゴミ箱に捨てようとする女だからな。

　でもそんな時間も、俺には苦ではなかった。この変な女に、すっかり魅みせられていた。安直に、目前の快楽のみを追いかけて生きていた俺にとって、彼女は──寂憐院秘依は、花火のように鮮せん烈れつな謎なぞそのものだった。

　秘依は俺の話をとても興味深そうに聞いて、空き地にしゃがみこむと、白い指が汚れるのも構わずに穴を掘ほり始めた。残ざん酷こくな女かと思ったが、彼女はただ知らなかっただけなのだ。お墓というものを。死という断絶を。彼女は無知なだけで、誰よりも優やさしい、それこそ天使のような慈じ悲ひの心を持っていた。

　轢き殺された猫に手を伸のばしたのは、彼女だけだったではないか。

　そんな秘依が理解できなかった俺は──ひたすら困こん惑わくしていた。こいつは何なのだろう。無視して去ってもよかったが、とてもそんな気にはならなかった。彼女のことが知りたい。もっと喋っていたい。俺はたぶん惚れていたんだ。その相手が、まさか寂憐院のお役目だとは夢にも思わなかった。不知野の屋や敷しきに監視役として挨拶にでも行っていればよかったんだろうが、当時の俺は、そういう礼れい儀ぎを馬鹿らしいと思っていたから。

　この出会いが、幸か不幸かは俺にもわからない。

　彼女と出会い、恋こいをすることで、俺は間違いなく人生を踏ふみ外したわけだし。

「できた」
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　秘依は血と泥どろに汚れた顔で、俺を振ふりかえった。

「これで完成？」

「墓石でも置いてやれ。あと何かの板とかに猫の名前を──知ってる？　名前」

「知ってるわけないよ」

　秘依はにこにこ笑っていた。

「わたしの猫じゃないもん」

「知らない猫相手に、よくそこまで親切にできるよな」

「親切って言葉はわからないけど」

　無邪気に。鮮烈に。美しく。

「あのまま置いておいたら、もう猫だってわからないくらい何度も轢かれちゃうじゃない──それは、酷ひどいことでしょう？　服は汚れても洗えばいいけど、身体が引き裂さかれたら取り戻もどせないんだよ。それは可か哀わい想そうだと思った。可哀想って言葉であってる？」

　そして変な女は、それがたいせつなことだというように。

　しっかり拳こぶしを握にぎりしめ、戸と惑まどう俺に力説した。

「それにね、わたし──見ているだけには、懲こり懲ごりなの！」
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　幸せな時代の残ざん滓しみたいな夢から醒さめて、目を開くと、鉄てつ格ごう子しが見える。遠くから祭り囃ばや子し。どうも、寝ねちまったみたいだな。儀式はもう始まってんのか。

　俺は痛めつけられた身体で、寂憐院の牢ろう獄ごくに監かん禁きんされていた。

　この程度で──いいか、馬鹿な俺への、罰ばつは。うん。そろそろ、動くか。

　秘依ちゃん。

　俺も、見ているだけには、懲り懲りだよ。

　おまえの気持ちの百万分の一でも、理解できたとは思えないけど。もう充じゆう分ぶんだ。おまえはもう、他人の不幸な未来まで見つづける、その腐れ仕事を辞やめてもいい。

「《迷路カオス王コア》」

　ちいさく呼びかけると、俺の服の下に隠かくれていた黒い粘ねん液えき──俺の相棒、《迷路カオス王コア》が飛びだし、縦じゆう横おう無む尽じんに走りまわって俺を縛いましめていた鎖くさりや枷かせを切断した。俺はしっかり寝たので体力も充分、機き敏びんに立ちあがって柔じゆう軟なん運動をする。

　しゅるしゅると俺の手首に絡からみつき、珍めずらしく《迷路カオス王コア》が喋った。

「……もうちょっと早く呼びだしなさいよ……ぼこぼこに殴なぐられてさ、あんたが殺されるかと思ったじゃない……まぁ……いいけど──死んでも、まぁ……」
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　相変わらず鬱うつ々うつとした口調だった。これでも昔よりはよく喋るようになったんだが。

　ちなみに言語を解する怪造モン生物スターは意外と多い。《迷路カオス王コア》もその一種である。因いん縁ねん深い不知野に向かって何もないわけがないから、俺があらかじめ声をかけて、ふだんは怪造学会本部にて隠されているこいつを仕込んでおいたのだ。

「行動するには、敵さんを油断させる必要があったからな」

　俺は不敵に笑った。

「ここまで痛めつけられても何もしなかったんだ、連中、俺におまえという隠し球があるなんてこと想像もしねぇぞ。今は儀式の最中だし、屋敷も手て薄うすのはずだ──行動するには、打ってつけだぜ。痛いてて、ちょっと殴られすぎて気分悪いけど」

「……自分への罰のつもり？　自じ虐ぎやく的なのは嫌きらいじゃないわ……」

《迷路カオス王コア》が陰いん湿しつに笑う。

　長い付きあいだ、命令をしないでも《迷路カオス王コア》は俺の気持ちに応こたえてくれる。怪造モンス学者テイストと怪造モン生物スターはある程度、テレパシーみたいな声なき共感によって思考を共有できるって学説もあるらしい。ほとんど我が身の一部のように動いてくれる。

　牢屋の鉄格子を切り裂き、静かに脱ぬけだす。屋敷の警護が手薄とはいえ、完全に無人ではないだろう。警戒するに越こしたことはない。今は国家のお偉えらいさんも多く集まってるしな──警備は厳重なはずだ。目立った真ま似ねはなるべく避さけたい。

　そう思っていた矢先だった。

「おりゃあ！」

　元気のいい声とともに、扉とびらが開いて見慣れた三つ編みが飛び跳はねる。

「助けにきましたよオッサン！　正義の味方ジグちゃん参上！」

　うわぁ。

「あれ？」

　ジグちゃんは牢屋を見張っていたのだろう、武装した猿さる面めんの男を両手にぶらさげ、呆あつ気けなく放ほうり捨て失神させ、こちらを眺めると何度か瞬まばたきをした。

「なんだ、オッサン自分で脱だつ出しゆつしてるじゃないですか。これは慌あわてて助けにこなくても良かったかもしれませんね──って、ボロボロだしこのひと！」

　心配そうに近づいてくる。俺は予想もしない事態だったので、当とう惑わくして言葉がでない。どうしたもんかなぁ。宇宙木ちゃんがいっしょならまとめて説教して帰れと言うところだが、彼女の姿が見えない。別行動してんのか？　状じよう況きようがわからん。

「おまえが空井滅作か」

　ジグちゃんの後ろから、恐おそる恐る、という動きで猿面の男の子が現れる。どうも寂憐院の屋敷にいる連中は猿面を嵌はめるしきたりみたいなので、彼もそっち側だろう。いや、ジグちゃんもよく見ると猿面を首にぶらさげているし、うん、事情がよくわからん。

「安心してください、この子は味方です！」

「…………」

　俺は頰ほおを搔かき、とりあえず彼らについてはあとで考えることにする。

　ジグちゃん乱入という不測の事態があったものの、俺のやることは変わらない。

　国家のお偉いさんが集まっている今、下手な騒さわぎを起こすと俺個人の問題ではなく、怪造学会に迷めい惑わくをかける可能性もあるが──裏を返せば、寂憐院の連中もそう好き勝手な真似はできないはずだ。

「うーん……」

　ジグちゃんが困ったように俺を見てくる。

「オッサン助けることしか考えてなかったから、何をどうすればいいのかさっぱりです。外に宇宙木ちゃんいるの見かけたから、とりあえず合流しますか？」

「いや、その前に」

　吞のん気きなジグちゃんには悪いが、ちょっとやることがあってな。

「屋敷が手薄な今のうちに、調べておきたい場所があるんだが──」

　語りかけたのを遮さえぎって、猿面の男の子が気色ばんで胸むなぐらを摑つかんでくる。

「おい！　そんなのはどうでもいい！　秘依様を早く助けろ！」

　俺はその勢いに戸惑いつつ、彼の頭をぽんぽんと叩たたいた。

「秘依のそばには、たぶんあのデカブツがいる──」

　身長三メートル近い猿面の巨きよ漢かんである。

《迷路カオス王コア》の補助があれば倒たおすのは容易たやすいと思うが、戦せん闘とうにでも巻きこんで秘依が怪け我がをしたら最悪だ。あいつは自分を守れるような技術も体力もない。

「だから、隙すきを狙ねらって秘依だけ攫さらう必要がある。それには準備が要いるんだよ。ただ捕つかまえて逃にげればいいってもんでもねぇし。安心しろ、ちゃんと考えてるからよ」

　俺の言葉に納なつ得とくはしていないようだが、とりあえず男の子は黙だまる。

　何なのかねこの子供は。よくわからんが、まぁ放置しておいても問題ないだろ。

「とにかく、おまえたちも俺といっしょにこい。単独行動されて騒ぎを起こされても困る。まずは屋敷の地下に向かうぞ。牢屋につれてこられるときに、当たりはつけておいた。運が良ければ、秘依を傀かい儡らいにして悪事を巡めぐらせる馬鹿どもを一いち網もう打だ尽じんにする──その決定打になりうる証しよう拠こが手に入るかもしれん」

　反応したのは男の子だった。

「何だそれは？　爺じいちゃんたち、やっぱり何か秘依様に悪いことをしているのか!?」

「おう」

　俺は勢いよく顔を近づけてくる男の子に戸惑いつつ、深々と溜ため息いきをついた。

「誰だれがそそのかしたんだか知らねぇが、連中、怪造学を利用してとんでもない陰いん謀ぼうを巡らせてやがる。怪造学は、寂憐院にとっては禁きん忌きのはずなんだがな──世話役の爺さんたちにそんなのは関係ねぇ。やつら、ろくでもないものを目覚めさせようとしてるぞ」

　もちろん、それは俺の妄もう想そうでも、根こん拠きよのない疑いでもない。

　俺にその陰謀を教えてくれたものがいる。

「それが事実なら、悪くすれば──怪造学の歴史は今日でお終しまいだ」

　不知野で惨ざん殺さつされた怪造モンス学者テイスト、紡つむ路じ非あら罪つみが。

　殺される直前に、不知野に遺のこしたいくつものメッセージがある。彼が育てた植物に。彼が暮らした建物に。彼の死し骸がいそのものに。

　いっしょに事件を調査した志田桐は、それを読みとれなかったようだが。俺は気づいた。知った。受けとった。紡路が遺したものを。彼の遺志と、祈いのりを。

　最後まで正義を貫つらぬき、不知野の闇やみに吞のまれて果てた若き怪造モンス学者テイスト。

　紡路よ。おまえには何もしてやれなかった、ろくでもない先せん輩ぱいだが。

　おまえの遺志は受けとった。

　雉きじも鳴かずば撃うたれまいが、鳴かなきゃ仲間に危機を伝えられない。

　おまえが守ろうとしたもの──不ふ肖しよう、この俺が受け継ついだ。
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　私は、複雑な気持ちとともに儀ぎ式しきを眺ながめていた。

「ふん」

　舌打ちをし、寂憐院のお役目様とやらを爪つま先さきから脳天まで何度も観察する。

　あれがうちの上司のお嫁よめさんね。

　足あし踏ぶみをし、苛いら々いらと儀式を見守っていた私だが──ふと気づいた。私がいるのは儀式を見守る村人たちがつくった環わのなかである。さきほどまでは縁えん日にちみたいな雰ふん囲い気きで、それなりに喧けん噪そうがあったのに。今は静かだった。

　私は寒気をおぼえ、周囲を見回した。

　愕がく然ぜんとする。

　私を取り囲む村人たちが、全員、こちらを注視している。意思のない、白はく濁だくした目つきで。手に手に物ぶつ騒そうな刃は物ものを携たずさえ、微び動どうだにせずに。

　私は儀式の舞ぶ台たいから目を離はなし、油断なく腕うでを組んで身構えた。

　明らかに正常な状態ではない。さっきも巨きよ大だいな猿みたいな男に襲おそわれたところだし、すでに何らかの非常事態が発生している可能性が高い。ジグちゃんやうちの上司と合流して、対処を──って、そんな余よ裕ゆうあるかしら。

　何が起きているの……？

「おとなしくしているなら、危害は加えないっすよ──宇宙木先輩」

　静かな声が響ひびいた。

　そうだ。私の隣となりには、志田桐負名がいたのだった。動物みたいに。鳥みたいに。人間らしさが希き薄はくというか、気配のない女だ。よく喋しやべるやつだから、黙っているだけで存在を忘れそうになる。しかし、今の発言は。

　私は手を伸ばせば触ふれられる位置にいる負名を、静かに見み据すえる。

「あんた、何かしたの？」

〝赤鼻〟の忠告を思いだす。

　咄とつ嗟さに銃じゆうを取りだし、威い嚇かくのために向けてみたが、遅おそすぎた。

「おっとっと」

　刹せつ那な、負名が宙に浮うかぶ。否いな、地下にあらかじめ怪造モン生物スターを仕込んでいたのだ。ぐにゃぐにゃと折れ曲がる桃もも色いろの棒。そう表現するしかない奇き妙みような怪造モン生物スターだった。負名はその変へん幻げん自じ在ざいの棒に器用に腰こしかけ、運ばれ、私の頭上で足を組む。

　細い樹木に留まった、異形の鳥──そんな連想が頭に思い浮かぶ。

　即そく座ざに村人たちが包囲を狭せばめてきて、私の身動きは制限される。周りを取り囲まれたのは痛い。どこから攻こう撃げきされるかわからなくて、負名ばかりに気を回せない。

「喧けん嘩かはやめましょうや。宇宙木先輩とはまともに戦いたくないっす。宇宙木の家系に宿る雪と氷の女王、その武勇伝はうちんところまで届いてるっすよ」

「私を家名で呼ぶんじゃないわよ」

　私の険悪な言葉に、負名は舌をだし──おちょくるように笑った。

「あっはっは。怖こわい怖い。でも勘かん違ちがいしないでください、あたしと宇宙木先輩には対立する理由はないっすよ。銃を仕し舞まってください。同じ怪造学を志す同どう胞ほうじゃないっすか」

　白々しい。

「それに、今さら何をしても遅いっす──」

　負名が、悠ゆう然ぜんと舞台を指さした。

　ごちゃついた舞台に、見覚えのない何かが引きずりだされている。運んでいるのは、私を襲った猿面の巨漢だ。そばには、双ふた子ごのような老人もいる。

　寂憐院当代、秘依が不思議そうに何か呼びかけた。遠くて声は聞こえない。

　老人たちは取りあわず、運んできたものを衆人に見せつけるような位置へ置いた。

　それは棺かん桶おけに見えた。

　銀色の豪ごう奢しやな意い匠しようが目立つ、どこか禍まが々まがしい雰囲気の柩ひつぎ。

　血が騒ぐ。否、私の身体からだに宿った──雪と氷の女王が、恐きよう怖ふか歓かん喜きか、得体のしれない感情にさざめいている。

　あの棺桶に納まっているものが何であれ。

　それはたぶん、この世にあってはならないものだ。

「桃もも太た郎ろうっていう御お伽とぎ噺ばなし、ご存知ですよね」

　負名が愉たのしそうに、奇妙なことを語った。

「あの話、あたしにはどうしても……理解できないところがありましてね。どうして桃太郎と、そのお供の猿と犬と雉は、鬼おにから奪うばいかえした宝を、自分だけのものにしなかったのかって。あたしなら、そうっすね──たとえ、ともに戦った仲間たちを殺してでも……自分のものにする」

　その言葉と同時に。

「さぁ、金銀財宝か、魑ち魅み魍もう魎りようか──つづらの中身は、何でしょう？」

　棺桶の蓋ふたが。

　内側から、開いた。
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『紡つむ路じ非あら罪つみ。聞こえているか？』

「はい。聞こえていますよ──総長」

　因習渦うず巻まく不ふ知じ野のの、監かん視し役である僕に与あたえられた住居。

　僕は怪かい造ぞう学会から支給された通信機を耳に当て、寒さだけではない震ふるえを必死に抑おさえこんでいた。

　会話するだけで、えらく消しよう耗もうする。

　何せ相手は怪造学会を率いる首しゆ魁かいにして正体不明の総長、本名も見た目も僕のような下したっ端ぱは知らない、怪造学を志すものには神に等しい存在なのだから。

　表向きには姿を見せず、けれどたしかに君臨する支配者。

　それは怪造学そのものだ。歴史であり、組織であり、中ちゆう核かくだ。僕のような末まつ端たんの構成員が、どうして傲ごう慢まんに振ふる舞まえるというのだろう。

　だが今は吞まれることなく、強く心を律しなくては。

　僕はたぶん、この途と方ほうもない存在に、背そむこうとしているのだから。

『体調でも悪いのか、紡路非罪』

　名前を呼ばれるだけでも萎い縮しゆくする。

「あ。いえ。体調が悪いというか……」

　煮にえきらない返答になるのも仕方がない。

　余裕がないのだ。

　僕は汗あせを拭ぬぐい、周囲を見回した。調度を何も置いていない、四畳じよう間まほどの空間である。床ゆかなどを汚よごさないよう白いシーツをあらかじめ敷しいている。そこに上半身裸はだかで、僕は胡座あぐらをかいている。

　床に置いてあるのは各種の呪じゆ具ぐと、特別に調合した土が収まったプランター。試験管とフラスコには液体。配置された呪具と機械には半はん透とう明めいの管が接続され、そこを血液と薬液が循じゆん環かんしている。光をまとっているのは、アンダカストーンと呼ばれる虚界アンダカとの接続点となりうる石を用いて製造された如じよ雨う露ろで、そこに含ふくまれた液体ともども淡あわく光っている。

　そんな諸もろ々もろの器具を玩具おもちやのように周囲に配置して、僕は脂あぶら汗あせを浮かべていた。右みぎ肩かたは上じよう腕わんのあたりで切断されており、止血もそこそこにいくつもの管を繫つなぎ、致ち死し量に至らない程度に血液を抽ちゆう出しゆつしている。自ら切りとった右みぎ腕うでは薬液で溶とかしいくつかの試験管に分配、骨は砕くだいてプランター内の肥料とした。

　僕は通信機の向こうの総長に気取られないよう、最後の調整を終えて機械の電源をいれる。静かに作動音が響き、あらかじめ決めておいた手順に従い自動的に怪造が実行される。僕がすることは最低限。呪具と呪文をちいさく行使し、細心の注意を払はらって怪造を実行。

　プランター内に輝かがやきが集中し、この世にあらざる生命が芽め吹ぶく。血の色をした若芽が萌もえてみるみる生長し、瑞みず々みずしい茎くきを揺ゆらし、葉を茂しげらせる。最後には花が咲さいた。向日葵ひまわりに似た、けれど地球に存在するどんな種類とも異なる花弁。自ら踊おどるみたいに茎をくねらせ、涙なみだを落とすようにしていくつもの種を零こぼす。

　僕の師事した人物は植物系の怪造モン生物スターを専門としている。植物の怪造モン生物スターは手間のわりに実入りも少なく、派手さにも欠けるのであまり好まれない。せいぜいほかの怪造モン生物スターの餌えさとして飼料が研究されているくらいだろう。だが僕は魔ま法ほうのように花を咲かせる師し匠しように憧あこがれた。

　ひとつひとつ計算し、積み重ね、ちいさな成果を得る。そんな彼みたいになりたいと思った。大きな成功はなくてもいい。精せい一いつ杯ぱいに花咲いて、育つかもわからない種子を蒔まく。

　誰だれも傷つけずに。裏切らずに。自然のままに。

　生命力の溢あふれる、健康的な美しさの。

　僕は花に憧れた。無む惨ざんに散り、あるいは踏ふみつぶされることのほうが多い道だと、教え諭さとされ、理解しながらも。そして師に裏切られ、それを身を以もつて知りながらも。

　肉を土ど壌じようとし、血を養分とした花が咲く。

　この花の種を、不知野に蒔こう。

　地味で目立たなくても、誰にも顧かえりみられなくても、心あるひとには届く。そんな種子を残すことが、僕にできる精一杯だ。そして未来の誰かの、些さ細さいな手助けとして活いきればいい。花の役割はその程度。せめて誰かが気づいてくれれば報むくわれる。

　作業を終え、止血をしながら、僕は通信機に耳を当てる。

「怪造学会総長が、この僕なんかに何の用です？」

『紡路よ。これは警告である』

　その声こわ音ねからは感情が読みとれない。金属のようだ。

『世間話をするつもりはない。役目のため、一刻の猶ゆう予よも許されぬこの俺が──怪造学会総長が、自ら警告を与える。その重みを理解するがいい。あえて褒ほめよう、紡路非罪。俺を動かす程度には、おまえは有能か、あるいは愚おろかだったようだ。どちらも才能である。多少、おまえを見くびっていた。俺もつくづく見る目がない』

　脅おどしも諧かい謔ぎやくもない、ある意味、とてもすなおな語り口だった。

『紡路よ、不知野から帰ってこい』

　単刀直入に。

『そこで起きている全すべてのことを放置し、何もせずに帰き還かんせよ。これは警告であり、命令である。正直、邪じや魔まだ。同様に、惜おしいのだ。そこで行われていることに気づく程度には有能なおまえを、不知野の闇に巻きこませて喪うしなうのは残念である』

「あなたは──」

　僕はさすがに声がうわずるのを抑えられなかった。

「不知野で何が起きているか、知っていて……それでも何もせずに──」

『黙もく認にんしている』

　語ご尾びを掬すくって、総長は淡たん々たんと語る。

『無論、事態の危険度は承知している。だがそれは受ける利益に比して些細なものだ。怪造学の、そして俺の求めるものは唯ゆい一いつ──虚界アンダカの詳しよう細さいであり、怪造学の前進であり、人類の勝利であり、魔王の死だ』

　魔王という言葉に、心臓が凍こおりつきそうになる。

　そこまで理解していながら、なおも傍ぼう観かんするつもりなのか。

「魔王が怪造されたら、何が起きるか……世界が、危険なんですよ!?」

『早はや合が点てんするな。小こ童わつぱが軽々しく世界などと。そこまで深刻な話ではないぞ』

　総長は僕の激げき怒どなど無視し、静かに語りつづけた。

『魔王が怪造されるかどうかは不明だ。むしろ今回は、せいぜいがその輪りん郭かくを浮かびあがらせる程度のものだろう。そしてその成果は、俺にとって喉のどから手がでるほど欲しいものだ。魔王の実体に肉にく薄はくし、触れられる方法などが編みだされれば、そこに攻撃を加える手段も自おのずと判明する。怪造学にとって、それは前進だ』

　悪魔のように。あるいは、人類など意にも介かいさぬ神のように。

『不知野が滅ほろぼうが何人死のうが関係ない。優先されるのは怪造学だ』

　人間の外にいる異質なもののように、その声は断絶の向こうから響いてきた。

『何が起きようとも対応する準備はできている。おまえが必死に止めようとしている事態だが、それは実際に発生してもらわねば俺が困る。何も起きなければ、それこそ損失で、失敗だ。経けい緯いを観察し考察し解かい析せきし技術として研けん磨まする。それぞ学問である』

「誰かが死んで得られる成果なんて──」

『うむ。そういう言葉は聞き飽あきたぞ』

　総長はまるで動じない。

『目の前の百人の人間を救うために、未来の一万人を殺すのがおまえの正義か。そんな甘っちょろい偽ぎ善ぜんは踏みつぶす。おまえの自己満足に付きあう余裕はない。意味もない』

　論破しようというより、まるで聞き分けのない子供を諭すような口調だった。

『おまえの専門は植物だったな。ならば常識だろう。美しい芽を生長させるためには、余計な雑草や、養分を無む駄だに浪ろう費ひする弱いものを摘つむ必要がある。それを哀あわれと思って惜しんでいれば、待っているのは全体の破は滅めつだ。間引きは必要なのだ。全体のために残ざん酷こくになれないものは、ほんとうの意味での悪だ。聞こえのいい綺き麗れい事でしかない道徳や倫りん理りは、全てを腐くさらせる毒だ』

「総長は、不知野のことを放置するつもりなんですね？」

『最初からそう言っている』

「不知野は滅びますよ？」

『地球が滅ぶわけでもないだろう』

「たくさん死にますよ？」

『そうだな。そこにいるかぎり、おまえも死ぬ』

「不知野には、国の支配者層が何人も集まります。否いな、人数が多く集まったときこそ巨きよ大だいな怪造モン生物スターは怪造しやすい──偉い人じんたちが、たくさん犠ぎ牲せいになりますよ？」

『ごっこ遊びに興じる老人たちが何人死のうと、国も世界も変わらんよ』

　その一いつ瞬しゆんだけ、彼の声に感情らしきものがよぎった。

『くだらぬ人間のくせに国や世界を動かしていると勘違いし、遊興にふけるだけのどぶ鼠ねずみどもなど、まとめて死ぬのがお似合いだろう。不知野は、滅ぶのがいい。紡路非罪よ、俺は神ではないし、おまえのような正義漢でもない。否、おまえのように自責と自じ罰ばつによがるマゾヒストではない』

　むしろ懐なつかしそうに、総長は侮ぶ蔑べつの言葉を口にした。

『他人のために損益を被こうむるなどまっぴらごめんだ』

　僕はむしろ哀かなしくなった。

　総長のような圧あつ倒とう的な存在すらも、自分のことしか考える余よ裕ゆうがないなんて。

　だけど、僕は絶望には負けない。何も得られないかもしれないけど、希望を抱いだいて生き抜ぬいてやる。最さい期ごの一瞬まで。すぐに散る花のように。その一瞬だけは、僕は自分自身を誇ほこれる人間になれる。尊敬した師のように。わかりあえた友のように。

「総長、あなたを軽蔑する。あなたは自分のことしか考えられない、利己的な生き物だ。子供だ。誰だれからも愛されず、何も得られずに死ぬだろう」

『そんなことを言われたのは二回目だな』

　総長は笑った。

『俺のことをそこまで見み抜ぬくものは、もう二度と現れないと思っていたが。そうか、では紡路よ──他人のことだけ考えて、他人のために生きるがいい。俺は絶望して生きるしかないが、おまえはそれ以下だ。俺が愛した最初で最後の、あの女のように』

「総長」

　これだけは言っておこう。

「僕が七回目の任務で殺した犯罪者の怪造モンス学者テイストは、僕の師匠だった人物でした」

『うむ。あいつも他人のことばかり考えている男だった。おまえに優ゆう秀しゆうな怪造学会の手て駒ごまになってもらうため、おまえの心残りだった人物をその手で殺させた。おまえには哀れだと思ったが、それは効率的な方法だと判断した』

「彼は笑え顔がおで死にました。しっかりと家族を守って、満足して僕に殺されました。僕も笑顔で死ぬでしょう。そしてあなたは、生しよう涯がいそんなふうに笑うことはできない。総長、あなたを助けたいけれど、あなたはそれを望まないでしょうね──僕の言葉に、ちょっとでも傷つきましたか？」

『ああ。師を殺させた俺には、充じゆう分ぶんな復ふく讐しゆうが果たせたな。さらばだ紡路。友になれるかもしれなかった、俺が踏みつぶした雑草よ』
















　　　[image: ]




「すん。すん。すん」

　さっきからジグちゃんが小動物みたいな仕草をしていやがる。

　床に手をつき、板目にそって鼻を動かして匂においを嗅かいで。手を伸のばしては何かを拾い、また壁かべなどから抉えぐりとって口のなかに放ほうりこんでいる。

「こりっ。こりりっ。こりんっ」

　我が家の近所のペットショップで売られているハムスターが、ちょうどこういう行動をしていたなぁ、と俺は思った。仮にも人間の女の子なので、その姿は食べさせていない子供のようで、いちおう保護者である俺としては肩かた身みが狭せまい。

「なぁジグちゃん、さっきから何を食べてんだ？」

「…………え？」

　ジグちゃんは口元に手を当て、こりこりこりっ、と咀そ嚼しやく音を響ひびかせていた。

「何のことですか？」

　きょとんとしている。

　無意識の行動なのか。

「……面おも白しろい子ね……」

　不意に、俺の手と同化した《迷路カオス王コア》が陰いん気きな声をあげた。いつもはそう決めたら意地でも喋しやべらないやつなのだが、珍めずらしく饒じよう舌ぜつである。

「ほんとうに……動物みたいな子だわ……うふふ……嵐あらしがきそうだから、栄養を蓄たくわえているのね……うふふふ……」

「栄養？」

　俺にはよくわからなかったが、とりあえず社会常識として叱しかっておく。

「とにかく、ジグちゃん。拾い食いはやめとけな」

「いいえ……必要なことよ……」

　なぜか応こたえたのは《迷路カオス王コア》だった。口調は真ま面じ目めである。

「かなり嗅きゆう覚かくが発達してるわね……アタシじゃ見つけるのは無理だわ……怪造モン生物スター探知機の代わりをさせられてるって話、眉まゆ唾つばかと思っていたけど……納なつ得とくだわ……とにかく、無駄に拾い食いしてるわけじゃないみたいだから……まぁ……うん………」

　コミュニケーションに難のあるやつだが、こいつの怪かい造ぞう学関連の知識は信しん頼らいしていい。

　その発言の内容から推理し、俺も合が点てんがいって頷うなずいた。

「もしかして、紡つむ路じが遺のこした怪造モン生物スターの種子を食ってるのか？」

　紡つむ路じ非あら罪つみ。

　不ふ知じ野ので惨ざん殺さつされたあの怪造モンス学者テイストは、あとから不知野を訪おとずれる俺のようなもののために、自分の調べたこと──その思考や純じゆん粋すいな情報を種子のかたちで結けつ晶しようさせていたのだ。

　それを、ジグちゃんはひょいひょい拾っては食べている。

「あたしのことは、ともかく──」

　ようやく人間らしい二足歩行を思いだしたか、ひょこりと身体からだを起こしてジグちゃんがこちらを見てきた。こりこりこりっ、とまだ種子を頰ほおばっている。

「オッサン、そろそろ状じよう況きようを説明してくれませんか？　あたし正直、何も知らないんですけど……。何か妙みような事態なのはわかりますし、落ちつきません」

　まぁ、そうだろうな。

　仕方ねぇか。今さら帰れっつっても聞かないだろうしな。

「巻きこんじまうのも気が引けるが……。いいや、ジグちゃん。おまえも仲間だからな、事情を説明しないのも不義理ってもんだろう」

「………うふふ……あの空すかい井い滅めつ作さくがお優やさしくなったものね………」

「ジグちゃん、こいつ食っていいぞ」

「わぁい♪」

　いちいち不ふ愉ゆ快かいなことを言う《迷路カオス王コア》をジグちゃんに与あたえてみた。

　相棒の悲鳴をＢＧＭに、俺はかいつまんであれこれ語る。

　この不知野の成立にいたる過程や、その特とく殊しゆ性について。

　国の未来をつくっている偉人たちのために、あらかじめ未来を決めておく儀ぎ式しき。

　そのために選ばれた未来視の一族、寂じやく憐れん院いん。

　その寂憐院を保護し、また儀式を執とり行うための不知野。

　そんな寂憐院や不知野に、怪造学が関かかわっている。

「未来視っつってもてきとうに喋っているわけじゃなく、寂憐院の『お役目』と呼ばれる人物には怪造学的な処置が施ほどこされる」

　他ひ人と事ごとのように語っているが、俺もあまり内心は穏おだやかではない。

「誰だれかの利益は誰かの損失になる。誰かの幸福は誰かの不幸になる。だからこそ、誰もが納得できる未来をつくるのはいかにも難しい。膨ぼう大だいな量の情報を咀嚼し、またいくつもの可能性を演算し、最適かつ最良な『最善の未来』を創造するため、『お役目』は頭脳や精神を弄いじくられ、未来視のために特化させられている」

　秘ひ依よりをはじめとした寂憐院のお役目が、精神的に未熟だったり、錯さく乱らんし壊こわれたりしやすいのは、その処置が要因となっていることが多い。代々、寂憐院のお役目は短命である。

「おまえらが秘依様を……！」

　猿さる面めんの少年が叫さけび、俺の胸むなぐらを摑つかんでくる。

　俺は振ふり払はらうのも面めん倒どうだったので、されるがまま。いちおう教えておいてやる。

「怒おこるのも当然だが、俺を殴なぐってもしょうがねぇんだよ。寂憐院と怪造学の関係は公平で、その行こう為いは取り引きの材料だ。怪造学会は寂憐院の未来視を補ほ佐さすることで国の偉人たちとの繫つながりを得て、また恩を売り権益を得る。寂憐院も怪造学の技術によって未来視の異能を得て、この不知野での地位を保っている。その関係を断たちきっても、システムが崩ほう壊かいしてどちらも不幸になるだけだ」

　もちろん、若い少年にそんな理り屈くつは受けいれられない。

　全体を見ることのないその青い感性は、俺にはむしろ羨うらやましい。

　だが俺はもう、この少年のようには振る舞まえない。

　真っ直すぐな純情は、枯かれ果てて腐っちまった。

「怪造学と寂憐院は持ちつ持たれつ。だが裏切られると損失しかないから、怪造学会は不知野に監かん視し役を派は遣けんしている。両者の関係が破は綻たんしないかどうかのお目付役だな。昔は俺もその監視役だった。そして紡路非罪も──そう」

　俺が覚えている紡路の顔は、損そん壊かいされた彼の屍し体たいの写真である。

　友人だったわけではない。だがあんな無む惨ざんに死ぬことはないよなぁ、とは思う。

「紡路とは俺も面識があるが、あれは曲がったことが大だい嫌きらいな真面目で純情なやつだった。だからこそ、見過ごせなかったんだろうな──この不知野で何かの陰いん謀ぼうを嗅ぎあてて、危険を顧みずに追求して、死んだ」

「何かを嗅ぎあてたって……」

　また鼻を動かして種子を拾い、齧かじりつきながらジグちゃんが尋たずねてきた。

「何をですか？」

「それを今、具体的に調べてるんだよ」

　ジグちゃんの口元に指を添そえて、俺は嘆たん息そくする。

「今ジグちゃんがもりもり食ってる種子は紡路が遺のこしたもので、そこには怪造学的に処理された情報ヒントがインプットされている。あまり情報量もないし、陰謀を巡めぐらせている側に察せられて証しよう拠こ隠いん滅めつでもされたら困るからか、わりと複雑で曖あい昧まいだ。詳細と、たしかな証しよう拠こを得るには種子の情報を道しるべにして、俺たちが直じかに調べるしかねぇんだよ」

「この種子って」

　ジグちゃんがあらためて目を丸くし、青ざめた。

「あ、あ、あたしが食べてるこれですか？　飲みこんじゃいましたけど？」

「うん。まぁ、大だい丈じよう夫ぶだろう。どれかひとつが欠けたらだめってもんでもない」

　暗い、奥まった場所にある階段を下りて、俺は厳重に封ふう鎖さされた扉の前に立つ。

　種子の情報によると、ここで何がしかの邪じや悪あくなことが行われていたようだが──。
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　不思議な部屋だった。

　まるで墓地のようだ。何かの遺い跡せきのようですらある。薄うす暗ぐらいのでどこまで奥行きがあるかは不明だが、かなり広い部屋だと推測できる。

　石造りだ。屋や敷しきは和風なのに、ここのみ西洋的だ。明らかにあとから増築されたという雰ふん囲い気きである。壁も床ゆかも天てん井じようも全すべて不気味な灰色の石で、空気は粉っぽい。封鎖されてから時間が経たっているようだ。

　見えるのは安置された大量の棺かん桶おけ。寂憐院一族の墓は外にあるはずだが、ならばこれはいったい何なのだろうか。あちこちに作業台らしきものが置かれ、そこには不気味な呪じゆ具ぐが置かれている。試験管など、実験器具も目立った。

　匂いを嗅いだりの調査はジグちゃんに任せ、機械の端たん末まつを見つけたので弄いじってみる。

「血の臭においがしますねぇ」

　あっけらかんと、ジグちゃんが囁ささやいた。

　怖こわがりなのか、お化け屋敷みたいにジグちゃんに引っついている猿面の少年が、びくっと背筋を震ふるわせた。俺は端末に残っていた記録を調べ、ひとつの結論を得る。

「紡路はここで殺されたようだな」

「あ、血の跡あとを発見」

　しゃがみこみ、血ち腥なまぐさいことにはまるで抵てい抗こうのないジグちゃんが、部屋の隅すみっこに歩いていく。

　すんすん鼻を動かし、やっぱり無む邪じや気きに。

「うん、たしかに拾い食いした種子と同じ臭いがしますねぇ。ここで殺されたんですね。かなり血がでたみたいですねぇ。屍体は、ありませんが──」

「紡路の屍体が発見されたのは村の端はじっこ。屋敷のなかじゃねぇ」

　俺は思案し、滔とう々とうと意見を述べる。

「殺されたあと、屍体は移動した。この場所に放置するのはまずいと見て、誰だれかが運んだんだな……目もく撃げきもされずに？」

　寂憐院の屋敷は村の中心だ。働いているものも多いし、彼ら全ての目を盗ぬすんで屍体なんて目立つもんを運うん搬ぱんするのは無理だ。紡路の行動は予想外のものだったはず。その処理には手間取っただろう。

　紡路を殺した犯人は、この屋敷では何をやっても許される、そんな立場のものか。

　紡路が遺した種子や、端末の記録、志し田だ桐ぎりとともにした調査の内容、あらかじめ〝赤あか鼻はな〟に依い頼らいして買いとった情報などを組みあわせ──俺はひとつの結論を得る。

「不知野の寂憐院と怪造学会には強い結びつきがある。それは未来視の儀式を核かくとした国への発言力と権力、そのほかの利益だ。怪造学の処理を受け、確実な未来視を可能とした寂憐院のお役目──その立場は安あん泰たいだが、それは未来視が彼らにしか不可能な異能だからだ」

　言葉を並べながら、考えをまとめていく。

「要は寂憐院が独どく占せんしている未来視という異能を、自分も行使できるようになればいい。犯人はそう考えたんだろう。目的は単純に、寂憐院が得ている利益を自分のものにすること。よくある金銭欲や名めい誉よ欲よくだろうな。目的を叶かなえるためには、異能を行使する寂憐院を排はい斥せきし、代わりに己おのれが未来視の異能を得ればいい」

　推理とも呼べない。すなおな推測である。

「だが一いつ般ぱん人には辿たどりつけない、得られない異能だからこその寂憐院の特権だ。けれどそれは怪造学という技術体系によって支えられたもの。たとえば誰かが寂憐院の権益を羨む犯人に、怪造学の技術や知識を提供したら？」

　怪造学という基き盤ばんを得れば、未来視の異能は再現可能。

　純粋な利益を求めるものたちに、怪造学という餌えさをちらつかせて接近し、この不知野で何かをしたものがいる。そいつこそが真犯人だ。だがそいつの目的がわからない。

「怪造学の技術提供を受けた『犯人』──寂憐院の地位を簒さん奪だつし、利益を得ようとした存在はたぶん、あの猿の老人たちだろうな」

「やっぱり爺じいちゃんたちが悪いのか!?」

　猿の少年が鼻白んだ。

　どうも猿の老人たちとは他人ではないという口調だが、ややこしいので放置。

「俺は昔に監視役として不知野へきたことがある。そのときは、あの爺さんたちは怪造学のかの字も知らない、まったくの素人しろうとだった。それはたしかだ。だが再会した連中は、明らかに怪造学のものと思おぼしき技術で俺を攻こう撃げきしてきた」

　温泉でのことだ。妖あやしく輝かがやき、巨きよ大だいな腕うでが生えてきた怪かい奇き現象。あれは怪造学の成せる業わざだった。あの人間離ばなれした巨大な猿や、虚うつろな目をした村人たちも怪あやしいな。

　明らかに老人たちは、怪造学による技術提供を受けていた。

　それを元に自分たちの権益を増加させ、不知野での地位を向上させていた。

「なるほど」

　猿の少年が、俺の説明を聞いて唸うなった。

「どうりで変だと思った。急に偉えらそうになったもんな、爺ちゃんたち──それに、くそっ、どこまで強ごう欲よくなんだ！　糞くそどもが！」

　棺桶を蹴け飛とばしている。

　拳こぶしを握にぎりしめ、たぶん涙なみだすら浮うかべ、少年は憤いきどおっていた。

「おい、空井滅作！　今すぐ爺ちゃんたちをどうにかしろ！　あいつら、未来視の異能すら得るつもりなんだろ!?　未来視ができるようになったら、秘依様が邪じや魔まになる──秘依様が危害を加えられる！　爺ちゃんたちは残ざん酷こくなんだ！」

「わかってる。事態を放置するつもりはねぇよ」

　俺は端末から必要な情報を抽ちゆう出しゆつし、保存して取りだしながら。

「おまえの怒りは正しい。だがな、少年──こう考えたらどうだ？　不知野の権益なんか爺さんたちにやってもいい。どうでもいい。だが未来視が特権でなくなったら、秘依は役目を失う。秘依を不知野からつれだしても、誰からも文句は言われない」

　絶句する少年に、俺は笑った。

「名目は保護でも何でもいい、寂憐院の立場は未来視の異能のみで保たれている。爺さんたちにも未来視が可能になれば、秘依はお役ごめんだ。どうしようと誰からも文句は言われない。俺はこういう状況になるのを待っていたんだよ」

「おまえ、まさか──」

　少年は、気味が悪そうに我が身を抱だいた。

「放置するつもりか？　この状況を？」

「それの何が悪い。秘依を助けるにはそれしかないんだよ」

　むしろこの状況は俺にとって願ったり叶ったりだ。証拠固めは終わったから、それを基もとに老人たちを脅きよう迫はくし、秘依の安全を確保する。あとは秘依と手に手をとって不知野を脱だつ出しゆつすればいい。

　だが少年は納なつ得とくできないようだった。

「ふ、不知野はどうなるんだ……？　俺の生まれ故郷は……？」

「知るか。頭がすげかわるだけだ、べつに何も変わらんよ。それに不知野のことなんざ、俺にはどうでもいい。腐ふ敗はいしようが滅ぼうが、まったくもって興味がない。未来視にしか能のない秘依が治めてるより、案外と発展するかもしれないぜ」

　へらへらと笑って、俺は少年に手を伸のばした。

「爺さんたちが支配する不知野にいるのが嫌いやなら、おまえもいっしょに逃にげてみるか？　おまえひとりぐらいなら何かと理由をつけてつれだせる。どうだ？　悪い相談じゃないだろ？　この不知野から離はなれて、ずっと秘依といっしょに暮らせるぞ？　親子みたいにな──」

　俺は大した人間じゃない。全すべての不幸は打ち破れない。誰だれが俺を責められる？　土ど壇たん場ばでここまで思いついたのを、むしろ褒ほめてほしいくらいだ。

「待ってください」

　言葉をなくした少年の横で、ジグちゃんが声を漏もらした。

　また床にしゃがみこみ、種子を拾って口に放ほうりこんで。

「わからないことが、あるんですけど──」

　何だよ。面倒だな。それでいいじゃないか。ぜんぶ解決じゃねぇか。要いらない陰謀みたいなものに首をつっこんで、危ない橋を渡わたりたくない。

「そのお爺さんというのが利益を得ようとしている、そこまではわかりましたけど──あの、なんか引っかかってるんですけど。そのお爺さんたちに、怪造学の技術や知識を与えた誰かがいるんですよね？　そのひとは何が目的なんですか？」

「そうね……」

　俺の手のなかで、《迷路カオス王コア》が呻うめいた。

「あの温泉での現象といい、独学で辿りつける領域じゃない。絶対に誰かが怪造学を与え、老人たちに関かん与よし唆そそのかしている。まぁ……そうね、滅作……あんたに匹ひつ敵てきする程度には、優ゆう秀しゆうな誰かが裏にいるわよ……」

　考えたくなかったことを、すっぱりと言われてしまった。

　そうだ。『犯人』の老人たちはいい。目的も行為も判然としている。不気味なのは彼らに技術提供をした『真犯人』だ。

　紡路非罪もたくさんの怪造モンス学者テイストを討とう伐ばつしてきた優秀な狩人かりうどだ。彼を完かん膚ぷ無なきまでに撃げき退たいし、自分の痕こん跡せきは隠かくしとおしたのだ。とんでもなく優秀な怪造モンス学者テイストが嚙かんでやがる。

　そいつが老人を手助けし、得られる利益は？

　目的は？

　その正体は？

　秘依を助けることのみに集中し、視野狭きよう窄さくに陥おちいっていた。

　嫌な予感がする。

「うっ」

　突とつ然ぜん──。

　ジグちゃんが髪かみの毛を逆立て、悲鳴をあげた。

「うわっ、何ですかこれ!?」

　常人とは異なる感覚器官をもつ彼女だ、俺には理解できない何かを察知したのだろう。

　直後、彼女は猿の少年を床に押し倒たおし、離れた位置にいた俺に叫んできた。

「オッサン、伏ふせて！　何かが！　何かが──きます！」

　素す早ばやく反応した《迷路カオス王コア》が俺を無理やり床へ倒す。

　その刹せつ那な、轟ごう音おんが響ひびき、天てん井じようや壁かべを突つき破って銀色の瀑ばく布ふが押し寄せてきた。
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　それは、すさまじい──光そのものだった。

　未来視の儀式が行われていた舞ぶ台たい上に、やけに豪ごう奢しやな棺桶が運ばれてきた瞬しゆん間かんから、何もかもがおかしくなった。志し田だ桐ぎり負おう名なとの会話に集中していた私は、反応が遅おくれた。

　その間かん隙げきに、異常な事態が発生したのだ。

　柩ひつぎが内側から開き、獰どう猛もうな銀色の輝きを迸ほとばしらせる。それはダムの決けつ壊かいにすら似ていた。質量をもたない、あまりにも不自然な銀色は、まず舞台の中央にいた寂憐院秘依を飲みこんだ。そして祭りにざわめく人々を。やがては不知野全域を。

　全ては圧あつ倒とう的光量のなかで進行し、私も全てを把は握あくできたわけではない。

　呆ぼう然ぜんと立ちすくんでいるうちに、何か途と方ほうもない打だ撃げきを食くらった。

　光が液体のような威い力りよくをもって押し寄せてくる。私はそれに全身を揺ゆさぶられ、立っていられずに転てん倒とうし、見苦しく地面を転がった。本能的に防ぼう御ぎよ姿勢をとり、いくつか仕込んでいた身を守るための呪具を起動。

　それはまさに、銀色の爆ばく発はつだった。

　私などは咄とつ嗟さに身体からだを庇かばったからいい。悲ひ惨さんなのは集まった偉そうな連中と、何も知らない村人たちだ。いきなり空爆されたに等しい彼らは一様に倒れ、血まみれで逃げ惑まどい、とんでもない混乱を招いている。あちこちで悲鳴と騒そう音おんが弾はじけていた。

「へぇ」

　とぼけた声が聞こえて、私は素す早ばやくそちらを見み遣やる。

　そこに平へい凡ぼんな山村の景色には似合わない、不自然なものが転がっていた。

「さっすが宇う宙つ木き先せん輩ぱい、由ゆい緒しよ正ただしい家いえ柄がらのひとはちがうっすね。ちゃっかり無事っすか」

　呆あきれるほどに気軽な、お友達のような口調で語りかけてくるのは。

　桃もも色いろをした、つるりとした球体だった。

　工業品のような物体である。だがそれは巨大生物の眼球じみた生理的嫌けん悪お感を、見るものに与あたえる。生きているのだ。

　怪造モン生物スター──である。

　声は志田桐負名のものだ。どうもこの球体の内側に桃もも太た郎ろうのごとく収まり、さきほどの銀色の爆発から身を守ったらしい。見る間に球体はぐにゃぐにゃと歪ゆがみ、かろうじて人体とわかるかたちに整えられる。

　宇宙服をまとった異星人のようになった負名は、いまもつづいている騒乱を背景に、優ゆう雅がに両手を広げた。見た目そのままに、それは彼女の戦せん闘とう装しよう束ぞくなのだろう。全長は二メートルなかば。背中からは刃やいばの鋭するどさをもつ翼つばさを生やし、両りよう腕うではかぎ爪づめだ。身体に装着する怪造モン生物スターなど聞いたことがない。

　うちの上司の《迷路カオス王コア》と似ているか。あれは変形させて武器として用いることができる。だが五感や四し肢しの全すべてを怪造モン生物スターで包みこむなど狂きよう気きじみている。常人なら数分と保もたないだろう。だが負名は見たところ、平然としていた。

「さっきので倒れてくれたら、あたしも楽ができたんすけど。しょうがないっすねぇ──いちおう尋たずねておきますけど、今日はもう何も見なかったことにして帰ってくれたりはしませんかね？　ほら、お互たがい大人ですし、そこらへんはてきとうに？」

「馬鹿言ってんじゃないわよ。……逃がすつもりもないくせに」

　相手から迸る冷然とした殺気に、私も覚かく悟ごを決めて身構える。

　今は情報収集が最優先だ。

　私には、何が起きているかもわからないのだ。

「あんた──いったい、何をしたの？」

　返答しだいでは迷わず銃じゆう撃げきしよう。

　怪造モン生物スターで武装した相手に通じるとも思えないが、威い嚇かくくらいにはなる。

「あはは」

　だが負名はまるで動じずに、相変わらずの飄ひよう々ひようとした態度で。

「何すか、宇宙木先輩。やめてくださいよ、怖いなぁ。そう警けい戒かいしないでほしいっすけどね？　まったく、ひとを悪党みたいに睨にらみつけて。失礼千せん万ばんっすよね？」

　徐じよ々じよに、地じ響ひびきとともに、負名は歩み寄ってくる。

　口調とは裏腹に、その迫はく力りよくは生半可な怪造モン生物スターの比ではない。人間と向きあっている気がしないのだ。言葉は届いても、会話が通じない。

「紡路さんもそうでしたね──」

　ふと思いだしたように、人間らしい感情を漏らして。

「あたしのことなんか、放ほうっておいてくれたらいいのに」

　猛もう烈れつに思考し、私は〝赤鼻〟の警告を踏ふまえ、自分のとるべき行動を思案する。

　身を守る意味でも近づいてくる負名を撃退するのは必ひつ須すだが、わけもわからず戦うのは望むところではない。余力もない。

　私も怪造学会を全面的に肯こう定ていしているわけではない。怪造学会の規則に盲もう目もく的に従うほど忠誠心はないし、狂きよう信しん者でもない。

　ただ怪造モン生物スターの恐おそろしさ、怪造学の狂気は知っている。怪造学によって悪事が行われるなら、それは大だい惨さん事じに繫つながる。ひとりの人間として、怪造学に運命を狂くるわされたものとして、それを見過ごせない。

「志田桐は魔ま王おう研究が専門」

　私はある意味では常識のその事実を述べ、推理を組みあげる。

「今起きているこの現象は、魔王の怪造なの？　あの銀色の光が、魔王なの？」

　質問ばかりで情けない。

　だが〝赤鼻〟の情報によると、不知野では何かとんでもないものが怪造されそうなのだという。〝赤鼻〟は明言しなかったが、目の前に志田桐がいるだけで、おおむね答えは決まったようなものだろう。

「ふぅん」

　負名は感心したように、からからと笑った。

「あっはっは。どこから情報を得たかは知りませんが、まぁ何も知らない状態からそこまで想像できたなら大したもんっす。それなりにいい線をいってるっすよ、宇宙木先輩。でもね、ちょっとちがう」

　冥めい土どの土産みやげのつもりなのか、あくまで軽けい薄はくに。

「たしかに、あたしは──というか志田桐は、この不知野であるものを怪造しようとしてるっす。長年ずっとこの不知野で活動し、その下準備をしてたんすよね。宇宙木先輩がどこまで理解しているかは知りませんけど、この不知野は怪造学にとって重要な土地っす。ここを基盤にして活動すれば、我らの目的たる魔王に肉にく薄はくできる」

　歯車が廻まわるような、人間らしさが欠けた声で、彼女は語る。

「監かん視し役として、あるいはあれこれ理由をつけて、この地に居残り──着実に調査をつづけながら、あたしは寂憐院の世話役たる老人たちに取り入りました。安っぽい権益のみを求める彼らは、その地位に比して操あやつりやすく、容易たやすい相手だったのでね」

　まるで他ひ人と事ごとみたいに。

「寂憐院の特異性たる未来視を、怪造学の技術とともに彼らに与える。それがあたしの提示した餌っすね。まずは見せ金として怪造学の技術を提供し、彼らはそれなりに地位を向上させ不知野にて利り潤じゆんを得ました。あたしを信しん頼らいした彼らは研究の場と不知野における特権を与えてくれたっす。ついでに指示どおりあれこれ集めてくれたり、邪魔なひとを消してくれたり、まぁ便利に動いてくれるようになったっすよ」

　怪造学の技術を交こう換かん条件に、不知野での特権などを得ていた。志田桐負名は不知野を自分の実験場としてカスタマイズしたのだ。その結果、何人も不幸になり、悲劇が量産されただろうが、知ったことではなかったのだろう。

　彼女が求めるのは唯ゆい一いつ、魔王の怪造。

　狂信者だ。否いな、真ま面じ目めと評せばいいのか。何はともあれ容よう認にんしがたい。彼女は悪事をしているという自覚もなく、ただもっとも効率的な方法を選んだだけなのだろう。

「そして、今回のこれっす」

　動作だけは女っぽく、禍まが々まがしい指を絡からめて。

「老人たちには彼らに未来視を与える行こう為いと信じこませて、ある怪造モン生物スターを怪造する準備を整えてもらったっす。ちょうど不知野では未来視の儀ぎ式しきが執とり行われ、人間がたくさん集まってるっすからね。大量の生命力──《魔力》を浪ろう費ひする強大な怪造モン生物スターの怪造には、たくさん生け贄にえが要いるっすから。この時期が最適っす」

　人間を人間とも思わないようなその考えは、怪造学ではべつだん特異なものではない。人間に怪造モン生物スターを埋うめこんだ虚こ島じまや、私の家系、宇宙木のように我が身を差しだして文字どおり生命を捧ささげるものすら珍めずらしくない。

　他人の生命なら、それこそ消しよう耗もう品扱あつかいだろう。

「魔王を直接怪造する確実な方法は、残念なことに現段階の研究では明らかになっていないっす。けれど、わずかながら魔ま王おうの怪造に繫がる可能性ならば見みい出だせた。可能性。零ゼロではない可能性なら、希望があるなら、志田桐は躊躇ためらわない」

　同じ禁きん忌きの一族として並び称しようされるけど、あの虚島よりも、志田桐はなお忌いまわしく思える。虚島は人間だった。悪党だったが、理解はできた。罪悪感をおぼえ、反省し、それでも心を殺して目的に殉じゆんじる覚悟をもっていた。

　だが志田桐はちがう。何も疑っていない。無む邪じや気きすぎる。それは、ひとつの道を追究する態度としては正しく、また理想的なものかもしれないけど。

　私は気持ちが悪いと思った。

「長年の研究によって、魔王には心の底から惚ほれぬいた人間がいることが判明しているっす。それが初代の寂憐院当主、名前は寂憐院秘ひ継つぎ。彼女はもちろん、すでに存命ではないっすけど──その子孫は、今も不知野で生きている」

　銀色に支配された舞台を、私は仰あおぎ見た。寂憐院の血族。その初代が魔王に愛された？　愛するという能動的な行為ができるということは、それは魔王の実在を証明しているということか？　それとも『愛する』というのは何かの比ひ喩ゆか？

「情報源は怪造学会総長」

　心臓が跳はねるようなことを言う。

　怪造学会の最高意思が、志田桐に情報を？　何のために？

　怪造学の発展のために全すべてを犠ぎ牲せいにする。それが怪造学会総長の方針である。それは理解している。彼は止めない。虚島も志田桐も放置し、経けい緯いを見守っているのだ。

「何のために、総長が情報を与えてくれたかは不明っすけど──まぁ、信頼できるといえばこれ以上はないっす。魔王は寂憐院初代に恋こいをしている。そして、寂憐院初代の血統はこの不知野に連綿と受け継つがれている。そう、寂憐院のお役目としてね、たいせつに保護されていたっす。そんな寂憐院秘継の子孫を利用して……」

　当たり前のように、志田桐負名は断言した。

「虚界アンダカに存在している『魔王の秘継への恋心』や、『未練』、『執しゆう着ちやく』、そして残存した『思い出』などから、『寂憐院秘継』を虚界アンダカの内部で再構築。そのものを復活させることはできないっすけど、かぎりなく似た偽にせ物ものは構築できる。それをさらに、秘継の血を受け継いだ寂憐院の子孫を核かくにしてこの現界カナイにて怪造。怪造モン生物スターとして輪りん郭かくと記号を与え、完成させる」

　最悪の展開だった。

「不知野を覆おおい尽つくした銀色の輝かがやきこそが──魔王にとって特別な存在、寂憐院秘継を再構築し怪造モン生物スターとした、見分けのつかないほど本物に近い偽物っす。あたしはいちおう、《銀エルフ毒アバ・妃ムーン》と名づけてみたっすけどね」

　どんな途方もない執しゆう念ねんがあればそんなことが可能なのか。怪造モン生物スターは怪造モンス学者テイストが恣し意い的てきに存在やかたちを弄いじくれるとは聞いていたが、怪造モン生物スターの創造までやってのけた例は聞いたことがない。創造というか、寂憐院秘継のかたちにうまく虚界アンダカを切りとって、抽ちゆう出しゆつし、粘ねん土どのようにこねてかたちづくったのだ。

「たぶん、魔王にも《銀エルフ毒アバ・妃ムーン》が偽物だとは見み抜ぬけない。愛いとしい寂憐院秘継だと誤解して、現界カナイに出てくる可能性がある。まぁ要するに撒まき餌えっすよね。思ったよりもうまくいったようっす──やっぱり子孫の肉体を中ちゆう核かくにしたのが大きかったっすかね？」

　満足そうに笑って、負名はあっさりと言い放った。

「《銀エルフ毒アバ・妃ムーン》の中心は寂憐院秘依。彼女の肉体と生命力がよりしろとなって、《銀エルフ毒アバ・妃ムーン》を現界カナイに留とどめてるっす。生け贄というか栄養源として、村人や集まった偉い人じんたちもいますけど。《銀エルフ毒アバ・妃ムーン》を消しよう滅めつさせるためには、上級一位よりも高位に位置するあれを正面から打ち破るか、核になっている秘依を殺すしかない。これなら、滅作先輩も手がだせませんし、誰だれにも邪じや魔まはされずに済みます。いやぁ、我ながらうまいこと考えたものっす」

　そうね。うちの上司は、たぶん秘依を手にかけることはできない。

　秘依が死ねば、あのひとは絶望し、狂気に足を踏みこむ。彼の精神の大部分は、妻と娘むすめさんが占しめているのだから。私はそれを、痛いくらいに理解している。

　何もかも奪うばわれてきたあのひとから、愛するものまで奪うのか。

「怪造学会の本隊が事態を察知し、駆かけつけるまでに結果はでる。総長も黙もく認にんしてくれるつもりのようですし、あとは宇宙木先輩さえ邪魔しなけりゃ万ばん々ばん歳ざいなんすよ。馬鹿っすね、なんで不知野にきちゃったんすか？　ご愁傷様っすね！」

　得意げにべらべら喋しやべってくれたと思ったら。

　最初から、私を始末するつもりだったのだ。

　猛もう禽きんに狙ねらわれたように、背筋が凍こおる。

「余計な真ま似ねをされても困りますし、まぁ手っ取り早くこの世からおさらばしてもらうっす。なぁに、痛くないように一いつ瞬しゆんで殺してあげるっすから。抵てい抗こうはしないほうが無難っすよ？　余計な気は起こさないほうがいいっす。あんたじゃ止められない」

　負名の身体を覆った怪造モン生物スターが、機械音をあげ、刃は物ものや銃じゆう器きを形成する。

　圧倒的な重量が地面に亀き裂れつをいれ、風が逆巻く。

「宿命から逃のがれ、役割を忘れて享きよう楽らくに興じ、自じ堕だ落らくに暮らすあんたとは覚悟がちがう。家系を重視せず、個人的幸福なんて幻げん想そうを追いかけているあんたじゃ、志田桐の百年の重みを覆くつがえせない。宇宙木先輩、それを思い知らせてやるっすよ！」

「逃にげたんじゃないわ」

　私は全力で怒ど鳴なった。

「あんたとちがって、私は楽な方向に逃げていない！　私は戦っているのよ！」

　雪と氷の女王が、私の怒いかりを餌えさにして、再び不知野に顕けん現げんする。
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　死んだのか。あるいは夢を見ているのだと思う。

　前後の記き憶おくが切断され、俺は自分が何者かも忘れ、読書に没ぼつ頭とうするようにして何か嫌いやなものを見ていた。身体からだに触ふれる空気や鼓こ動どうなどは妙みように生々しいが、何もかも薄うす皮かわをかぶったように判然としない。ほんとうに、悪夢のようだ。

　ぼんやりと暗い世界だ。かるく銀色がかった闇やみが堆たい積せきしている。

　独りぼっちでしゃがみこんだ俺の周りは、胎たい内ないのごとく赤黒い。奥が見えない。床ゆかには延々とぬいぐるみや玩具おもちやの類たぐいが敷しきつめられ、怖こわいくらいに静かだ。俺は言葉を失い、思考も摩ま滅めつさせて、何もかもが怠だるくて横になった。ほんのりと温かい。

　寝ねそべっても痛みはない。何もかも丸くて柔やわらかく棘とげも何もない。誰も俺を傷つけない。ふと顔をあげると、等身大の姿見があった。そこに映りこんだ俺は、まだ十も齢よわいを重ねていない子供だった。だがそれを不思議にも思わない。成長し、怪造学に出会い、秘依と恋をして──あの人生こそが、夢のようだった。

　幼い俺はちいさな身体に抱かかえこめるだけの玩具をかき集め、何となく満足して、むにゃむにゃと意味をなさない言葉を漏もらした。なぜかやけに眠ねむい。

　ここはどこだ。俺は誰だ。何もかもがわからない。考えるのが億おつ劫くうだ。

　ぬいぐるみや玩具の隙すき間まにお菓か子しがある。べたべたした糖分が俺の体温で溶とけて、頰ほおや手足に張りつく。不ふ愉ゆ快かいだ。俺は眉まゆをひそめ、粘ねん着ちやくする甘いものから離はなれたくて、むずかりながら上体を起こした。

「…………？」

　無音の世界に、ひそひそ話のような、ひどく押し殺した声が響ひびいた。俺は寒気をおぼえ、声の方向を見つめる。そこに卓ちや袱ぶ台だいが置かれ、お菓子が並べられ、おままごとの準備ができている。たぶん夫ふう婦ふという設定なのだろう、ほかのぬいぐるみに比べて巨きよ大だいなテディベアがふたつ、卓袱台を挟はさんで向かいあっている。

　耳を澄すませた。

　喋っているのは、こいつらか。聞き覚えのある声だ。

　──滅作ちゃんは良い子ね。

　──あぁ、将来は立派な大人に……。

　両親の声だ。俺の母と、父の声。もう長い間ご無ぶ沙さ汰たな、俺をこの世界に産み落としたものたち。俺は両親の自じ慢まんの息子むすこだった。そのはずだった。無む償しようの愛を与えられ、何をしても褒ほめられた。俺も両親に喜んでほしくて、ひたすら良い子に振ふる舞まった。

　わがままに育った俺は、しだいに増長し、何をしても許されるのだ──俺は特別な存在で、みんな俺よりも馬鹿で、だから全員が下しも僕べで俺は王様なのだと、そのぐらいの自己認にん識しきを抱いだいて傲ごう慢まんに振る舞った。両親はそれでも俺を褒めつづけていた。生きているだけで嬉うれしい。あなたは特別なのだから。

　俺はそろそろと、両親を模したぬいぐるみに近づいていった。

　もっと褒めて。認めて。許して。愛して。だが近づくと、奇き妙みような温ぬくもりがある。俺はぬいぐるみに触れてみた。ちいさな俺と同じくらいの大きさの、薄うす汚よごれたテディベア。手て触ざわりが嫌だ。やけに生暖い。不安になってその表面をつまんで、縦に引き裂さいた。

　湯気のたつような、腥なまぐさい内臓が零こぼれ落ちた。

　俺は悲鳴をあげる。両親のぬいぐるみは何事もなかったかのように、ぼそぼそと会話する。その姿が、だんだん薄汚れていく。くたびれて、腐くさっていく。生々しい眼球が零れた。あちこちから血が噴ふきだす。そうだ。忘れていた。

　ある日、たっぷり遊んで疲つかれて家に帰って。寝て。ふと夜中に目が醒さめて。自宅の階段をおりて、夜食でも物色しようと思ったら。俺を全肯定してくれるはずの両親が。俺を誰だれよりも愛してくれる父と母が。

　机に腰こしかけ、向きあって、アルバムを開いて。

　──滅作も、昔は良い子だったのにね。

　──あぁ、どうしてあんな子になってしまったのだろう。

　──昔は可か愛わいかったのに。

　──今のあいつは■■■。

　俺が信じていた愛情は。信頼は。肯定は。全すべてが過去のもので。俺はそれを知らずにまだ世界に受けいれられていると、最後は両親が抱きしめてくれると、信じていたのに。

　両親は、とっくの昔に俺を見限っていた。

　俺のことを語る彼らの口ぶりは、もはや他人を語るそれだった。否、それ以下か。嫌だ。俺のことを後こう悔かいするな。俺の人生を反省するな。俺を失敗と名づけないでくれ。

　足あし下もとでぐちゃぐちゃと異音がする。見ると、ばら撒かれたお菓子に虫がたかっている。ぬいぐるみも綻ほころび、もぞもぞと動いている。玩具は色あせ、きいきいと悲鳴をあげている。怖おぞ気けが全身を這はい回り、俺は声なき声で叫さけんだ。

　手元に置かれた絵本がめくられる。

　友達。恋こい人びと。同どう僚りよう。仲間。ある程度はうまくやれるんだ。俺は器用な人間のはずだった。へらへら笑って愛あい想そを振りまいて、みんなにある程度は容認される。そうだ。最初はいいんだ。だが会話の端はし々ばしから、仕草のひとつひとつから、相手の俺への興味のなさが浮うき彫ぼりになる。みんな俺などどうでもいいのだ。俺など路ろ傍ぼうの石ころと同じだ。

　踏みこむと、嫌がられる。

　深入りすると、誰もが手を振る。

　俺は冷たい暗くら闇やみのなかで、誰の温かみも得られずに、ただ引きつった笑えみを浮かべつづける。誰かに寄り添そうと、体温が異なる。誰も俺など愛してはいない。重要な生き物だと思っていない。上手に生きていると思っているのは、俺だけだった。

　俺はうまくやっていた。

　だけど俺の周りの連中も、うまくやっていただけだ。

　てきとうな付きあいで、ほんとうの友情も愛もなく、全ては空くう疎そだった。俺は金切り声をあげ、足下の気持ちの悪いものから逃げたくて、がむしゃらに立ちあがると走った。延々とつづくぬいぐるみと玩具の海。俺はもがきながら逃げ惑まどう。涙なみだを零し、鼻水を啜すすり、涎よだれを垂らして哀あわれな振る舞いをすれば、誰かが同情してくれるだろうか。抱きしめて。甘やかして。俺を受けいれてくれるだろうか。

　頭を搔かきむしり、不安定な足場を駆けた。

「────」

　目の前に輝きが生まれる。

　朝あさ陽ひのような。温かみのある、慈じ母ぼのような。そこに誰かが立っている。柔らかな光を背景にして、後光にして、俺を抱きしめるために手を広げて。

　それは寂憐院秘依だった。

　色の脱ぬけた長い髪かみ。穏おだやかな色しき彩さいの和服。呆あきれるほど無邪気に育った、不知野の天使。あるいは悪あく魔ま。それとも鬼おになのか。人間とは異なる生き物なのではないかと錯さつ覚かくすらしそうになる、優やさしく純じゆん粋すいで残ざん酷こくな女。両親から見捨てられた俺を、再び受けいれ、全てを肯こう定ていしてくれたもの。そうだ、俺にはもうおまえしかいない。

　俺は抱ほう擁ようを求める秘依に飛びついた。ちいさな俺は母に甘える幼子のように、その温かみを貪むさぼり抱きしめる。秘依はその場に座り、豊かな後光のなか、俺を慈じ悲ひ深く撫なでてくれる。俺は嬉しくなる。俺は自信を取り戻もどす。おまえだけなんだ。おまえだけが──俺の空くう虚きよを埋うめてくれる。

　俺は夢中になって秘依にすがりついた。全存在を全て差しだした。愛してほしかった。受けいれてほしかった。誰にも許されなかった。深入りすると傷つけた。傷つけられた。でも秘依は、その傷すら愛してくれた。

　ぼとり。

　鳥とり肌はだが立つような、無機質な音がした。

　俺は夢から醒める気持ちで、そちらを見る。何かが転がっている。生首だ。猫ねこの生首。見覚えがある。血まみれのその首は、俺が秘依と初めて出会ったときの──。

　俺は恐おそる恐る、涙目で秘依を見あげた。

「──これも捨ててくださる？」

　首がもげた血まみれの秘依が、俺の首根っこを摑つかんで持ちあげた。
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「オッサン!?　オッサン!!　大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　あたしは戸と惑まどっていました。状じよう況きようが理解できません。今のは何だったのでしょう？

　銀色の光が大爆発した。端たん的てきに表現するとそうなりますが。

「何か騒さわがしいですね……」

　あたしは耳を澄ませ、音を拾います。本気になればあたしの聴ちよう覚かくはかなり鋭えい敏びんになるのでした。それこそ動物並みに。耳をぴくぴく動かし、外からくる騒そう動どうの気配を感知します。祭りのそれとは明確に異なる、恐きよう慌こうと混乱の雰ふん囲い気き。

　あたしは困りきって、すぐそばの床を見下ろします。そこにオッサンと、例の猿さる面めんの少年が倒たおれているのでした。呻うめき、身み悶もだえながら。

「オッサン？　どうしたんですか？　何かの攻こう撃げきを受けたんですか？」

　あたしだけ無事、というのが不思議です。あたしは通常の人間よりも丈じよう夫ぶなので、平気なのはそれが理由なのでしょうけれど。

「秘依──やめろ、おまえだけは！　やめてくれ！」

　ひたすら譫うわ言ごとのように秘依さんの名前を呼んでいるオッサンに、どうしたらいいかわからず、あたしは戸惑うしかありません。おまけに──。

「兄ちゃんっ……兄ちゃんがっ……」

　男の子まで、訳のわからないことを叫んでいます。意識はないようで、寝ね言ごとに近いもののようです。兄ちゃん？　誰のこと？

「……お兄さんが、どうしたのかしらね……」

　不意に、陰いん気きな声が響きます。この憂ゆう鬱うつになるような声こわ音ねに、ここまで安あん堵どするとは。あたしは目を輝かせ、オッサンの手のなかで吹ふき溜だまった黒いものを見つめます。

「おぉ、あなたは無事だったんですね！　えぇっと……」

　嬉しく思いながら、あたしはその名前を呼ぼうとして──。

「《迷路カオス王コア》よ」

　煩わずらわしそうに、それは低く囁ささやきました。

「ま……長い付きあいになるかもしれないし、覚えておいてちょうだい……」

「えぇっと、以前にもお会いしていますよね？」

　たしかあたしが夢ゆめ追おい坂ざか研究所に誘ゆう拐かいされたとき、オッサンが初めてこの黒い相棒を持ちだしてきたのでした。オッサンの切り札にして、頼たよれる戦友。

「吞のん気きにお喋りしている状況じゃないわよ……よいしょっ、と」

　言いながら彼（彼女？）は自分の身体からだを千切り、黒い縄なわに変化させてオッサンたちを縛しばりあげました。舌を嚙かまないようにか、猿さる轡ぐつわも。

「ふぅん」

　それから《迷路カオス王コア》は不定形の身体をあたしの肌はだに這わせて、感心したように声を漏らしました。

「あなた、なかなか面おも白しろい身体みたいね……何だったかしら、滅作から聞いた気がするけど……忘れちゃった──人間であり、怪造モン生物スターでもある、薬品の匂においも強いわね……とても、大きな力も感じる。さきほどの爆発に耐たえられたのも当然ね……」

「ていうか、さっきのあれは何だったんですか？」

「どうでしょうね……わからないわ、見たことのない攻撃だったし……」

「攻撃ですか？」

「ほかの何だっていうのよ……あの用心深いというか、臆おく病びような滅作が一いち撃げきで行動不能よ……それに、あんたも怪造モン生物スターが混じってるなら感じなかった？　あの異常な《魔ま力りよく》……ともあれ、アタシには理解できなかったわね。滅作を元に戻すのも無理」

　ネガティブな口調で、《迷路カオス王コア》は鬱うつ々うつと語ります。

「最初のよりも小規模だけど、銀色の爆発は何度も発生してるみたいだし……この光を発生させている元をどうにかしないかぎり、滅作を仮に回復させたとしても元の木もく阿あ弥みね……まぁ、徒労なのは嫌きらいじゃないけど……」

　あたしは嫌いですね。けっきょくはこの光の放出を絶たないといけないわけですか。正体不明なものと相対するのは怖いですけど──。

　オッサンを見つめます。もはや声をあげる気力もないのか、啜り泣くように声を漏らしています。いつも超ちよう然ぜんとしていた彼が見せた弱い姿に、あたしは胸が苦しくなりました。

　覚かく悟ごを決めて、腕うでに絡からまった《迷路カオス王コア》を見つめます。

「光をだしている何かを潰つぶせば、ひとまず解決と考えていいんですね？」

「さぁ……不確定要素が多すぎて推測はできないけど……断言もできないけど……」

　ものすごく曖あい昧まいな相手の言葉にも、あたしは怯ひるみません。

「可能性があるなら試ためしてみましょう。オッサンを助けなきゃ。何か事件が起きているなら、見過ごせません。あたしも執しつ行こう部ぶですから！」

「ふぅん……」

　胡う乱ろんな反応をしながらも、《迷路カオス王コア》は笑った──ような気がします。

「まぁいいわ……アタシも、何が起きているのか興味あるし……これでも、虚界アンダカのことでは知らないことは何もないって自負してたもの。状況が理解不能ってだけで悔くやしいわ……それに、あんただけじゃ不安だしね……」

　かなり失礼なことを、当たり前のように。

「あんた……自分のちからの使い道、まるでわかってないみたいだし……滅作も、あえて教えなかったんでしょうけど……非常事態だし、仕方ないわよね……くくくっ、まぁ……今回は協力してあげるわ……」

　何やら不気味ですが、道連れができたのは心強いです。

　あたしは頷うなずき、《迷路カオス王コア》を腕に装着したまま外へと向かいます。

「気をつけなさいね……」

　やたら先せん輩ぱいぶっているというか、説教くさく、《迷路カオス王コア》が忠告してくれます。

「この銀色の光そのものが有毒なうえ……外では、何が起きているかわからない……あんたが動けなくなったらお終しまいなんだからね……警けい戒かいしなさい……」

「わかってます」

　階段を上り、徐じよ々じよに光が強くなっていくなか、あたしは驀ばく進しんします。

「やっぱり相棒なだけあって、オッサンに似てますね、《迷路カオス王コア》さんは」

「それは最悪だわ……撤てつ回かいしてちょうだい……」

　すごく嫌そうでした。

「似ちゃいないわよ……あんな馬鹿と──そうね、あれは愚おろかな人間だわ……安全な道を選ぼうとして、迷っているうちに選せん択たく肢しを失ってしまう。悲劇なのは、いつだって彼が遅おそすぎるってことだわ……」

　ちょっとだけ哀かなしそうに。珍めずらしく、感情的に。

「でも、そうね……滅作は、あんたを救えたのね……たまには間にあうみたい……。今回も、手て遅おくれにならないうちに……解決できたらいいんだけど……」
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　外に飛びだしたと同時に、あたしは激しい違い和わ感かんに襲おそわれました。

　出る場所を間ま違ちがえた──否いな、瞬しゆん時じに眠ねむりに落ちて、夢の世界に迷いこんだのかとすら思ったほどです。それくらい露ろ骨こつに、不自然に、外の景観は変へん貌ぼうしていました。

　肉感をもった御お伽とぎ噺ばなし。あるいは、生々しい遊園地。どう表現したらいいのか。寂さびれた寒村でしかなかった不知野が、今や見たことも聞いたこともない異世界です。

　蠢うごめき、歌っている極ごく彩さい色しきの花々。うろうろと徘はい徊かいする玩具おもちややぬいぐるみ。巨きよ大だいな人面をもつ昆こん虫ちゆうや鳥。寒さに乾かわいた地面を突つき破り、芽め吹ぶくように露ろ出しゆつした遊具。世界は曖昧な銀色に照らされ、薄うすもやに包まれているみたいに現実感が希き薄はくでした。

「騙だまされないで……幻げん覚かくだから……」

　平然と、《迷路カオス王コア》が告げてきます。不定形のそれはあたしの頭部に集合し、ヘルメットのような形態となって五感を補ほ佐さしてくれます。

　途と端たんに、何が偽にせ物もので何が本物か、幻覚が見分けられるようになりました。

「どうやら敵の正体はこの銀色の光そのものね……光によって視覚から侵しん入にゆうし、五感を狂くるわせているのよ……妙みようなものが見えるけど、たいてい幻覚だから──誤情報はアタシが選別するし、無視して突っきればいい……」

　その言葉が終わるか終わらないかのうちに、正面で巨大な怪かい物ぶつが屹きつ立りつしました。やたら鰐わに口ぐちがついた、見るも醜しゆう悪あくな化け物です。灰色の肌。妙に長い舌。でも、これも幻覚なんですよね。無視して進んでも──。

「あ、待って」

　いきなり《迷路カオス王コア》が制止しましたが、もう遅い。怪物は咆ほう哮こうし、海え老び反りになってからこちらに向き直り、同時に紅ぐ蓮れんの炎ほのおを噴ふん出しゆつしてきました。多大な熱量。これは幻覚じゃないでしょう──あたしは本能的にそれを悟さとり、跳ちよう躍やく。回かい避ひします。

　あたしの立っていた位置を、炎が通過し、きな臭くさい匂いと焦こげ跡あとを残していきます。肝きもを冷やしながら、あたしは《迷路カオス王コア》に文句を言いました。

「ど、どこが幻覚ですか!?　今の本気で熱かったですよ!?」

「うん……ごめん……待って、解かい析せきしてるし……あぁ、そうか……」

　まるで悪びれずに、《迷路カオス王コア》は納なつ得とくしたように頷きました。頭部で響ひびくその声は、脳に直接届くようで変なかんじです。見る間にその身体はあたしの両腕をも包みこみ、巨大な刃やいばを形成します。
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　オッサンが使っていたのよりは小型ですが、そのぶん二刀流なので便利そうですね。あたしはその刃の手慣らしに、炎を噴ふいてきた危ない相手に突とつ進しん。豪ごう快かいに両腕を振ふり回してその胴どう体たいを切断しました。おぉ、切れ味抜ばつ群ぐん。敵は悲鳴と血ち飛沫しぶきをあげ、粒りゆう子しに分解されて消しよう滅めつ。これはあれですね、怪造モン生物スターと同じ消えかたですね。

「高位の怪造モン生物スターは、より下位の怪造モン生物スターを怪造することがある」

《迷路カオス王コア》が淡たん々たんと事態を解明してくれます。

「どうやら幻覚に混ぜるようにして、本物の怪造モン生物スターをいくつも怪造してるみたいね。見分けるのは困難だわ……でも、変ね。眷けん属ぞくを喚よぶにしても大量すぎる……それに属性もランクもばらばらで不統一だわ──こんなに手当たりしだいに喚んでもふつうは成功しないし、《魔力》だって保もたない……何で枯こ渇かつしないわけ……？」

　考えるのは《迷路カオス王コア》に任せて、あたしは真っ直すぐに進みます。

　銀色の光は、間違いなく舞ぶ台たいの方向がもっとも濃のう厚こうです。

　あそこに大元がある。

　当たりをつけたあたしは、そちらへ必死に向かいます。

　怪造モン生物スターがたくさん湧わいてきて通行の邪じや魔まをし、思うように進めませんが。

　苦戦しているうちに、《迷路カオス王コア》が思考をまとめます。

「《魔力》は不知野に集まった村人やお偉えらいさんから徴ちよう収しゆうするにしても──長くは保たないだろうし、目的が不明だわ……怪造モン生物スターを大量に怪造しているこの銀色の大元、強大な怪造モン生物スターは何がしたいの？　やけくそにしか見えないわ……子供みたい……」

　ぶつぶつ言っているうちに、あたしの周りは怪造モン生物スターが取り囲んでいます。《迷路カオス王コア》は舌打ちし、自ら動いてそれらを切り刻み、殲せん滅めつします。凄すさまじい剣けん筋すじ。あたしでも視し認にんが難しいほど。仲間で良かったです。

「強いですねぇ！　さすが、あのオッサンの相棒です！」

「ふん……強いからって何だっていうのよ……喧けん嘩かは嫌いなのよ……」

　まるで褒ほめがいのない生き物でした。照れるなり喜ぶなりしてほしいです。

「勘かん弁べんしてほしいわね、面めん倒どうくさい──でもまぁ、雑ざ魚この露つゆ払はらい程度はできるから、あんたは体力を温存しておきなさい。幸いにしてちんけな連中しか怪造されてないみたいだし、アタシでも対処は可能みたいだわ……」

「はい。でも──」

　あたしは道沿いに転がっている、無数の人々を眺ながめます。苦く悶もんし、地べたを這はいずっている老ろう若にやく男なん女によ。巻きこまれただけの、被ひ害がい者しや。

「全員を助けられるとは思わないことね……」

　こちらの気持ちを察したか、《迷路カオス王コア》は吐はき捨てるようにつぶやきました。

「こいつらが巻きこまれたのは、運が悪かったの。全員が幸せになんかなれないし……それを望むのは傲ごう慢まんだわ……あんたは、自分にできることをすればいいの……」

「そりゃ、わかってますけど」

　あたしはそっぽを向いてから、ふと何かを悟さとり、刃やいばとなった片手を伸のばしました。倒れている村人らしき子供に向けて。お祭りを純粋に楽しんでいたのでしょう、手には食べかけの綿わた菓が子し。こんな子たちが不幸になるのは、やっぱり嫌なんです。

　刃の尖せん端たんが開き、そこからちいさな玉が射出されます。

　それはさんざん拾い食いしていた、紡路非罪というひとが遺のこしたらしい種子。それは子供に着ちやく弾だんするとみるみる芽吹き、花を咲さかせ、その身体を守るように覆おおい隠かくしました。

「この種子を遺したひとは、全員を助けたかったみたいですね」

　言いながら、あちこちの村人に種子を配布します。そういう仕し掛かけが施ほどこされていたのか、あるいはみんなを助けたいという気持ちに、種子が応こたえてくれたのか、銀色の光や暴れ回る怪造モン生物スターの攻撃から、それは人々を守護していました。

　その気持ちを、尊重します。

　全員を助けたいと思ったその志は、あたしが受け継つぎます。

　紡路非罪。顔も知らないあなたが、たくさんの人々を救ったこと。

　あたしは覚えていますし、尊敬したいと思いますよ。

「それで早死にしたら世話ないけどね……」

　シニカルな感想を述べて、苦々しく言葉を紡いでいた《迷路カオス王コア》が、不意に緊きん張ちようしました。黒いその身体が猛もう烈れつにこちらを引っぱり、あたしは空を飛ぶように移動します。その直後、ずどん、と砲ほう弾だんが炸さく裂れつしたような音が轟とどろきました。

　慌あわてて身構え、あたしは戦闘態勢になります。

　視界の先。

　建物を踏ふみつぶし、巨大な人物がそこに立っていました。

　見覚えはありません。人間らしからぬ巨きよ体たいです。ほとんど猿さると見分けがつきません。全身に逆立った剛ごう毛もう。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした体たい軀く。顔は仮面で隠れていますが、涎よだれがぼたぼたと垂れて零こぼれています。全身の白い毛が、血で赤く染まっています。

「あの老人を守っていた、巨大な猿男ね……」

《迷路カオス王コア》には見覚えがあるようです。ある程度の距きよ離りを置いて相対したまま、あたしは臓ぞう腑ふまで響いてくる圧あつ迫ぱく感かんをおぼえ、この巨人を強敵と判断し全身に力をこめます。

　忌いま々いましそうに、《迷路カオス王コア》が吐き捨てました。

「前は遠目だったから確信がもてなかったけど、あらためて見ると間違いないわ──この男、怪造モン生物スターを埋うめこまれて強化されている……！」

　その言葉に、あたしは震ふるえます。

　怪造モン生物スターを埋めこむ人体実験。その狂きよう気きの研究は他ひ人と事ごとではありません。以前、あたしが死し闘とうを繰くりひろげたオロチという女の子もその被害者で、たぶんあたしも同じ。身体を弄いじくられ、人間から遠ざかってしまった兵器。

　ほとんどの人間は怪造モン生物スターとの融ゆう合ごうに耐えられませんが、適応できた場合、その戦闘力は計り知れません。建物を踏みつぶすように現れたその動きを見るかぎり、ほとんど重機でしょう。体格だけであたしの二倍はありますが、膂りよ力りよくは数倍以上でしょうか。

「理性や知性と引き替かえに怪かい力りきと治ち癒ゆ能力を強化、ってところね──単純な製法なぶん対処は簡単そうだけど、生き物として純じゆん粋すいに強いわ……独学でここまで辿たどりついたなら、虚島慈いつ樹きが首を吊つるわね。真犯人は思ったよりも優ゆう秀しゆうな怪造モンス学者テイストだわ……」

　それよりも。

　あたしは、気づいてしまいました。

　着地の衝しよう撃げきで、大男のかぶっていた猿のお面が落ちたんです。その下から現れた顔は、ちいさな子供のそれでした。壮そう年ねんの男性に思えた体格と不ふ釣つりあいな、あどけない子供の顔。つぶらな瞳ひとみ。軟やわらかそうな髪かみの毛。滂ぼう沱だと零れる涙なみだと涎。

　そして思いだしました。

　さきほど、猿面の少年が、譫うわ言ごととしてつぶやいた言葉。

　兄ちゃん。兄ちゃん……。

「まさか」

　あたしは苦鳴を漏もらしました。

　それは、あたしにも施された狂気。この大猿も、あたしと同じ弄くられた子供。理性すら奪うばわれ、人格を否定され、壊こわされてしまったジャンク。もちろん想像ですが、困ったことに正解のような気がしました。

　ほとんど頭部と同化しているせいか、《迷路カオス王コア》があたしの思考を読みとります。

　そして嘆たん息そくし、囁ささやいてきました。

「たぶん、あんたの推測は当たっているわ……見なさいよ、あいつの両手」

　え？

　あたしは言われて初めて、巨大な猿が握にぎりしめている何かを、目視したのでした。あまりにも図ずう体たいが大きな彼の手の中で、それは非常にちいさく目立たない。ごみ屑くずのように見えます。

　でもそれは、たぶん人間の屍し体たいでした。

　からからに乾いて年老いた、ふたりの老人。

　片手にひとりずつ握りしめ。胴体をぐちゃぐちゃに潰されて。皺しわ首くびから眼球を零れさせて。真っ赤になって息絶えています。

「この銀色の光は、人間の視覚から侵入し、五感を狂わせ幻覚を見せると同時に──どうやら心の古傷を抉えぐり、行動不能になるくらいに損そん壊かいを与あたえるようね……。あれは寂憐院の世話役だという老人たちだわ……。怪造学の技術提供を受けて、子供を道具に仕立てあげた下げ衆すね……。だけどまぁ、あんな殺されかたしなくってもね……」

　語る《迷路カオス王コア》とあたしの視線に気づいたか、大猿はまさに獣けものじみた咆哮をあげました。

　でもそれは子供の嗚お咽えつでした。暴れ回り、周囲にいる怪造モン生物スターすら蹴け散ちらし、建物や電信柱を砕くだき、見るからに錯さく乱らんしています。

「あの猿は、怪造モン生物スターの能力への抵てい抗こう値では、あんたより劣おとってるみたいね──明らかに幻覚と精神攻こう撃げきに損そん耗もうしてるわ……必死に抗あらがって、自分の恐きよう怖ふの対象を消そうとして、ちかくにいた老人を捻ひねりつぶしたってところかしら。でも悪夢からは覚めない……見てられないわね……」

　あたしも同意します。

　助けてあげるとは、言いません。

「あなたの気持ちはわかります。あたしもあなたと同じでした」

　あたしは疾しつ走そうし、暴れる大猿に直進します。巨きよ腕わんが振られますが、回避しました。小回りはこっちが有利。地面に亀き裂れつがはしり、土砂が吹ふき荒あれます。とんでもない破は壊かい力ですが、ただ泣き喚わめいているだけの子供に、あたしが負ける理由はない。

「ごめんなさいね」

　振り回される腕うでを避よけ、いなして──。

「いつか、機会があったら……違ちがうことして遊びましょうね！」

　あたしは両腕の刃やいばで挟はさみこむように相手の頭部を打撃──切断はせずに、衝撃を与えて意識を飛ばします。同時に地面を蹴けり、相手に思いっきり体当たり！　宙を舞まい、大猿はいくつもの建物を巻きこんで吹っ飛び、転がり、動かなくなりました。

　そこを《迷路カオス王コア》が身体からだを千切って捕ほ獲かく。紡路さんの種子を蒔まき、ほかの人々と同様に保護。これで、完全に無力化できました。単純な殴なぐりあいなら相手に有利でしたが、搦からめ手が多数あるぶん、あたしが僅きん差さで強かったようですね。

　殺してあげることもできない。助けてあげることもできない。

　でも、あたしは──あなたを見捨てません。あたしと同じ、棄すてられた子供を。

　最大の障害だった大猿を撃退し、目の前は開けました。

「あれは……？」

　光源である儀ぎ礼れい用の舞台に、異変が生じていました。接近するあたしに気づいて身構えたように、銀色の光が密集し輝かがやきと濃のう度どを増します。眩まぶしい。《迷路カオス王コア》が唸うなり、視覚を保護してその光を受け流してくれます。あたしは同時に放たれた凄まじい風圧を踏んばって耐たえ、圧あつ倒とう的な迫はく力りよくをおぼえて見あげました。

　光がゆるゆると集合し、絡からまりあい、ひとつの輪りん郭かくを描えがこうとしています。

　それは人間に見えました。とても美しい、女性の姿に。

　光でつくられた腕、足、豪ごう奢しやな和服、眼球や唇くちびる、睫まつ毛げの一本一本まで。

　光で彫ちよう刻こくされ、形成されたその人物に、あたしは見覚えがある気がしました。

　反射的に、その名前を口にします。

「ひ……より、さん……？」

　神様のように光り輝くその女性は、直後、全身から最大の爆ばく圧あつを迸ほとばしらせました。
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　志田桐負名の戦法は、まさに猛もう禽きんの狩かりそのものだった。

　全身を桃もも色いろの怪造モン生物スターで包みこんだ負名の、その背中に生えた翼つばさは飾かざりでも何でもないらしい。ジェット噴ふん射しやし、砲弾の速度で滑かつ空くうする。

　人間の視覚は前方に特化しており、真上からの攻撃を想定していない。おまけに負名は物もの凄すごい速度だ。接近した、と思ったら衝しよう撃げき波はを吹き荒らしながらすでに彼女は上空高み。近づいたときを狙ねらって攻撃を、なんてアクションゲームみたいな芸当は不可能だ。

　真っ向勝負するつもりはないのだろう。完全にヒットアンドアウェイを徹てつ底ていするつもりのようだ。大たい言げん壮そう語ごを吐くだけのことはある。こちらに攻撃の機会を与えず、一方的に刻み殺す。それは効率の良い狩りの手法だろう。

「ちっ……」

　舌打ちをするしかない。

　今のところ直撃は避けているが、いちいち負名が接近するごとに猛烈な爆風が発生し、そのたびに転んで擦すり傷きずだらけになる。彼女は巨きよ大だいなかぎ爪づめを有していたし、それで一度でも引っかかれたら大おお怪け我がをしてお終しまいだ。

　圧倒的に分が悪い。

　こちらの虎とらの子こである《氷ヘル雪シヤ舞ーベ姫ツト》は、たしかにほぼ無敵だ。その渾こん身しんの力を直接ぶつけることに成功したら、負名はその身にまとった怪造モン生物スターごと運動を停止して凍こおりつく。そのくらいの威い力りよくはある。上級一位は伊だ達てではないのだ。

　だがその一撃が加えられない。相手もこちらの能力を理解している。おまけに《氷ヘル雪シヤ舞ーベ姫ツト》に取り憑つかれ、生命力を差しだすことで御ぎよしている私の立場上、能力は連発できない。今日はすでに一戦やらかしたあとだし、持久力でも不利だ。

　負名はおそらく周りにごろごろ転がっている村人などから《魔ま力りよく》の経路をひき、自分の原動力としている。ほとんど無む尽じん蔵ぞうに攻撃を放つことが可能だろう。

　髪の毛をかきあげ、曇くもり空のなかを舞う負名を視し認にんする。

　あまりにも遠い。拳けん銃じゆうの射程距離でもない。怪造モン生物スターを怪造する余よ裕ゆうもない。

「ぐうっ──!?」

　思考しているうちにも攻撃がくる。息いき継つぎをする暇ひまもありゃしない。周りに並んだ樹木がへし折れ、建物が倒とう壊かいし瓦が礫れきが吹っ飛ぶ。まさに爆撃だった。

　からくも避けたが、地面を何度も転がる結果になる。

　髪は乱れ泥どろだらけで最悪の気分だし、こりゃ負名なんか放ほうっておけばよかったかもね。

「ちょこまか逃にげても無む駄だっすよ！」

　負名の勝ち誇ほこった声とともに、鋭するどい勢いで彼女が突つっこんでくる。風か邪ぜもひいている私はしだいに疲ひ弊へいしてきて、足がもつれる。かろうじて身をよじって避けたが、身体のあちこちに激痛。いくらか出血する。血を失えば体力も流れ落ちる。

　このままジリ貧ひんで削けずり殺されるかもね。

　まったく、何をしているんだろうとは思うが、どうにも彼女に背を向ける気にはならない。

　志田桐負名。その存在を、見過ごせない。

　志田桐。宇宙木。

　家いえ柄がらに縛しばられて、因習のなかに生まれ、それぞれ別の未来を選せん択たくした私と彼女。誰だれもが何にでも成れるというのは、学校の教師が囀さえずる方便だ。現実はちがう。私たちに選べるのは、あらかじめ用意された道を進むか、立ち止まるか、外れてしまうかの三択のみ。

　私は外れてしまった。

　彼女は突き進んだ。

　自分の生き方を肯こう定ていするなら、互たがいの人生を否定するしかない。

　だから私は負名が嫌きらいだし、負名は私を唾だ棄きするだろう。

　人間は鳥に憧あこがれるが、鳥はただ流れ作業をこなしているだけ。

　負名は、より純粋な意味で鳥のような女だった。

《銀エルフ毒アバ・妃ムーン》とやらに誘いざなわれて、魔ま王おうが現れるかどうかの確証はない。前例がないのだ、誰も断定はできない。否定もできないが。無駄に人死にがでるだけかもしれない。だが彼女は躊躇ためらわないだろう。それが彼女の選んだ道。

　止めてやる義理はないし、その資格もないかもしれないが。

　ひたすら道を突き進む彼女に、踏みつぶされるのは我が慢まんならないから。

「ちょっと期待はずれっすね」

　負名が満身創そう痍いの私の真上、宙空で停止し、余裕ありげに両手を広げた。《氷ヘル雪シヤ舞ーベ姫ツト》を叩たたきこむには、やや遠い。私はよろめきながらも、拳銃を構える。

　擬ぎ人じん化された桃色の怪かい鳥ちようは、それをせせら笑った。

「なんでそんなに必死なんすか？　目的も使命もないくせに、何であたしの邪魔をするんすか？　わからないなぁ、理解できないっす。滅作先せん輩ぱいもそうっすけど、宇宙木先輩──あなたも、あたしと同じ種類の生き物でしょう？」

　無む垢くな子供のように、負名は問いかけてくる。

「自分の利益にならない行こう為いはしない、その程度には大人でしょう？　そのくらいには絶望してるでしょう？　正義も理想も夢もない、つまんない人間でしょうに？」

　そうね。

　あんたの気持ちが理解できる程度には、同じ種類のくだらない生き物よ。

　当たるも八はつ卦けの気持ちで銃じゆうを連発する。無論、効果はない。甲こう殻かく類のごとく硬こう質しつ化した負名の体表面、全すべてを防備した怪造モン生物スターが銃じゆう弾だんの雨を容易たやすく弾はじく。金属音が響ひびき、空薬やつ莢きようが乾かわいた音をたてる。

「あらら、嫌われたもんっすね」

　ふらついている私を、負名が嘲あざけるように声をかける。ぐるぐる旋せん回かいし、位置を一定させずに。無理に突っこんでくることはない。そりゃそうだ、相手に私を是ぜが非ひでも撃退する動機はない。無視しても構わないくらいだ。

　本気ではない。牽けん制せいしているだけ。

　ならば、その本気ではないという心根に勝機がある。

　負名は機械のような女だが、私と同じで危険な博打ばくちはしない性た質ちだろう。

　私が何もせず退ひけば最善、でなければこのまま翻ほん弄ろうしつつ撃げき滅めつ、というのが思おも惑わくか。

「んー……暇つぶしに相手してますけど、宇宙木先輩、あんたには興味ないんすよね。それに、今さらあたしをどうしようが事態は変わりませんよ？　わかってますよね？」

　理解していないわけもない事実を、殊こと更さらに強調してくる。説得しようとしている。戦せん闘とうする雰ふん囲い気きではない。そこが狙い目だ。もっと油断しろ、志田桐負名。

「《銀エルフ毒アバ・妃ムーン》はすでに怪造されている。あたしの目的は達成されてるわけっす。《銀エルフ毒アバ・妃ムーン》が撒まき散らしている光の毒素は、宇宙木先輩の身体に宿った《氷ヘル雪シヤ舞ーベ姫ツト》が中和してるみたいっすけど、それもいつまで保もつか──放っておいても、あんたはお終しまいっす」

　指折り数えるようにして、絶望を与えようとしてくる。

　無力感を提示して、私を退かせようとしている。

　私なら、《氷ヘル雪シヤ舞ーベ姫ツト》が毒素とやらを中和しているうちに、秘依に接近して始末できる。負名が警けい戒かいしているのはそれだろう。だからこそ、私をこの場に釘くぎ付づけにしている。

「あたしもこれでも呪じゆ具ぐで防護してんすけどね、くらくらしますね──あぁ、《銀エルフ毒アバ・妃ムーン》を消しよう滅めつさせるため寂憐院秘依を狙ってるのかもしれませんが、もはやそれも無意味っすからね。あたしの目的は、ほぼ現段階で達成されてるっす」

　得意げに語っている。自分に言い聞かせるように。

「魔王が《銀エルフ毒アバ・妃ムーン》──寂憐院秘継に恋こい焦こがれているのと同様に、《銀エルフ毒アバ・妃ムーン》も魔王を求める。手当たりしだいに怪造モン生物スターを怪造しているのは、虚界アンダカそのものである魔王の一部たる怪造モン生物スターに愛いとしいひとの気配を感じて、やみくもに手を伸のばしている結果っす。あの《銀エルフ毒アバ・妃ムーン》の行為だけで、魔王という存在の実在は証明されたようなもんっす」

　やたら怪造モン生物スターが出現していると思ったら、《銀エルフ毒アバ・妃ムーン》が怪造していたのか。

　低級の怪造モン生物スターばかりのようだが、放置しておいたら被ひ害がいは拡大するばかりだ。

　負名の目的が達成されたというのは、虚きよ勢せいではなく彼女の本心だろう。志田桐としては、これまで存在すら不確定だった魔王の実在が証明されただけで、まず成功である。《銀エルフ毒アバ・妃ムーン》に惹ひかれて魔王が現れれば、万ばん々ばん歳ざいといったところだろうが。

「あんたと会話ができるとは思わないけど──」

　その勝ち誇った態度を崩くずしたくて、私は吐はき捨てる。

「あえて言うわ、こんなのは無意味よ。家系の目的を叶かなえても意味はない。あんたは何も得られない。志田桐が得をしても、志田桐負名の利益はない。世間を騒さわがせた犯罪者として追われ、人生を穢けがすだけよ」

「あんたの価値観を押しつけないでくださいよ」

　冷ややかな声で、負名が応こたえる。

「あたしは幸せっすよ。生きている一秒一秒がね。あんたに理解されるとは思わないっす。あぁ、こんなこと、いちいち説明したくないんすけどね……ほんとは、みんなあたしみたいに生きていたら簡単なのに。紡路さんも──」

　その名前を口にしたときだけ、負名の声に感情が露ろ出しゆつした。

　完かん璧ぺきに構築された彼女の自じ我がに、その名前は亀裂をいれていた。

「あのひとも、最さい期ごまで説得してくれましたよ。考え直せと。こんなのは無意味だと。でも、あたしは彼を切り刻んだ！　あたしの人生を考えてくれた彼を、無む慈じ悲ひに殺した！　あのひとは、命いのち乞ごいすらしなかった！　あたしを否定したまま死んだ！」

　それは彼女にとって、たぶん最大の攻撃だったのだろう。

　用意された道を進みつづける。血筋の、家系の目的を叶えるため真っ直すぐに突き進む。だが、そんな自分の人生に疑問をもったら地じ獄ごくなのだ。悔くい改めてしまったら、それまで積み重ねてきた歴史が、己おのれの人生が、無駄になる。

　泳ぎつづけなければ死ぬ回遊魚のように。

　己の生き様について考えてしまえば、彼女の幸福は瓦が解かいする。

「あたしは幸せ。これで幸せ。他人の意見なんか求めてない。志田桐として生きる。その目的を叶える。そのために努力し、充じゆう実じつした人生を！　あたしは正しい！　間ま違ちがっていない！　あたしは幸福っす！」

「馬鹿馬鹿しい」

　彼女の幻げん想そうに矢を放とう。

　紡路非罪が刻んだ亀裂に、激流を押しこんで破は綻たんさせよう。

　私は残ざん酷こくに。冷酷な、いつもの私らしく。

「けっきょくあんたは、失敗するのが怖こわいだけじゃない」

　その一言が隙すきをつくった。紡路が刻みこんだ刃やいばに、今こそ私が蹴りをくれてやる。勢いよく刺さしこんで、あんたの理想の首を落としてやる。完璧に回転していた歯車のようだった負名に、わずかに生じた齟そ齬ご。そこを見み逃のがさず、残ざん忍にんに食くらいつく。

　言葉を並べるのに夢中になっていた彼女に、私は全速力で駆かけ寄っていく。大おお猿ざると戦ったときと同じだ。降る雪を、あるいは宙を舞う空気を、その場で凍らせて足場とする。階段を駆けあがるようにして、透とう明めいな通路を負名まで一直線。

「あっ──」

　負名が身構えたときには、もう遅おそい。慌あわてて彼女が両りよう腕うでを伸ばし、かぎ爪で私を切り刻もうとする。兇きよう猛もうなその尖せん端たんが私の肩かた口ぐちから食いこむ。これだから喧けん嘩かは嫌いやだ。傷つかずに勝てることはまずない。

　だからこそ、肉を切らせて骨を断たつ。

　失うのを恐おそれていたら、何も得られない。博打ばくちをしなければ、大おお儲もうけもできない。あの日、執しつ行こう部ぶに初めて向かったあの日、私の凍りついた人生は涙なみだになって溶とけてしまった。地道に積み重ねる日々は、すっかり吹っ飛んでしまった。

　私はどうせ長生きできない。派手に遊んで無茶をして、思いっきり生き急いでやる。そんな人生は──負名には、それこそ理解できないだろうけど。

　さんざん言われっぱなしになっていた、その仕返しに告げてやる。

「志田桐負名、聞きなさい。聞いて、悔くやしがればいい」

　負名の身体を抱だきしめ、雪と氷の女王を全力で解き放ちながら。
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　血が散さん華げするなか、勝ち誇って。

「私のほうが、あんたより幸福だわ」

　意識が朦もう朧ろうとしてくる。血を失いすぎた。負名を倒たおすだけで限界か。《銀エルフ毒アバ・妃ムーン》は放置することになるが──それで上等。私は見ていた。銀色の光に突とつ撃げきする真しん紅くの輝かがやき。見慣れた、私の可か愛わいい扶ふ養よう家族が、全すべてを打ち砕くだいてくれる。

　賭かけは私の勝ちになる。それを信じて、私は、私のできる範はん囲いで全力を尽つくす。あとのことは、仲間にお任せ。それは信しん頼らいで、幸福だ。

　たまには博打も悪くない。

　だけどまぁ──二度とごめんだわね。

　疲ひ労ろう感かんと激痛、熱病に浮うかされた感覚のなか、私の内側から冷気が解き放たれる。この世にあらざる氷雪の暴君が、負名の全身を覆おおった桃もも色いろの甲こう殻かくを凍いてつかせる。防ぼう御ぎよは無意味だ。分子の運動が停止し、あらゆる生命が氷こおり漬づけになり、残るのは永久凍とう土ど。

　私の生命を徴ちよう税ぜいし、氷雪の舞姫が踊おどり狂くるう。

「あはっ……」

　霜しもに覆われ亀き裂れつが走り、凍てつき砕け散った外がい殻かくの下。

　そこから負名の口元が露出し、長い舌が「べろり」と覗のぞいた。

「あははっ、あははははっ、あははははははっ」

　全身を極ごつ寒かんの舞ぶ踏とうに蹂じゆう躙りんされ、砕け散りながら、負名はつぶやいた。

　生まれたてのような、それは彼女の本音だったのか。

「ようやく──終わりっすか、あぁ、くたびれた……」

　同時に、私の意識も闇やみに落ちる。
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　蹲うずくまって苦痛に耐たえていた。

　地獄とはたぶんこういう環かん境きようなのだろう。衣服を剝はぎ取られ煮に立たった血の池に沈しずみ、針の山で全身を串くし刺ざしにされる。実際に肉体的な損傷を受けたわけではないが、精神的な打だ撃げきは防御のしようがないという点で最悪だった。柔やわらかい部分にずぶずぶと刃やいばが差しこまれ、俺を脆もろくし、打ち砕いていく。

「…………さん……」

　俺は最後の理性で悪夢の渦うずから脱ぬけだそうとあがき、かろうじて自じ我がの崩ほう壊かいを防いでいた。重ねてきた経験と知識から、全ては怪造学的に説明できる幻げん覚かくだと理解はできる。だが理り屈くつでわかっても嫌けん悪お感は止められず、俺をゆっくりと狂わせていた。

「……う……さん…………」

　目を閉じ。耳を塞ふさぎ。涙を堪こらえて、ほかの誰だれかが目の前の凶きよう事じを粉ふん砕さいしてくれるのを待っている。そうだ。俺は昔からそうだった。つまらない人間。何も得られない。父にも母にも見捨てられた。友達も恋こい人びとも偽にせ物ものだった。誰とも関かかわれず、生きている意味もないなら、ここで死んじまっても──。

「父さん！」

　鮮せん烈れつな声で一気に目が醒さめた。

　意識が鮮明になる。自分の立場や目的を思いだす。幼児みたいに身を丸くして寝ねている場合じゃねぇ。俺は両目を見開き身を起こし、自らの頰ほおを殴なぐって気合をいれた。よく見ると、腕うでのあたりに何かの植物が芽め吹ぶいて、ちいさな花をつけている。

　色に見覚えがある。たぶん、ジグちゃんが置いていったのだろう──これは、紡路非罪の種子が生長したものか。幻覚をともなう精神攻こう撃げきを、和やわらげてくれているようだ。

　周囲を観察する。銀色の光。これが厄やつ介かいだ。理性を失わせ、過去の傷を抉えぐってきやがる。そんな痛ましい人生を送ってきたわけでもないのに、この俺が絶望の底に叩きこまれたくらいだ。精神的な毒素。それも凶悪な汚お染せん度だ。

　俺は全身を縛いましめられていたようだが、俺が正気を取り戻もどすと同時にぶちぶちと解ほどけていった。この黒い縄なわは《迷路カオス王コア》の謹きん製せいだな。俺が意識を回復したとき動けるように、あらかじめ綻ほころびをつくってくれていたんだろう。

　助かるよ相棒。

「父さん、大だい丈じよう夫ぶ？　頭痛いの？」

　俺のそばで、和服をまとった、ちいさな女の子がちょこまか動いていた。

　それは俺の可愛い娘むすめの伊い依よりちゃんだった。

　頭の左右でまとめた髪かみの毛がぴょこぴょこと跳はねている。

　外の騒ぎに気づき、廊ろう下かを当あて所どなく歩いて俺を見つけたらしい。

　おかげで助かった。

　こいつの声は、絶望を貫つらぬく真っ直すぐな煌きらめきだ。母親に似たみたいだな。

　思いつつ、俺は伊依ちゃんを抱きしめた。命の恩人を。

「ちょっ、父さん？　何なの？　どうしたの？」

　戸と惑まどい、伊依ちゃんはいつもの憎にくまれ口をたたく余よ裕ゆうもないらしい。

「伊依ちゃんのことを、世界でいちばん愛してるよ～♪」

「うぎゃあああ!?」

　抱きあげて振ふり回したら、子が親に向ける声とは思えない悲鳴をあげられた。遊んでいる場合ではない。空気みたいに軽い伊依ちゃんを抱きあげたまま、いくつか確かく認にん。

「伊依ちゃんは、気分悪かったりしないか？　どこも怪け我がはないか？」

「え？　あ、うん。儀ぎ式しきの最中は外にでちゃいけないって──なぁに？　どうしたの？　何かあったの？」
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　慌てて尋たずねてくる。

　銀色の光は、そんな伊依ちゃんを慈いつくしみ、避よけるようにして遠ざかっている。ふむ。良くない想像が湧わいてきたな。伊依ちゃんを識別し、精神を錯さく乱らんさせる能力の外に置いているということは、この光を放っている存在の正体にも思いが至ろうというものだ。

　伊依ちゃんが無事なのは、寂憐院の血統のおかげだろう。同じ血が流れている伊依ちゃんを、攻撃の範はん囲い外がいにしている。

　俺は父親失格だ。親になる覚かく悟ごはなかった。父であることを恐れた。それなのに、おまえは俺を助けてくれた。

　親子。俺が失った絆きずな。今から信頼を取り戻せるとは思えない。

　でも、たいせつにしよう。この温かさ。もう遅いかもしれないけど。

　悪夢のなかから俺を救ってくれたのは、伊依ちゃんだった。

「そ、それよりも、父さん」

　すなおな親愛を示していると、伊依ちゃんは照れて、身じろぎした。

「さっきから電話が鳴っているよ？」

　その言葉に、俺は心臓が潰つぶれるほど驚おどろいた。そうだ、目覚めたときからずっと鳴っていたので雑音として処理してしまったらしいが、ちいさな振しん動どう音が響いている。

「これ、これ」

　伊依ちゃんが和服の懐ふところから、俺にちいさな電話を渡わたしてくれる。

「あたしの部屋で、ずっと鳴ってたんだけど。これ、出ていいのかな？　ほら、あたし電話に勝手に出ちゃいけないって言われてるから──父さん、出てくれる？」

　この非常時に、どこのどいつが……？

　思いつつ、伊依ちゃんから電話を受けとり、通話ボタンを押すと。

『──もしもし？』

　どこかで聞いた覚えのある声が、俺の耳じ朶だを陰いん鬱うつに打った。

　この、何か影かげがあるというか、聞いているだけでお通つ夜やみたいな雰ふん囲い気きになる声こわ音ねは──あいつだ。伊依ちゃんも電話の相手を察したか、身を強こわばらせる。

　伊依ちゃんの反応を見るかぎり、間違いないか。

　思いつつ、俺はすなおに相手の名を呼んだ。

「孤独ひとりくんか？」

　寂じやく憐れん院いん孤独ひとり。

　俺の妻である秘依の長男で、俺にとっては父親違ちがいの義理の息子むすこだ。伊依ちゃんにとっては、半分だけ血が繫つながった義兄。不知野を棄すて、出しゆつ奔ぽんし、怪造学会にて立場を築いた不知野の裏切りもの。母と義妹を見捨て、引き継つぐはずだった未来視のお役目を放ほう棄きしたとして、不知野では俺よりもずっと憎まれ、敵視されている人物だ。

　彼は不知野から去ったあと、怪造学を研けん鑽さんし、あの虚島慈樹に協力して何やらしていたようだが──今はあの異常者との縁えんも切れ、平へい穏おんな家庭を築いているはず。

『その声は、お義と父うさんですね!?　良かった、ちょうどいい!!』

　相変わらず融ゆう通ずうの利きかない真ま面じ目めな声で、けれどいつもより切せつ羽ぱ詰つまった調子で、孤独くんはまくしたてた。いつも冷然としている彼にしては珍めずらしく、泡あわを食っている。

　伊依ちゃんが猛もう烈れつに嫌な顔をするなか、世間話をしている余裕もないし、俺は単刀直入にこの苦手な義理の息子と対話した。

「どうした、落ちつけ。おまえらしくないぞ。何事だ？」

『怪造学会は不知野に攻撃を仕し掛かけるつもりです！』

　俺の言葉を遮さえぎるように、孤独くんは言い放った。

　最悪の事実を。

『大規模な怪造モンス生物ターハ災害ザードが起きたとき、怪造学会がすることは唯ゆい一いつ──完全な殲せん滅めつと証しよう拠この隠いん滅めつです！　部隊を送りこみ目もく撃げき者を皆みな殺ごろしにし、その土地を爆ばく撃げきし焼きつくすことすら厭いとわない！　今回、不知野で怪造された存在は怪造学の根幹に触ふれるもの……容よう赦しやはされません！　何もかも踏ふみつぶされる！　不知野は崩壊します!!』

　あぁ、時間切れか。怪造学会のやりくちは、知ち悉しつしているはずだったのにな。あの沈ちん着ちやくな孤独くんがここまで取り乱してるんだ、すでに不知野への攻撃部隊などは派は遣けんされているのだろう。腰こしの重い怪造学会にしては対応が早い──たぶん、経けい緯いを見守り、観察し、ある程度の成果を得たら頃ころ合あいを見計らって叩きつぶす算段だったのだ。

　傍ぼう観かんし、見逃して、後始末まで完全にやってのける。

　どれだけの血が流れても。どんな手段を用いても。

　そうだったな、怪造学会は──そんな組織だった。

「それを、俺に伝えてどうする？　今さら棄てた故郷に未練もねぇだろ？　焼きつくされようが何しようが、おまえには関係ないはずだ……ちがうか？」

『そこには私の母と義妹いもうとがいるんです……』

　その言葉に、伊依がぎゅっと身を強ばらせた。

『今さら謝罪も、懺ざん悔げもできた義理ではありません。ただ、理解してほしい。私は不知野を怨うらんでいる。その因習の愚おろかしさを知り、逃にげた男です。だが、私は家族を助けたかった──怪造学を追究し、母を縛しばる未来視の異能を解き明かし、救いたかった……！　こんな事態になるとは思わなかった……！　こんなに早く何もかもが滅ほろぶなど……!!』

「あぁ、誰だれもおまえを悪党だなんて思っちゃいない」

　真面目すぎる孤独くんは、助けたかったのだ。この不知野の因習から、母と義妹を。だがそれを表立って宣言するほど偽ぎ善ぜん者でもなかった。必死で努力し、秘依をこの地に縛りつける未来視の特権──怪造学によって強化された異能の正体を看破することで、妄もう執しゆうを断たち切るつもりだったのだ。

　だが結果として、彼は間に合わなかった。

「孤独くん、間ま違ちがっても不知野にはくるな。おまえまで巻きこまれて死ぬことはない。おまえの母親と、義妹のことは、俺に──義父さんに、任せておけ」

　いちどくらいは、父親らしいことを言ってみよう。

　通じたかどうかはわからない。孤独くんが何か言う前に、通信は途と絶だえた。怪造学会の部隊が近づいているのだろう。電波の遮しや断だんは連中の常じよう套とう手段だ。

　怪造学会の部隊は、個人では対たい抗こうできない圧あつ倒とう的な戦力だ。今から逃げても間にあわない。俺にできることは少ない。俺は手のなかで、今も温かさを主張する娘を見つめる。そして外の銀色の光を。

　この銀光の正体が、俺の想像どおりなら──。

　怪造学会の攻撃が始まる前に、事態を解決しないと、俺はたいせつなものを失うことになる。時間はかぎりなく少ない。俺の用いられる手段もない。体力もない。そして何よりも、選せん択たく肢しがない。何かを選べば、何かを失う。俺は考える必要があった。

　伊依ちゃんを見つめる。

　身を守る術すべを知らない、俺の希望。

　歯は嚙がみし、逡しゆん巡じゆんし、取りかえしのつかないことをしていると思いながら、俺は伊依ちゃんを強く抱だき寄せると不知野の屋や敷しきを走った。

　安全な場所へ向かおう。怪造学的な防護がされた、あの地下の部屋がいいか。俺の知識と技術を総動員すれば、その防備はより強化できるはず。

　そんな算段を立てながら、同時に俺は心のなかで、ひとつのたいせつな宝物を棄すてた。

　見殺しにした。

「伊依ちゃん、隠かくれていろ。今度は絶対に外にでるな。目を瞑つむり、耳を塞いで、何も考えるな。そんで寝ちまえ。その間にぜんぶ終わってる」

「母さんは……？」

　伊依ちゃんが、俺の心の最後の防ぼう波は堤ていを、無む垢くに突つき崩くずした。

「母さんがいないの……母さんを、見つけて。助けて……父さん」

「わかってる」

　最後に伊依を抱きしめて、俺は精せい一いつ杯ぱいの笑えみを見せた。その笑顔を、見破られてはいけない。優やさしいうちの娘は、その母親の現状を知れば、また飛びだしてくる。それは許せない。無む駄だ死じにするだけだ。この子は安全な位置で、何も知らずに終わりを迎むかえる。

　その代わり、彼女の安全を確保するために、俺は時間を使いきる。

　後こう悔かいするだろう。俺は絶望するだろう。そして俺の最愛のあのひとは──。

「お母さんも、俺が守る。絶対に」

　でもな、ごめんな。俺はおまえに生きていてほしい。

　たぶん、秘依も。ほかの誰よりも、おまえに未来を得てほしい。

　おまえは俺たちの希望なんだ。

「約束するよ」

　ごめんな──伊依ちゃん。

　一生、怨まれるんだろうな。

　父さんは噓うそつきだ。
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　怪造モン生物スターや幻覚を突っきり、銀光の中心へ。

　一秒遅おくれるごとに被ひ害がいが増える。不知野はそれなりに広いので、あたしも全すべて把は握あくできるわけではありませんが──完全に崩ほう壊かいするまで、もはや猶ゆう予よはないはずです。

「それに……アタシの経験上、そろそろ怪造学会が動くころよ」

　あたしとなかば同化した《迷路カオス王コア》が、気が滅め入いるような声でぼやきました。

「爆ばく撃げきでもされたら不知野といっしょに共とも倒だおれだし、ぞっとしないわね……手早く終わらせるわよ……あんたも、こんなつまらない場所と心中するつもりはないでしょ……？」

　そうですね。

　ようやく拾いあげた、あたしの人生。ここで途絶えさせるために、今日まで生きのびたんじゃない。それに、誰だれにとっても不幸しか呼ばないこの状じよう況きようは、執しつ行こう部ぶの一員として、とても見過ごせません。

　終わらせましょう。ほかの誰も動けないなら、あたしたちが。今日まで命をつづけさせてくれた恩返しを、この世界に。

　全員を助けられるとは思いません。

　でも、せめて目の前にいるひとたちくらいは。

　そうですね。まずは──。

「秘依さん！」

　大声で呼びかけました。

　あたしは目もくらむような銀色のなか、見覚えのある舞ぶ台たいに肉にく薄はくします。未来視の儀式が行われていた、不知野の中心地。そして銀色の爆発が絶え間なく迸ほとばしる諸悪の根源。周囲は風圧で抉えぐれ、人々は折り重なって倒たおれ、さながら爆心地です。

「さすがに、びりびりくるわね……」

《迷路カオス王コア》が呻うめきます。あたしも同意します。声をだせないほどの、圧倒的な迫はく力りよく。迸る爆風と感情の奔ほん流りゆう。恐きよう怖ふが湧きあがり、蹲うずくまってしまいたい感覚に襲おそわれます。でも、立ち止まりません。正面から思いっきり押されるような圧力のなか、あたしは地面を踏みしめて前進しました。

　全ての中ちゆう核かくとなった、たぶん怪造モン生物スターだと思われる超ちよう越えつ的な存在は──和装の、光でかたちづくられた女性に見えました。近づくと、ほとんど輪りん郭かくすらわからない。質量がありません。それこそ幻げん覚かくのようです。空中に描えがきだされた神秘的な女性は、けれど神こう々ごうしい見た目に反して、迷子のように手を動かし、何かを捜さがしているようでした。

　その爪つめの先まで光で構築された指先が触れた位置からは、空間が歪ゆがみ、煌めきに導かれるようにして無数の怪造モン生物スターが這はいだしてきます。怪造している。手当たりしだいに。こちらを警けい戒かいするどころか認にん識しきすらしていないようで、突っこんでいくあたしを見もしません。

　侮あなどられる以前の問題。彼女は戦せん闘とう行こう為いをしているわけでも、何かを攻こう撃げきしているわけでもないのでしょう。ただ在るだけで不知野が滅びゆく。災害そのもののような、光の巨きよ人じん。

　斃たおせるんでしょうか、こんな化け物を。

　考えているうちに、不意に彼女はこちらを見ました。

　ようやく視認してもらえたようですが──。

　絶ぜつ叫きよう。音というより衝しよう撃げき波はそのもののような咆ほう哮こうが、彼女の大きく開かれた口から迸りました。同時に放たれる途と方ほうもない銀色の奔流。それは真っ直すぐにあたしに向かって吹ふき荒あれ、全身を打だ撃げきしました。死ぬ、と思いましたが──なぜだか、破は壊かい力がない。

　不思議なものが見えました。

　誰かの記き憶おくの断だん片ぺんでしょうか、まるで映画でも観みるように、色いろ鮮あざやかな光景が脳のう裏りに表示されます。むかし昔。当事者のように、他人の記憶を反はん芻すうする。それはかつて味わったことのない、奇き妙みような感覚でした。あたしは夢ゆめ現うつつになり、支し離り滅めつ裂れつに分断されたその思い出を嚙かみしめます。

　寂憐院の初代だった、寂じやく憐れん院いん秘ひ継つぎ。

　未来視という国の将来を担になう役目に耐たえられず、いつでも逃げたかった。そんな彼女を導き、ともに逃げようと手をとってくれた唯一の男。

　ふたりは寄り添そい、全てを棄てて逃げるはずだったのに。

〈どうして？〉

　声が響ひびきました。

　一言一言が爆ばく裂れつのような、それは彼女の咆哮でした。

〈どこへ行ったの？　どこへ？　わたしを置いて、どこへ？〉

　けれど、彼女は置いていかれた。愛いとしい彼は、彼女を救わずにどこかへ消えた。傷心に打ちのめされ、この不知野に未練を抱きながら残った彼女は、後にもつづく寂憐院の血統となる子供を産み──失意のなかで、生しよう涯がいを終える。

　人間としての彼女は、そこで死んだのでしょう。

　けれど遺のこった感情があった。

「なるほどね……」

　得心いったというように、《迷路カオス王コア》が囁ささやきます。

「魔ま王おうを愛した女性。そして、魔王が愛した女性。それが寂憐院秘継ね──虚界アンダカにあった魔王の、彼女への未練や強い愛情、思い出や記憶が結けつ晶しよう化し、怪造モン生物スターとなった……それがこの化け物ってわけね……怨めしやぁって季節でもないでしょうに……」

　魔王との報むくわれぬ恋れん愛あいが生みだした、怪造モン生物スターとしての幽ゆう霊れい。

　それがこの光の女性なのでしょうか。

　怨めしやというより、恋こいしや。ひたすら魔王を想おもうその気持ちは、他者を傷つけるものではありません。最初から、戦ってすらいない。攻撃してはいない。ひたすら他者の精神の内側まで引っくりかえし、愛しい彼の影かげを追って捜し回っていただけ。

　敵意がないとわかれば、気持ちも楽になります。

　あたしは思いきって驀ばく進しんしました。近づくだけで身が千切られそうですが、今は我が慢まんするしかありません。さまようお化けなど、怖こわくはありません。ただ哀かなしいだけ。《迷路カオス王コア》も同じ気持ちを共有しているのか、湿しめっぽくつぶやきました。

「でも、これは偽にせ物もの。ただのお化け。寂憐院秘継本人ですらない。不知野に保存されていたその死し骸がいと、直系の子孫を用いてかぎりなく似せているけど……魔王を釣つりだす餌えさにすらならない。本人はすでに天てん寿じゆをまっとうしているんだから、偽物がどれだけ呼ぼうと魔王は応こたえやしない……」

「可か哀わい想そうですね」

　何もかも無意味なら、彼女もまた被ひ害がい者しやでしょう。

　無意味に生きかえらされ、叶かなわぬ恋に身を焦こがし、苦く悶もんしている。

「ええ。でも同情してあげる余よ裕ゆうも、義理もないわよ……滅作に言われなかった？　アタシたちの仕事は、誰だれかを助けることじゃないのよ……」

「はい。迷めい惑わくをかけるひとを、ぶん殴なぐるのがお仕事です」

　助けてあげるなんて、とても言えません。

　でもあたしは、このお仕事を肯こう定ていする。あたしは、少なくとも救われた。誰かひとりでも絶望の淵ふちからすくいあげることができるなら、報われる。生きている価値が自分にもあるのだと、誤解でも思えるから。だからあたしは、執行部として戦います。

　同化している《迷路カオス王コア》には、声をださずとも気持ちは伝わります。

　あたしの上半身をほとんどその身体からだで防護し、強化してくれながら。

「寂憐院秘継は、子供を遺し、生涯を終えたわ……けれど、個人的な恋愛感情という未練が、彼女をこうしてお化けにした。生きているとき満たされなかった願望は、死後にどうしようと同じだわ。無意味に苦痛を味わうだけなら、ここで終わらせてあげるのが正解かしらね……」

　同化した視界で、《迷路カオス王コア》があたしに指し摘てきしてくれます。

　光の中心地。そこに置かれた棺かん桶おけのそばに、秘依さんが倒れています。豪ごう奢しやな和服をまとったまま、事切れたように。そっか、秘依さんが中心なんですね。この現象の。寂憐院秘継の直系の子孫。同じ血が流れるものとして、彼女が降臨するよりしろにされた──《迷路カオス王コア》の推測を共有し、歯嚙みします。

　もともと病弱らしい秘依さんが、強大な怪造モン生物スターであるこの光のお化けを降ろしているのですから、負担は尋じん常じようではないでしょう。確実に寿じゆ命みようを縮めている──いいえ、命すら長くは保もたないはずです。

　光のせいで視界が判然としないなか、あたしは深海を泳ぐように手で《魔ま力りよく》をかきわけ、ひたすらに進みます。戦せん闘とう形態に変化。猫ねこの耳と尻尾しつぽを生やし、人間から様変わりして。牙きばを剝むき、吼ほえながら。ここまで無理をして、何をしているのかという話ですが。ここで退ひいたら、逃げたら、あたしは自分を許せない。

　歯を食いしばって進みます。

　秘依さんのことを想います。優やさしいひとでした。たぶん、穏おだやかに暮らすのが似合っている、平和な雰ふん囲い気きの女のひとでした。だから、あんまりです。助けたいです。

「寂憐院秘依と怪造モン生物スターの間にある《魔力》の経路を断たたないと、たぶんこの光は消滅しないわね……あの棺桶は呪じゆ具ぐみたいだけど、中心はあそこじゃない。あれを破壊しても意味はないと思う……あるいは、秘依を殺すのが手っ取り早いわけだけど……」

「それは断固拒きよ否ひです！」

　秘依さんに、死ぬ理由はない。彼女は、何も悪いことをしていません。

「どうかしらね……」

　けれど《迷路カオス王コア》は、思考を共有しながらも、考えを異にしているようでした。

「アタシには、秘継と秘依の望みが一いつ致ちしているような気がするわ……ひたむきな恋こい心ごころは、秘依にもあったもの……それを利用され、いいえ、秘依自身が同調し手放さないから、被害は終わらない……秘継と秘依の精神はほぼ同調している……気がする……」

「どういうことですか？」

「お子様には難しい話よ……あぁ、だから人間は嫌だわ……また虚界アンダカに引きこもりたくなってきた……あっちの連中のほうが、よっぽど単純でわかりやすいもの……」

　ぶつぶつ愚ぐ痴ちを零こぼす《迷路カオス王コア》とは、もはや対話ができそうになかったので、あたしは必死で考えます。恋心。未練と情愛が結晶したお化け。それがこの光。原動力に、秘依さんの恋心があるとしたら。

　恋する気持ちは、わかりません。それに似た気持ちは、ちょっとだけ抱いたことがありますが。女ではなく、子供として、考えてみましょうか。

　恋愛、情愛、大いに結構。とても美しい、物語の主題に相応ふさわしい感情でしょう。

　でも。けれど。あえて言いましょう。

　あたしには、それを主張する権利があります。

　秘依さんは、寂憐院初代の秘継の子孫。つまりは子供です。血の繫つながりがある、自分の血肉をわけた相手です。子供を私欲のために消費し、苦痛を味わわせる、そんな大人は許せない。そんな親は、認めない。

「寂憐院秘依さん！」

　あたしの全身に熱が生じます。あたしと同じ棄すてられた子供の、オロチちゃんから得た力。嚙みついて。食い千切って。我がものにした憤ゲヘ怒ナダ断イア片モンド。灼しやく熱ねつの力そのものを、今こそあたしの意思に溶とかして吸収、武器とします。全身が燃えるように赤熱し、湯気と高温を噴ふきだして周囲の銀色を弾はじきとばします。

　身体中に刻まれた刺青いれずみが四し肢しの隅すみ々ずみまで埋うめつくし、眼球が燃えあがり、あたしは火の玉と化します。《迷路カオス王コア》もほとんど肉体的に融ゆう和わし一体化し、あたしは砲ほう弾だんのごとく空気を貫つらぬきました。この身体に秘ひめられた全すべての力を結集し、推進力に代えて。

　同時にあたしは咆哮しました。

　ほかの誰でもない、寂憐院秘依さんに向けて。

「聞いてください！」

　ほんの一時だけ触ふれあった、誰だれかのお母さんに向けて。

「このままだと、あなたは不知野を全て滅ぼしてしまう！　寂憐院秘継に吞のみこまれないで！　恋愛のことよりも──個人的なことよりも、子供のことを考えて！」

　弾けるように跳ちよう躍やくし、呪具の柩ひつぎを粉ふん砕さいする。そのまま倒れ伏ふした秘依さんを両手に抱き寄せて──彼女の子供になった気持ちで、必死にすがりつき祈いのりました。

　お願い。秘依さん。

　恋愛なんかに囚とらわれないで。お化けの未練なんかに引きずられないで。わがままな願いですが、あたしは自分の欲求のために子供を蔑ないがしろにする親が許せない。あたしは棄てられ人生に迷い、この世に絶望したことがあります。そんな子供を増やさないで。

　あなたの子供の未来を、自分の足で踏ふみつぶさないで。

「あら……」

　秘依さんは目覚め、ぱちくりと瞬まばたきして、まだ夢ゆめ現うつつなのか。あるいは、超越的な存在に生命を搾しぼりとられ、精神も何もかも限界なのか──。

　不思議なことを言いました。

「猫ちゃん」

　あたしの耳を、幼子のように指差して。

「お墓をつくった、恩返しにきてくれたの？　でもねぇ、猫ちゃん──わたしよりもね、わたしの子供と、滅作さんを……」

　秘依さんが、にっこりと笑いました。

「滅作さん、知ってるわよね？　あのとき、いっしょにいたひと。わたしの、大好きなひと。あのひとがいて。伊依がいて。孤独がいて。お手伝いのみんな。世話役のお爺じいさんたち。優しい村のひとたち。可哀想な国のお偉えらいさんたち」

　まるで遺ゆい言ごんのような。でも世間話のような、すなおな吐と露ろでした。

「みんなみんな、貴とうとい。愛いとおしい、わたしの世界だった。幸せな時間が、たしかにあった。わたしは、信じてもらえないかもしれないけど、不知野が……この人生が、好きだった」

　彼女の頰ほおに、涙なみだが伝って。

「もう、終わりなのね」

　優しいひとは、生まれたてみたいな吐と息いきを漏もらします。

「ねぇ猫ちゃん、たいせつにしてね。わたしの大好きな……」

　言葉は最後まで語られず、銀色のなかに消えていきました。

　それでも静かに頷うなずいて、あたしは誰かのお母さんを抱だきしめました。
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　数ヶ月が経過しました。

　不ふ知じ野のはあのとき怪かい造ぞうされた怪造モン生物スター──恋こいする女性のお化けたる《銀エルフ毒アバ・妃ムーン》によってかき混ぜられ、また被害を甚じん大だいに広げ、さらには怪造学会が送りこんだ部隊などによって見る影もなく滅ぼされました。復興作業はされていますが、すぐにまた元どおり、とはいかないようです。村人にも大量の死傷者がでたようですし、事実上、崩壊です。

　不知野はほとんど放ほう棄きされたも同然ですが、国の暗部ともいえる未来視を担になっていた一族です、監かん視しつきで生かさず殺さず隔かく離りされたようなものです。《銀エルフ毒アバ・妃ムーン》のよりしろとなった秘ひ依よりさんは生命力を大おお幅はばに失い、意識をなくして昏こん々こんと眠ねむりつづけているようです。そのお世話を、たぶんあの猿さる面めんの少年と、秘依さんの娘むすめさんがしているのでしょう。

　不知野は滅び、国は変わらず、怪造学会は発展して。

　それでも世界は今日も廻まわっていて、あたしは毎日積み重なっていくお仕事に忙ぼう殺さつされ、考える暇ひまもありません。でも、あの不知野で起きたことを、忘れることはないでしょう。

「ジグちゃん」

　物思いに沈しずんでいたあたしは、名前を呼ばれて顔をあげました。見ると、すっかり馴な染じんだ見み魔ま坂さかの片かた隅すみ。執行部の事務所の入口に、駆かる原はら遥はるかちゃんが立っています。元々は虚こ島じま慈いつ樹きの研究所にて怪造モン生物スター兵器として身体を弄いじくられ、オロチという名前で呼ばれていた彼女ですが、今はふつうの女の子です。

　旅行鞄かばんを足あし下もとに置いて、お洒落しやれなよそ行きの格好をしています。人にん参じん色の髪かみをした、そばかすの可か愛わいらしい女の子です。あたしと同い年だそうで、弾ける笑え顔がおが眩まぶしいです。

　彼女は身体を改造されたことにより、生命維い持じすら困難になって入院していましたが、ようやく日常生活を営める程度には回復したとか。よって、静養と社会復帰のため、とあるお屋や敷しきで下働きのようなお仕事をすることになったようです。

　そのお屋敷はここからちょっと離はなれており、しばらく会えないからと、わざわざお別れの挨あい拶さつをしにきてくれたわけです。

「わぁ」

　遥ちゃんは微ほほ笑えんで、無む邪じや気きに両手をあわせました。

「ジグちゃん、その手首！」

　指差され、あたしは苦笑いしました。

　あたしの手首には、《門ＧＡＴＥ》──怪造学に必要不可欠な、現界カナイと虚界アンダカを繫ぐ入口にして出口となる呪具が嵌はまっています。光を反射し、眩しいです。

「無理に手続きをさせられましてね。あたしのことを怪造学会に組みこんで、管理下に置いておきたいのでしょう」

　語りながら、あたしは座っていた椅い子すから腰こしをあげます。

　がらんとした事務所内。昔は常に漂ただよっていた煙草たばこやお酒の匂においも、もう薄うすれてしまいました。座席はいくつも用意されていますが、埋まっているのはあたしの場所のみ。いちばん偉いひとが座るところも。がらくたが積みあげられた机も。持ち主を失い、埃ほこりをかぶったまま放置されています。

「今はこれでも、執しつ行こう部長代理とかいう、偉そうな肩かた書がきですからね」

　なるべく深刻な口調にならないようにしましたが、遥ちゃんは察してくれて、気き遣づかうように何も言いませんでした。広くなってしまった部屋を眺ながめ、遥ちゃんのために珈琲コーヒーを淹いれます。一いつ瞬しゆん、この珈琲ポットを投げつける宇う宙つ木きちゃんと、その蛮ばん行こうに文句を垂れるオッサンの姿を幻げん視ししましたが──幸せだった過去は、すでに遠い。

　ふたりとも、不知野の事件が終わった直後に、執行部から去りました。

　おかげで今は、独りっきりです。

　オッサンは昏こん睡すい状態の秘依さんを救うため、彼女の身体を蝕むしばむ《銀エルフ毒アバ・妃ムーン》についての、そしてその延長線上にある魔王の研究をしているそうです。間にあわなかった彼なりの償つぐないなのでしょうか。今度は何もかもを捨て、必死に秘依さんを救う方法を模も索さくしています。その姿は鬼き気き迫せまるようで、あたしは何も言えませんでした。

　あれこれ成果もあげているようですが、すでに、彼の歩む道はあたしのそれとは食いちがってしまった。肩を支えあい、寄り添そって歩く仲間たりえた時代は、もはや過去のもの。彼は彼なりに。あたしはあたしなりに。それぞれの道を歩くのみ。

　再び人生が交差することは、たぶん永久にない。

　今の彼には、あの目的のために悪となった自分を肯定した、虚島慈樹の姿が重なります。それに、噂うわさですが──不知野から生きのびた志し田だ桐ぎり負おう名ながそそのかし、彼の執しゆう念ねんと才能を魔王研究に向けるため画策しているとか。

　危あやういところを歩いている、とは思いますし、心配ですが。

　気持ちもわかるんです。

　彼は救えなかった。誰だれも助けられなかった。その悔かい恨こん、罪悪感は、あたしも共有するものです。そして彼は、最愛のひとを失おうとしているんです。いったい誰が、死しにもの狂ぐるいになっている彼を否定できるでしょう。

　生きる道が異なってしまったのは哀しいですが、あたしがあれこれ口くち喧やかましく言っても無意味でしょう。彼は変わってしまった。もう声も届かない。

　宇宙木ちゃんも、オッサンと激しい口論の末に決別しました。そして執行部を辞し、新たに教育部というものを興おこして何やら活動しています。

　彼女は取り憑つかれた怪造モン生物スターによって寿命を削けずられています。短い人生を有効活用し、次代を育成することを本ほん懐かいとしたようです。

　寂さびしいですが、その決断を尊敬します。

　応おう援えんできると、思います。

　そうして誰もいなくなったから、執行部はあたしが守ります。

　いつかふたりが帰ってくるとは、さすがに思いませんが。せめて彼らがあたしのことを思いだして、その現状を確かく認にんしたとき、失望をしないように。あたしを助けてくれたひとたちに、それが無む駄だだったと落らく胆たんさせないように。

　あたしは、ここで、あたしなりに。

　道は違たがえたけれど、思い出まで無意味に堕だしはしない。心のなかに、彼らにもらった希望がある。それを糧かてに、原動力に、あたしは今日も生きていきます。

「ジグちゃん、あんまり無理しないで──ね？」

　気遣ってくれる遥ちゃんには悪いですが、残念、吞のん気きにしているうちに外から悲鳴が響ひびいてきました。聞こえなかったふりをしたいですが。

「遥ちゃん、ごめんなさい。お仕事のようです」

　苦く笑しようし、珈琲カップを傾かたむける遥ちゃんを残して、あたしは荒あら々あらしく扉を開けます。独りぼっちになっても、あたしはここで戦いつづける。だけど独りっていうのは、哀かなしいことでもありますが、大人になれたということでもあります。
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　誰かにすがり、甘え、頼たよることなく。

　あたしは、あたしの人生を駆けていく。

　正義の味方になりたいんじゃない。

　全すべてを救えるとも、もう思わない。

　身近な不幸をひとつひとつ潰して、わずかでも、誰かの笑顔を守りぬこう。

　あの日、尊敬できる大人たちに仲間として迎むかえられて、辿たどりついた居場所。

　捨てられて、拾いあげて。あたしが手にいれた日常がここにある。





ジャンクガール・ジグ〈完〉









　あとがき







　こんにちは。日あ日き日らです。

　退たい廃はいと陰いん謀ぼうのハードボイルド、『ジャンクガール・ジグ』の第二巻を皆みなさまにお届けです。これは隔かく月げつ雑誌『ザ・スニーカー』に連れん載さいされた短編を再構築し、大おお幅はばに手を入れて完成させたものです。

　具体的には紡つむ路じ非あら罪つみの章を分断し各章の隙すき間まに配置したり、その結果として短くなったふたつの章を統合したりの大手術でした。その他、けっこう直していますが──こういうことができるのも小説ならではだなぁと、このメディアの柔じゆう軟なん性に驚おどろいてみたりとか。

　第一巻では一話ごとに完結する形式でしたが、今回は最初からひとつの長編としてまとめるつもりで連載を始めました。一話完結とはまたちがった難しさがありましたね。

　前の巻では一話ごとに裏話みたいなことを書きましたが、今回はそれが難しそうなので、この作品の姉妹作である『アンダカの怪造学』も絡からめて、包ほう括かつ的にあれこれ語ってみます。







【客観的な私か、主観的な他人か】

『ジャンクガール・ジグ』の作風は『同じ世界観を共有しながら、アンダカの怪造学ではできないことをする』という方向性でした。まぁ同じ作者なので雰ふん囲い気きは似てくるわけですが、見比べるとあれこれ楽しいかもしれません。

　小説の形式としても、『アンダカ』は『一いち人にん称しようっぽい三人称』で、『ジャンク』は『三人称っぽい一人称』と対極になっております。僕ぼくはアマチュア時代はほとんど一人称で書いていたのですが、たまたま受賞した作品に三人称のものが多く、一人称と三人称のブレンドみたいな文体にいつのまにかなってました。

　若いうちから作風を固めたくないので、あれこれ実験的なことを試しているのですが、『ジャンク』の形式もそのひとつです。

　一人称はずっと同じ人物の視点で進むほうが真っ当なのですが、映画みたいに場面ごとに視点を変化させて（『カメラを切り替かえる』とか勝手に呼んでいますが）、臨場感とか奥行きをだせないもんかなと。

　それなら最初から三人称で書けばいいわけですが、それだと『アンダカ』と同じになるしなぁ、と思ってこういう形式になりました。新しい技法を試ためすのはめっぽう難しくて面めん倒どうくさいですが、充じゆう実じつ感があるものです。

　技術は盗とった盗られたではなく手品師のトリックと同じように、業界すべてが共有する財産なので、面おも白しろい技法を見つけたらすぐに真ま似ねたいところです。ライトノベルは変な文体多いし、宝の山ですね。




【世代交代】

『アンダカ』は夢見る子供たちのサクセスストーリーであり、綺き麗れい事と善意がなるべく肯こう定ていされるような世界観と物語にしてみました。

　学生が主役だと、必然的に子供の世界が中心になって記述されてしまうので、『ジャンク』ではそちらと対比させるため、なるべく大人たちを登場させるようにしました。

　とはいえ作者の実じつ年ねん齢れい以上の年代の人物を描えがくのは、なかなか難しいものです。僕の好きなある作家さんはそれに自覚的なのか、絶対に子供の話しか書かず、歳としを重ねるごとに大人のお話を書き始めるようになっています。最近は社会人の話が多かったりして、なかなか興味深いです。

　その年代のときにしか書けない物語があると思います。十八歳のころにも。二十二歳のころにも。三十代、四十代、あるいは死の直前──それぞれの瞬しゆん間かんにしか発生しない輝かがやく文章を、うまく捕つかまえられたらと思いますが。

　現在の僕はまだ大学生ぐらいの年代なので、どうしても『大人』をきちんと描くことができません。体験していないので、推測するしかない。ただ子供と大人の狭はざ間まにいるこの年代の心理を、なるべく感じるままに描いてみたつもりです。

　子供たちの物語よりも、そんな半はん端ぱな年代の物語のほうが書きやすくなってきたのが、何となく寂さびしいです。ともあれ失われた時代を嘆なげくよりも、現在の素す直なおな心情やこの年代特有の考えかたなどを、それが可能なうちに書き留めておきたいと思いました。

　世代交代といえば、『アンダカ』と『ジャンク』にはわりと共通の登場人物がいます。第一巻なんてほとんど『アンダカ』の登場人物だけで構築したようなものですが、エナミカツミさんが登場人物の年ねん齢れいごとの変化を非常に巧たくみに描いてくれるので、見比べるとかなり面白いですよ。宇う宙つ木きちゃん老ふけたなぁとか。

『ジャンク』と『アンダカ』は十年も離はなれていませんが、なるべく登場人物の時代ごとの変化を描いてあげたい。ずっと同じ立ち位置や人格のわけがないというか、それでは『生きていない』と思いますので。僕は登場人物たちを同じ立ち位置に安住させず、かなり一冊ごとに揺ゆり動うごかします（善し悪あしの次元ではない、ただの癖くせですが）。

　ただ、そのせいか別人みたいに見える連中も多々いて（視点が変われば印象も変わるのは当たり前だと思うのですが）、読者の皆さまを混乱させたりもしていました。特に滅めつ作さくさんは『格好良すぎる』『美形すぎる』と言われたりしましたね。

　名前が変わっている人物（というか、主に呼ばれている名称が変化している人物）もいるので、不作法を承知で書いておくと、

　オロチ＝駆かる原はら遥はるか

〝赤鼻〟＝久く渡ど貴き乃の子こ

《迷路カオス王コア》＝鬱うつの宮みや噓うそ

　ジグ＝爆はぜ川かわ嫌や凪なぎ

　なのです。特にジグは人格変わりすぎ（主人公なのに！）で、同一人物だとわからない読者さまもいたらしく、申し訳ないです。えぇっと、過か酷こくな執しつ行こう部ぶの毎日と、誰だれかさんへの淡あわい憧あこがれで、あぁいう乱暴な口調になったのだと思いますよ。心理や日常的な仕草なんかは、わりと変わってないと思うんですけどね。

『ジャンク』から『アンダカ』への空白の数年間は、あえて描かないほうがいいかなぁと、読者の皆みなさまの想像にお任せいたします。でも推測する種はいくつも落としておいたので、あれこれ妄もう想そうを膨ふくらませくださいませ。

『ジャンク』しか読んでいないかたは、是ぜ非ひとも『アンダカ』を眺ながめて、あちこちにある繫つながりに思いを馳はせてくれると、作者の冥みよう利りに尽つきます。

　爆川嫌凪が火を点つけない煙草たばこをくわえるのは、誰の真似なのかなぁとか。無む城じろ苛か鈴りんが異常な事態を嫌きらい、努めて平へい凡ぼんに振ふる舞まおうとするのは、『ジャンク』第一巻の出来事が理由なのかなぁ、とか。

『ジャンク』では明かされなかった『ヴェクサシオン』の正体とか、〝赤鼻〟の生おい立たちとか、そこらへんも補足されるかなぁと思います。どこにも答えが明記されていない場合も、推測で埋うめられる程度には描びよう写しやしています。

『ジャンクガール・ジグ』の物語は今回でお終しまいですが、ここから先の物語が知りたいと思ってくださるなら、どうぞ『アンダカの怪造学』を読み進んでみてくださいませ。既き読のかたも、今回の結末が『アンダカ』の第一巻へそのまま連結できるような案配になっているので、手元にあるかたはぱらぱらぁっと眺めるだけでもお試しあれ。

　ともあれ、これにて『アンダカ』『ジャンク』含ふくめて合計十二冊の長旅も終しゆう了りようでございます。過去から未来へ。大人から子供へ。受け継つがれていく魂たましいがある。ひとつの世界の歴史の一いつ端たんを、描ききれた幸福とともに、お付きあいいただけた読者の皆さまに最上の感謝を。

　同時に。なぜか毎回すごい大手術になる『アンダカ』『ジャンク』を、最後まで絶ぜつ妙みようにまとめてくれた担当さん。多た忙ぼうのなか登場人物の変化や仕草、表情までを活いき活きと描いてくれた絵師のエナミカツミさん。および関係者の皆さまに、ありがとう。

　大人と子供が手をとりあって、笑顔で暮らせる日常を願いつつ。





日日日。　　
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